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Π本矯止網科学会評,義n
1_1本矯1工歯科学会編4ι委1・1会委員
H人矯正歯科学会認定眠枩n会委n
Π本矯'歯科学会理小(糒葉扣当)
日ポ矯圧歯科学会則'上(風際渉外担当)
日本矯ル歯科学会副会長
東北矯11_歯科学会理,打
柬北矯正歯科学会会長
Π本顎変形症学会J議員
Π本顎変形症学会即'Ⅱ
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1.研究論文
1. Three plane analysis of tooth movement, growth, and angular changes with
CerⅥCaltractlon
Mitani H, Brodie AG, Angle orthodontist 40 (1970) 80-94
2.顎顔面頭蓋各部における年間成長品と成長*の追跡一7才から15才まで・
錦一桜:午「剖成長枯の追跡
'谷英夫,日本矯正歯科学会雑誌 31 a972) 307318
績
3. contributions of the posterior cranial base and mandibular condyles to tadal
depth and height during puberty
Mitani H, Angle orthodontist 43 (1973) 337-343
4.顎瀕而頭蓋各部における年1剖成長品と成長率の迫跡 7才から15才までー
第二蛾:成長率の変化
三谷英夫,日本矯止歯科学会胤伍古 33 (1974) 40 48
日 録
5. Behaviour of the maxiⅡaTy first molars in three planes with emphasis on its role
Of providing room for the second and thiTd molars during growth
Mitani H, Angle orthodontistS 45 (1975) 159-168
6.顎顔面頭蓋各部における年冏成長量と成長率の追跡一フ」'から15才まで
第三桃:各部の構成比率の変化
气谷英夫,日本矯正歯科学会緋誌 36 (197フ) 323 332
フ' ocdusal and craniotacialgrowth changes during puberty
Mitani H, American Journal 010rthodonticS 72 (197フ) 76-84
8.重度の骨格型F顎前突症のド顎骨イ本νJ除後における皎合の変化について
大谷宣夫,深沢裕文,'谷英夫,日本Π腔科学会雑誌 29 (1980) 3533印
9. prepubertalgrowth of mandibular prognathism
Mitani H, American Journal of orthodonticS 80 (1981) 546-553
10.乾燥頭茶骨唖貞釜底と'U・.顎複合休の側西顕部X線規格写真像について
曽矢猛美,'谷英夫,坂本敏彦,東北大学q村学研究 8 (198D 25-36
とくに軟組織側貌・咽Ⅱ.骨格型ド頴前突症に対する外科的矯lf1治療の影讐
頸部気道の形態および舌骨の位朧変化について
江俣利代,_三谷央夫,坂本敏彦,日本矯lf歯科学会雑誌 42 (1983) 69 84
12.思秤期F顎骨個成長に対する顎外力の影讐について
三谷央犬,日本矯正歯科学会雑誌 43 (1984) 200-221
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C h i n  c a p  f o r c e  t o  a  g r o w i n g  m a n d i b l e . 1 , o n g - t e r m  d i n i c a l  r e p o T t s
M i t a n i  H ,  s a k a m o t o  T ,  A n g l e  o r t h o d o n t i s t  5 4  ( 1 9 8 4 )  9 3 - 1 2 2
ド 顎 前 歯 叢 牛 . と 下 顎 功 歯 掬 冠 お よ ぴ 歯 列 弓 形 態 の 関 述 竹
% 1 i 頼 宋 , _ ι 谷 英 犬 , Π 本 矯 1 モ 歯 1 斗 孚 会 雑 誌  4 3  a 9 8 4 )  5 4 0  5 5 1
日 本 人 女  f " 丹 楕 竹 _ し 顎 前 突 む 垪 刎 の 治 療 後 の O v e r j e t , o v e r b i t e  の 後 戻 り 変 化 に つ
い て
長 谷 川 I F 文 , 姉 崎 研 哉 , 二 ξ 谷 英 火 , Π 本 矯 正 歯 科 学 会 雑 . 誥  4 3  ( 1 9 8 4 )
3 7 3  3 8 3
晩 期 成 長 期 に お け る 未 治 療 ・ 女 f 骨 格 型 卜 顎 前 突 者 の 顎 顔 面 頭 舗 の 佃 成 R に つ
い て
菅 原 準 二 , 士 川 登 志 f , 曽 欠 猛 美 , 二 谷 英 夫 , 日 本 矯 正 歯 科 学 会 雑 ' 誥  4 3
( 1 9 8 4 )  6 0  7 0
筋 機 能 減 退 後 の 幼 若 ラ ッ ト 下 顎 骨 形 態 形 成 変 化 の 特 異 竹
深 沢 裕 文 , 三 谷 英 夫 , Π 木 矯 正 網 科 学 会 雑 誌 " ( 1 9 8 5 )  3 3 9 - 3 5 0
チ ン キ ャ ヅ プ 整 形 力 を 併 朋 し た 矯 正 治 療 が 男 子 骨 格 型 下 顎 前 突 症 の S k e l e t a l
P r o f i l e  に ケ え る 長 期 的 影 W
I J 1 1 登 ι ミ ・ f , 菅 原 準 二 , 中 村 1 啼 哉 , 二 t 谷 萸 火 , Π 本 矯 正 掬 子 レ 学 会 紺 誌  4 4
( 1 9 8 5 )  6 U  ・ 6 5 9
不 l f 皎 合 に か か わ る  C a t h e x i S  に つ い て ・ ・ ・ 女 ・ f 大 学 牛 と 成 人 女 、 r と の 比 較
山 影 ・ 帝 t ・ f , 遠 藤 康 ・ f , 士 川 啓 志 了 , 大 Ⅱ _ 1 正 1 当 , 二 谷 英 夫 , 日 木 矯 l f 伎 1 科 学
会 緋 , 詰  4 4  a 9 8 5 )  4 4 9  4 5 8
E 丘 e c t s  o f  c h i n c a p  f o r c e  o n  t h e  t i m i n g  a n d  a m o u n t  o f  m a n d i b u l a r  g r o w t h  a s ・
S o c i a t e d  w i t h  a n t e r i o r  r e v e 玲 e d  o c d u s i o n  ( c l a s S  1 Π  M a l o c d u s i o n ) d u r i n g
P u b a l y
M i t a n i  H ,  F u k a z a w a  H ,  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  o r t h o d o n t i c S  9 0  ( 1 9 8 6 )
4 5 4 - 4 6 3
不 f 皎 合 者 の 顎 機 能 異 ' 常 発 現 に 関 す る 嗣 査 低 午 船 反 対 皎 介 者 を 対 象 と し て
向 山 雄 彦 , 深 沢 裕 文 , 覗 卿 飯 重 徳 , ' 谷 英 夫 , 日 人 矯 I F 歯 科 学 会 雜 f 誥  4 5
( 1 9 8 6 )  5 7 4  5 8 0
骨 格 型 反 対 1 皎 A 者 の 舌 の 朋 斉 迎 動 , 、 F 顎 運 動 お よ び 音 声 の 阿 川 占 観 察  L o n g
f a c e  .  o p e n  b i t e  群 と  S h o r t f a c e . D e e p  b 北 e  群 と の 比 慢 一
板 垣 圧 樹 , 菅 原 准 二 , 河 1 上 」 満 彦 , 伊 ル 撫 秀 美 , 三 谷 英 大 , [ 1 本 矯 1 モ 保 話 十 学 会
緋 ' 志  4 5  a 9 8 6 )  2 3 7  2 4 9
顔 血 ・ 頸 器 ・ 到 1 部 の 諸 形 質 お よ び 身 長 の 成 長 タ イ ミ ン グ に 関 す る 研 究 一 ・ 6 歳
か ら 成 人 ま で
佐 j 係 , 至 , 三 谷 萸 夫 , 栗 田 定 明 , 東 北 大 学 歯 学 雑 誌  6  ( 1 9 8 7 )  7 1 - 7 9
H
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2 2
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24 低年齢期反対皎合に対する上顎前力牽引治療の術後変化について
阿部泰志,浅野央男,遠藤康子,佐藤亨全,'谷英夫,束北大学歯学判歸占
6 a987) 1-12
ード顎骨成長に対するチンキャヅプ整形力の効果を顧みる
.1谷英夫, Monograph of clinicalorthodontics lo (1988) 26-34
歯の先犬的欠如が顎顔面形態に与える影響・一第1帳少数歯の欠如の場介
佐藤亨全,二谷英夫,東北大学掬学雑誌 7 a988)107 Ⅱ3
歯の先天的欠如力町噴顔面形態にケえる影糾一第2般多数歯の欠如の場合
イノ訂係亨至,一ξ谷英犬, U本矯lf歯科学会雑肱 7 (1988) 115-121
反対皎介治療中の顎機能状態に関する畷床紕訓学的劇査 6~10歳を対象と
した ChincaP使用者についての紲告・
向川雄彦,深沢裕文,満口到,ニミ谷英夫,日本矯圧歯科学会雑誌 47
(1988) 425 -432
上顎洞形態と顔面骨格型との関係について
栗m定明,佐藤亨全,深沢裕文,_'谷英大, H本矯正網科学会緋誌 47
a988) 689 -696
ヒト乾燥頭蓋骨のlf血顕部X線規格写真像について第・・'縦 X線仰n刊学的
検村
木村和屶,曽欠猛美,菅原准_L,__ξ谷英大,東北大学園学雑誌 7(1988)
99-106
上卜顎罰"寺移動術(TWO-jaw SⅧga'y)を迪用しナご丹格型ド顎前突1永の術後
顎態変化について
人森勇市郎,壱'原準一→曽矢猛美,川村イ1,三谷灸夫,Π人矯正歯科学
会雑" 47 a988) 720-733
矯圧治療による皎合平而の変化と安定竹.について
鈴村頂也,ー(谷萸夫,佐藤,至,Π木矯1下歯科学会消那志 48 a989) 404
410
ヒト乾燥頭舗梶'の」[面頸部X線規格写真像について一第_ム轍顕部の_1ニト回
転に件うX線像の変化
木村和男,偕原沖1ム,三谷英火,東北大学掬学雑Dk 8 (1989) 5161
ヒト乾燥頸器シ丹のlf面頭部X線規格写真像について一第三纎水十的基川濟泉
の安定性の検肘
木村和yl,心'原御t_ニ,τ1谷英夫,東北人学歯学雑'古 8 a989) 99 106
25
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思 春 期 後 期 に お け る 女 子 骨 格 型 下 顎 前 突 症 の 顎 顔 面 の 平 均 成 長 様 相 一 顎 矯 正
外 科 治 療 の 甲 期 適 用 に 向 け て ー
佐 藤 亨 至 , 菅 原 准 _ ニ , 三 谷 英 夫 , 日 木 矯 正 粛 科 学 会 雑 誌  4 8  ( 1 9 8 9 )  2 1 ・
2 8
前 歯 部 被 蓋 改 誓 後 に 顎 機 能 異 常 の 発 現 を み た 低 午 齢 反 対 皎 介 者 の 顎 顔 而 形 態 の
1 1 徴
深 沢 裕 文 , 向 1 _ Ⅱ 緋 彦 , 栗 田 定 明 , 浦 野 順 , ど 谷 英 夫 , Π 本 顎 関 節 学 会 雑
1  ( 1 9 8 9 )  6 6 - 7 8
才 , ,
1 1 J じ 、
思 春 期 後 期 に お け る 男 子 の 下 顎 骨 ' と 下 顎 智 歯 , 手 骨 , 身 長 の 成 長 発 育 相 関 に つ
い て
佐 藤 亨 全 ,  L 1 谷 莢 夫 , Π 本 矯 正 掬 科 学 会 雑 誌 四  a 9 9 0 ) 1 4 0 - 1 4 6
思 春 期 性 成 長 前 に お け る _ 上 顎 前 突 名 と 卜 顎 仙 突 者 の 永 久 掬 の 形 成 と 萌 出 の 述 い
に つ い て
佐 々 木 ま す み , 佐 藤 亨 至 , 三 谷 英 夫 , Π 木 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌  4 9  a 9 9 0 )
4 3 5 - 4 4 2
顎 顔 面 形 態 の 研 究 を 目 的 と し た 多 変 躍 郷 件 斤 の 適 用 に 関 す る ・ ぢ 察 卞 成 分 分
析 に お け る 変 量 の 選 択 に つ い て
佐 廊 亨 至 , 斎 藤 正 , 三 谷 英 夫 , Π 本 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌 四 ( 1 9 9 0 ) 3 N
- 3 2 1
女 了 、 F 顎 前 突 者 の 身 長 ,  F 顎 骨 , 丁 ン 丹 の 成 長 タ イ ミ ソ グ に つ い て
三 谷 英 夫 , 東 北 人 学 歯 学 雑 i 誌 ;  9  ( 1 9 9 0 ) 備 一 7 2
J  l t
佐 藤 亨 至 , 神 野
凡 , 、 ,
L o n g - t e r m  e 丘 e c t s  o {  c h i n  c a p  t h e r a p y  o n  s k e l e t a l  p r o f i l e  i n  m a n d i b u l a r  p r o g ・
n a t h i s m
S u g a w a r a  J ,  A s a n o  T ,  E n d o  N ,  M i t a n i  H ,  A m e r i c a n  J o u t n a l  o f  o r ・
t h o d o n t i c s  D e n t o f a d a l  o r t h o p e d i c S  9 8  ( 1 9 9 0 )  1 2 7 - 1 3 3
低 年 齢 反 対 皎 合 名 の 被 蕎 改 誓 に 件 う 顔 面 正 血 形 態 の 変 化 ・ 顎 Π 腔 機 能 畏 常 を
有 す る 者 を 対 象 と し て ・ ー
深 沢 裕 文 , 述 藤 教 昭 , 栗 田 定 明 , 三 谷 英 夫 , Π 本 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌 四
a 9 9 0 )  1 9 9  2 0 6
M e c h a n i c a l s t r e s S  に よ る 骨 改 造 機 楢 に 関 す る 何 1 究 一 骨 改 造 機 枇 に お け る 丹 芽
細 胞 と 骨 闇 細 胞 の 相 互 作 用 凶 f に つ い て ー
清 水 義 之 , 千 藥 美 麗 , 消 水 義 信 , ' 谷 英 夫 , 歯 科 基 礎 氏 学 会 判 L 誥  3 2 ( 1 9 9 の
1 1 5  - 1 2 2
A n  i m m u n o h i s t o c ] 〕 e m i c a l s t u d y  o f l o c a l i z a t i o n  o f t y p e  l a n d  t y p e  Ⅱ  C 0 Ⅱ a g e n s  i n
m a n d i b u l a r  c o n d y l a r  c a r t i l a g e  c o m p a T e d  w i t h  t i b i a l  g r o w t h  p l a t e
M i z o g u c h i l ,  N a k a m u r a  M ,  T a k a h a s h i l ,  K a g a y a m a  M ,  M i t a n i  H ,
H i s t o c h e m i s t r y  9 3  ( 1 9 9 の  5 9 3 - 5 9 9
3 6
3 7
嶋
3 8
3 9
4 0
U
4 2
4 4
45 士顎皎合平面の左右傾斜を伴う顔面非対称症に対する上下顎同n寺移動術
(TWO-jaw surgery)の適翔
菅原準二,木村和男,曽矢猛美,三谷英夫,茂木克俊,東北大学歯学雑誌
9 a的0)フ-22
思春期性最大成長期以前における前歯正'常被兼の成立が士患W片の成長,上顔血
形態に及ぼす影粋について片側件唇顎口蓋裂者と非裂反対皎合者との経年
的比較
糠塚重徳,_'谷英夫,茂木克俊,Π本口蕎裂学会誌 16 a991) 120-129
顎Π腔機能異常発現者の上、ド顎前歯H糾牝の特徴低年齢反対皎合者の被纏改
善前後での変化についてー
深沢裕文,稲井由枝,森田敦子,三谷英大,Π本矯正歯科学会雑誌 50
a991) 401 -410
チタン・ミニプレート固定を併用した下顎枝矢状分割法
川村仁,長坂浩,佐藤修一,茂木克俊,菅原准二,三谷英夫,日本顎
変牙つlit学会雑誌 l a991) 105一Ⅱ2
Comparison of mandibular growth with other variables duTing puberty
Mitani H, sato K, Angle orthodontist 62 (1992) 217-222
思春期後期における男f骨格型下顎前突者の顎顔面の平均成長様相一顎矯Ⅱ
外科治療の早期適用に向けてー
佐藤亨至,菅原準二,二三谷英夫,Π本矯lf歯科学会雑誌 51 q992) 25 30
ChmcaPを含む矯正治療中の反対皎合者の顎口1侘機能状態の推移について
稲井由枝,三谷英夫,深沢裕文,向1_[1雄彦,東北人学歯学雑誌Ⅱ a四2)
67 74
Comparison of the immunohistochemica110calization of type l and type 11
C011agens in craniofada] cartilages of the rat
Mizoguchil, Nakamura M, Takahashil, Kagayama M, Mitani H, Acta
Anatomica 144 (1992) 59-64
The Dynamic Dento-palatography system: a new approach for evaluating
Speech
KawauchiM, KanamoriY, sachdeva R, Nakajima H, MitaniH, Journalof
Biomedical Engineerin三 14 (1992) 163-168
チタン・ミニプレート固定による下顎枝欠状分割法適用後の卜顎青および皎合
の安定竹_
菅原準二,川村仁,長坂浩,賓広通,梅森美嘉子,人森勇市郎,三谷
英夫,Π本矯正歯科学会緋誌 51 a992) 358-366
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65 5
片 側 下 顎 枝 矢 状 分 割 術 と 対 側 下 顎 枝 爪 値 骨 切 り 術 の 併 用 に よ る 陽 買 骨 非 ヌ 寸 1 尓 症
の 改 誓
川 村 仁 , 菅 原 唯 二 一 長 坂 浩 , 大 森 勇 市 部 , 佐 藤 修 一 , 茂 木 克 俊 , 三 谷
英 夫 , Π 本 顎 変 形 症 学 会 雑 誌  2  ( 1 9 9 2 )  1 3 9  1 4 9
広 範 囲 に 軟 組 織 を 付 着 さ せ る オ ト ガ イ 形 成 術 適 用 後 の 術 後 変 化 に つ い て ・ 一 頭
部 X 線 規 格 写 真 に よ る 評 価 一
仏 藤 修 一 , 川 村 仁 , 長 坂 浩 , 局 橋 善 男 , 茂 木 党 俊 , 大 森 勇 市 郎 , 菅 原
凖 二 , 三 谷 英 夫 , 日 本 顎 変 形 症 学 会 新 疏 志  2  a 9 9 2 )  1 9  2 4
顎 凱 U m 汁 の 晩 期 成 長 変 化 ・ 下 顎 前 突 症 を 対 象 と し て
三 谷 英 夫 , 日 本 顎 変 形 症 学 会 雑 誌  3  ( 1 鯛 3 )  1 5 5  1 5 7
G r o w t h  o f  m a n d i b u l a r  p r o g n a t h i s m  a f t e r  p u b e r t a l  g r o w t h  p e a k
M i t a n i  H ,  s a l o  K ,  s u g a w a r a  J ,  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  o r t h o d o n t i c s  D e n ・
t o f a c i a l  o r t h o p e d i c s  l 0 4  ( 1 9 9 3 )  3 3 0 - 3 3 6
ト 顎 前 突 症 に お け る 矯 正 治 療 後 の ド 顎 第 三 大 臼 歯 の 動 態 に つ い て
阿 部 ま ち よ , 佐 際 亨 至 , ' 谷 英 夫 , 東 北 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌  1 ( 1 9 9 3 ) 1 8 -
2 8
C M n c a P 装 貴 を 含 む 矯 正 治 療 後 の 顎 機 能 状 態 に 関 す る 開 査
森 川 敦 了 , ・ ξ 谷 英 夫 , 稲 井 由 枝 , 桑 原 聡 , 深 沢 裕 文 , 東 北 人 孚 歯 学 雑 誌
1 2  a 9 9 3 )  6 1 - 6 8
C o m p u t e d  x - r a y  d e n s i t o m e t r y  法 に よ る 下 骨 骨 塩 吊 1 と 全 身 成 熟 の " 乎 価
6
2 0 歳 ま で の 健 常 者 年 畍 別 基 準 価 の 設 定 ・ ・ ・
佐 藤 亨 至 , 阿 部 ま ち よ , 二 谷 英 夫 , 戸 川 啼 雄 , 妹 背 利 火 , Π 本 矯 仟 歯 科 学
会 府 伶 志  5 2  a 9 9 3 )  2 9 1 - 3 0 0
P r e s e n c e  o f  c h o n d r o i d  b o n e  o n  r a t  m a n d i b u l a r  c o n d y l a r  c a r t i l a g e
a n  1 1 ・
m u n o h i s t o c h e n Ⅱ C a l  s t u d y
M i z o g u c h i l ,  N a k a m u r a  M ,  T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y ,  K a g a y a m a  M ,  M i t a n i
H ,  A n a t o m y  a n d  E m b r y 0 1 0 g y  1 8 7  ( 1 9 9 3 )  1 - 1 5
顎 変 形 症 恕 、 各 に お け る 顎 関 節 症 状 の 充 現 状 況 に つ い て
佐 藤 修 ・ , 川 村 仁 , 長 坂 浩 , 後 藤 暫 , 伐 木 兇 俊 , 菅 原 準 ム , - 1 谷 英
夫 , Π 本 顎 関 節 ら を 会 雑 誌  5  ( 1 9 9 3 )  2 6 4 - 2 7 2
顕 繞 底 の 形 態 に 対 す る 顎 外 力 の 影 轡
新 坂 幸 浩 , 丁 1 谷 英 夫 , 東 北 大 学 掬 学 郷 イ 誥  1 3  ( 1 9 9 4 )  5 8 - 6 4
A n c h 0 1 ' a g e  a n d  r e t e n t i v e  e 丘 e c t s  o f  a  b i s p h o s p h o n a t e  ( A H B U B P )  o n  t o o t h
m o v e n l e n t  l n  r a t s
I g a r a s h i  K ,  M i t a n i  H ,  A d a c h i  H ,  s h i n o d a  H ,  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  o r ・
t h o d o n t i c s  D e n t o f a c i a l  o r t h o p e d i c s  l 0 6  ( 1 9 9 4 )  2 7 9 - 2 8 9
5 6
5 7
5 8
5 9
印
6 4
6 1
6 2
6 5
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66 E丘ects of topical administration of a bisphosphonate (risedronate)on or・
thodontic tooth movements in rats
AdachiH,1garashiK, MitaniH, shinoda H, Journalof DentalResearch 73
(1994) 1478-1484
顎矯'外科治療に什う反対皎合者の岨咽能力の変化 ATP吸光度法による縦
断的研究一
原ともf,菅原準二,三谷英犬,川村仁,日本矯正歯科学会雑砧 53
a994) 66-76
Role of endogenous pGE2 in osteoblastic functions of a donal osteoblast-1ike
CeⅡ, MC3T3-EI
Igarashi K, Hirafuji M, Adachi H, shinoda H, Mitani H, prostaglandins
Leukotrienes and Essential Fatty AddS 50 (1994) 169-172
1..下顎骨移動術(TWO-Jaw surgery)適用例の顎骨および皎介の長期安定
竹に関する研究
賓広道,菅原推二,大森勇11j郎,'谷英夫,川村仁,Π<顎変形症学
会緋誌 4 (1994)]5-25
顔而非対称を件う反対皎介恕、者の顎矯正外科治療1拘後における舌の岡音パター
ンの観察
粟牛111俊彦,菅原川;_ニ,河内満彦,大森勇市郎,二谷英犬,川村イ_1,日
本顎変形症学会雑誌 4 (1994) 1-14
良い皎介(acceptableocdusion)を有する者の顔面村'格パターンの変凪にっ
いてー・外科的矯正の治療ゴールの杉察・・
渡辺雅彦,菅原準_ニ,遠藤教昭,二1谷萸大,Π本矯正歯'科学会雑,は 54
a995) 170 176
女・fにおけるト.・ド顎骨標準成長曲線の作成と標準イヒ骨年齢(TW2 法)を川
いた成長f測法について
仇際亨全,阿部まちよ,白上祥樹,ーモ谷英夫,Π本矯IF爾科学会知.品、 54
(1995) 2836
Effects of lateral pterygoid musde hypa'activity on differentiation of man・
dibu】ar condy]es in rats
Takahashil, Mizoguchil, Nakamura M, Kagayama M, Mitani H, Ana・
tomical Record 241 (1995) 328-336
最近の日小人i「常皎介戦の顎顔血形態について
山内積,石原勝利,白上祥樹,佐藤デ至,三谷英大,Π水矯止閑科学会
雑誌 54 a995) 93-101
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外 科 的 矯 正 治 療 ま 九 は 矯 正 単 独 治 療 に よ っ て 対 応 し た 反 対 皎 合 症 の 顔 面 骨 格 タ
イ プ の 特 微 一 s a n b o r n ,  G u g i n o - S ] a v i c e k , 伊 藤 ら の 分 類 法 に よ る 評 価
大 沼 清 美 , 菅 原 准 ム , 大 森 勇 市 郎 , 三 谷 英 夫 , 川 村 仁 , 東 北 矯 正 歯 科 学
会 雑 i と  3  ( 1 9 9 5 )  1 6 - 2 8
E 丘 e c t s  o f  e l e d r i c a l  s t i m u l a t i o n  o f  t h e  l a t e r a l  p t e r y g o i d  m u s d e  o n  t h e  l o c a l i ・
Z a t i o n  o {  g l y c o s a m i n o g l y c a n s  i n  m a n d i b u l a r  c o n d y l e s  i n  r a t s
T a k a h a s h i l ,  M i z o g u c h i l ,  s a s a n o  Y ,  s a i t o h  s ,  K a g a y a m a  M ,  M i t a n i  H ,
日 本 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌  5 4  ( 1 9 9 5 )  4 0 2 - 4 1 2
外 科 的 矯 正 治 療 に 什 う 皎 介 力 お よ び 皎 合 接 触 血 粘 の 変 化 一 皎 介 力 測 定 フ ィ ル
ム を 用 い た 横 断 的 研 究 一
賓 広 道 , 菅 原 浄 1 _ _ ニ . , 御 代 田 浩 伸 , 坂 木 恵 美 ・ f , 三 谷 英 夫 , 川 村 仁 , 束
北 矯 正 歯 科 学 会 胤 疏 志  3  a 9 9 5 )  2 9  4 2
外 科 的 矯 正 治 療 後 に 長 瑚 経 過 し た 反 対 皎 合 者 の 岨 咽 り ズ ム の 評 価
藤 井 智 巳 , 管 原 准 二 , 桑 原 聡 , 劇 代 弘 毅 , 二 谷 英 夫 , 川 村 仁 , 日 本 矯
正 歯 科 学 会 雑 砧  5 4  ( 1 9 9 5 )  2 2 7  2 3 3
1 0 代 女 f に お け る 尿 中 ビ リ ジ ノ リ ン , デ オ キ シ ピ リ ジ ノ リ ン と 骨 ・ 枯 増 加 と の 関
速 に つ い て
仏 湛 蓼 ン 至 , 阿 部 j 气 也 , 下 出 ま ち よ , - 1 谷 英 犬 , 松 岡 尚 史 , 村 Ⅱ 1 光 範 , 福 永
仁 夫 , Π 本 骨 形 態 ' W 則 学 会 胤 稔 '  5  a 9 9 5 )  1 7 9  1 8 4
E n d o g e n o u s  p r o d u c t i o n  o f  p r o s t a g l a n d i n  1 2  b y  c r a n i o f a c i a l  c a r t i l a g e  i s o 】 a t e d
{ r o m  g r o w i n g  r a t s
I g 雛 a s h i K ,  H i r a f u j i  M ,  M i t a n i  H , 歯 科 古 ミ 礎 医 学 会 雑 誌  3 8  ( 1 9 9 6 )  2 9 9 -
3 0 3
上 ・ 、 ド 顎 骨 標 準 成 長 仙 線 の 作 成 と そ れ を 用 い た 顎 整 形 裴 朧 の 顎 骨 成 長 に 対 す る
効 果 の 評 価
楠 元 粍 子 , 佐 膝 亨 全 , ー ( 谷 英 夫 , 日 人 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌 郭 ( 1 的 6 ) 3 Ⅱ
3 2 1
A  p r e s s u r e - d i s t r i b u t i o n  s e n s o r  ( P D S )  f o r  e v a l u a t i o n  o f  l i p  f u n c t i o n s
U m e m m o r i  M ,  s u g a 圦 丁 a r a  J ,  K a w a u c h i M ,  M i t a n i  H ,  A m e r i c a n  J o u r n a ]  o f
O r t h o d o n t i c s  D e n t o f a c i a ]  o r t h o p e d i c s  l 0 9  ( 1 9 9 6 )  4 7 3 - 4 8 0
I n h i b i t o r y  e 丘 e d  o f  t h e  l o p i c a l  a d m i n i s t r a t i o n  o f  a  b i s p h o s p h o n a t e
( r i s e d r o n a t e )  o n  r o o t  r e s o r p t i o n  i n c i d e n t  t o  o r t h o d o n t i c  t o o t h  T n o v e m e n t  i n
r a t s
7 6
フ フ
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7 9
8 0
8 1
8 2
8 3
I g a r a s h i  K ,  A d a c h i  H ,  M i t a n i  H ,  s h i n o d a  H ,  J O U I ' n a l  o f  D e n t a l  R e s e a r c h  7 5
( 1 9 9 6 )  1 6 4 4 - 1 6 四
84 ポジトロソCTによる岨噛時脳血流動態と1安介との関連
佐藤亨全,三谷英夫,マルコ・ A ・メヒブ,伊藤正敏,Π水矯正歯科学会
雑誌郭(1996) 300 310
思春期性成長期における劣子・骨格性下顎前突者の顎帥面頭蓋の成長変化
10歳から15歳までの縦断的研究
坂本恋美子,菅原準二,梅森美嘉、f,三谷英夫,Π本矯正歯科学会雑誌
郭(1996) 372-386
成人骨格竹反対皎合症の発音機能に対する外科的矯正治療の効果一舌接触パ
ターン,顎運動および発声音の解析一
粟牛.田作奈子,營原凖二,菅原難_ニ,梅森美膓f,三谷英夫,Π本矯正掬
科学会雑誌 55 a四6) 387-396
E丘ects of expansive force on 血e differentiation of midpalatal suture cartilage
In rats
Takahashil, Mizoguchil, sasano Y, saitoh s, Kagayama M, Mltanl H,
BONE 18 (1996) 341-348
Localization o{ glycosaminoglycans in periodonta11igament during physi010gi、
Cal and experimentaltooth movement
Kagayama M, sasano Y, Mizoguchil, Kamo N, Takahashil, Mitani H,
Journal of periodontal Research 31 (1996) 229-234
An immunohistochemicalstudy oflocalization oftype l and type 11 C0Ⅱagens in
the mandibular condylar cartilage of rat
Mizoguchil, Takahashil, Nakamura M, sasano Y, sato s, Kagayama M,
Mitani H, Archives of ora] Bi010gy 41 (1996) 863-869
前歯部開皎を伴ケ晋格性下顎前突症の舌位1こついて一無線テレメーターシス
テムによる長n制剖解析
金高弘心,河1人N砺彦,三谷英犬,Π本矯lf歯科学会雑'は 56 (1997) 33 43
片側「吽,Π舗裂恕、名における lt顎中切歯の杣立状態と網榑骨品にっいて
北浩樹,,÷地名・「,三谷英夫,Π本矯」モ歯科学会雑'志 56 a997) 159
169
歯槽裂骨欠損形態の分類
北浩樹,→.地省f,・三油幸鰯.・三谷英犬,Π本口蕎裂学会砧 22 a997)
177 183
E丘ects of compressive force on the 宮rowth and differentiation of midpalatal
Suture carti]age m rats
Saitoh s, Takahashil, Mizoguch江, Kagayama M, Mitani H,日本矯正球{
科学会雑砧 56 a四7) 372-382
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L o c a l i z a t i o n  o f  t y p e s  l , 1 1  a n d  1 1 1  C 0 1 1 a g e n  a n d  g ] y c o s a m i n o g l y c a n s  o f  p r o ・
t e o g l y c a n s  i n  t h e  m a n d i b u l a r  c o n d y l e  o f  g r o w i n g  m o n k e y s  :  A n  i m m u n o ・
h i s t o c h e m i c a l  s t u d y
M i z o g u c h i l ,  T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y ,  K a g a y a m a  M ,  M i t a n i  H ,  A n a t o m y
a n d  E m b r y 0 1 0 g y  1 9 5  ( 1 9 9 7 )  1 2 7 - 1 3 5
E 丘 e c t s  o f  b i s p h o s p h o n a t e s  o n  a l k a l i n e  p h o s p h a t a s e  a c t i v i t y ,  m i n e r a l i z a t i o n ,
a n d  p r o s t a g l a n d i n  E 2  S y n t h e s i s  i n  t h e  d o n a l  o s t e o b l a s t - 1 i k e  c e Ⅱ  l i n e  M C 3 T 3 -
E I
I g a r a s h i  K ,  H i r a f u j i  M ,  A d a c h i  H ,  s h i n o d a  H ,  M i t a n i  H ,  p r o s t a g l a n d i n s ,
L e u k o t r i e n e s  a n d  E s s e n t i a l  F a t t y  A c i d S  5 6  ( 1 9 7 フ )  1 2 1 - 1 2 5
骨 格 竹 . 下 顎 前 突 症 に 対 す る 卜 顎 枝 爪 直 丹 切 り 術 ( 1 V R O ) 適 用 後 の 下 顎 骨 お よ
び 皎 合 に 関 す る 術 後 安 定 竹 下 顎 枝 欠 状 分 割 術 ( S S R O ) と の 比 較
代 元 巳 弥 , 營 原 靴 二 , 三 谷 英 夫 , 長 坂 浩 , 川 村 仁 , 日 木 顎 変 形 症 学 会
緋 紘  7  a 9 9 7 )  1 2 0 - 1 2 8
上 O c a l i z a t i o n  o f  t y p e s  l , 1 1  a n d  x  c 0 1 1 a g e n  a n d  o s t e o c a l c i n  i n  i n t r a m e m b r a n o u s ,
e n d o c h o n d r a ]  a n d  c h o n d r o i d  b o n e  o f  r a t s
M i z o g u c h i l ,  T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y ,  K a g a y a m a  M ,  K u b o k i  Y ,  M i t a n i  H ,
A n a t o m y  a n d  E m b r y 0 1 0 g y  1 9 6  ( 1 9 9 7 )  2 9 1 - 2 9 7
顎 変 形 症 患 者 に 対 す る 外 科 的 矯 正 治 療 後 の ガ ム 岨 嘱 訓 練 効 果 の 筋 確 図 学 的 ' 平
価
, 蝿 イ や 払 毅 , 菅 原 準 _ ニ , 賓 広 迫 , 三 谷 英 大 , 川 村 仁 , 縄 Π 俊 屶 , Π 本 岨
嘱 学 会 雑 乱 ミ フ ( 1 9 9 7 )  3 4  4 0
A g e - r e l a t e d  c h a n g e s  i n  t h e  l o c a l i z a t i o n  o f  g l y c o s a m i n o g l y c a n s  i n  c o n d y l a r
C a r t i l a g e  o f  t h e  m a n d i b l e  i n  r a t s
T a k a h a s h i l ,  M i z o g u c h i l ,  s a s a n o  Y ,  s a i t o h  s , 1 S h i d a  M ,  K a g a y a m a  M ,
M i t a n i  H ,  A n a t o m y  a n d  E m b r y 0 1 0 g y  1 9 4  ( 1 9 9 7 )  4 8 9 - 5 0 0
F a d a l  G m W 血  o f  s k e l e t a l  c l a s S  1 Ⅱ  M a l o c d u s i o n  a n d  t h e  E 丘 e c t s , 1 " i m i t a t i o n s ,
a n d  L o n g - T e r m  D e n t o f a c i a l  A d a p t a t i o n s  t o  c h i n c a p  T h e r a p y
J u n n j i  s u g a W 雛 ' a ,  H i d e o  M i t a n i ,  s e m i n a r s  i n  o r t h o d o n t i c S  3  ( 1 9 9 7 )  2 4 4 -
2 5 4
9 5
9 6
9 7
9 8
9 9
1 0 0
1 0 1
1 0 2
骨 午 齢 お よ び 骨 化 進 行 痩 を 用 い 九  S k e l e t a l c l a s S 1 Ⅱ の 顎 骨 残 余 成 長 _ 姑
佐 慈 亨 至 , 二 谷 英 犬 , Π 人 矯 1 モ 歯 科 学 会 雑 f 誥  5 7  a 9 9 8 ) 1 9
骨 年 齢 お よ び 骨 化 イ ペ ン ト を 用 い た S k e l e ね I c l a s S  Ⅱ 1 の 凱 1 骨 残 余 成 長 論
佐 際 亨 至 , ー モ 谷 英 夫 , 日 本 矯 正 網 科 学 会 雑 誌  5 7  ( 1 9 9 8 ) 1 9
103 Use of selectively c010red stereolithography foT diagnosis of impacted super・
numerary teeth for a patient with deidocranial dysplasia
Sato K, sugawara J, Mitani H, Kawamura H,1nternational Journal of
Adult orthodontics orthognathic surgery 13 (1998) 163-167
Diurnal variation of tooth movement in response to orthodontic force in rats
Igarashi K, Miyoshi K, shinoda H, saeki s , Mitani H, American Journal
Of orthodontics Dentofacia] orthopedics H4 (1998) 8-14
顎矯止外科手術後の鼻剖←上辱部軟紲織側貌変化の予測に関する研究
河1人川砺彦,松尾健・・',管原準ム,川村仁,一三谷英夫,日本顎変形症学会
雑誌 8 (1998) 170 185
チタン.ミニプレートを固定源にした反対皎介の矯正治療システム
菅原獣ム,梅森美嘉子,二谷萸夫,長坂浩,川村仁,日木矯ル歯科学
会消呪k 57 a998) 25 35
Growthpotentia1法による低身長小児における最終身長の丁寸則
佐藤真理,Ⅷ中敏・'弐,田■綾子,Π比逸郎,堀川玲 f,佐j佳亨全,1_三谷英
犬,Π人小兇1+'1会雑'よ 102 a998) 12711276
第2・織骨'9券丹について骨'仟齢臼動"、r価システムの開売
佐藤亨至,芦洋玖美,安蔽使,大槻文夫,金了・俊・・、,則ヰ,敏幸,塚越兇
己,松尾宣武,松岡尚史,二谷英夫,村田光範, AUXOLOGY 5 (1998)
72-75
矯正治療に伴う歯桜吸収のりスクの診断法に関する研究(第2轍)・矯正治療
中に歯根吸収を起こした上顎小切備掬桜の治療前の状態に関する疫学的調査一
沽水義之,逹谷倉イ上・f,ニモ谷英夫, 1_1本矯正歯科学会雑誌 57 (1998)
369-376
骨成熟自動'平価システム(CASMAS)の開充とド顎骨成長丁q則への/心用
佐藤乎至,ニ(谷央夫,日木矯lf歯科学会緋砧 58 a999) 272-278
骨振動解析による卜顎骨骨質測定システムの開発とその臨床応用
佐際亨全,二谷英犬,Π本矯lf歯科学会雑誌 58 a999) 125 135
Estimation of mandibular growth using bi010gicalmarkers of bone metabo]ism
In urlne
Sato K, Abe s, Mitani H, Joumalof Japan orthodontic sodety 58 (1999)
199-207
WWW と全文検索データベースWAISによる学術人会支援システム
遠藤教昭,仇藤亨全,ξ谷英夫,東北矯正歯科学会雑'砧 7 (1999) 51
57
104
105
106
107
108
Ⅱ
109
1 10
1 11
Ⅱ3
H2
1 2
1 1 4
チ ン キ ャ ヅ プ 治 療 後 に 前 歯 反 対 皎 介 の 冉 発 を 生 じ た 下 顎 1 而 突 症 の T 卿 須 血 成 長 変
化 の 特 微
崔  1 ' H 玄 , 仇 藤 , 1 至 , ー ( 谷 英 夫 , 日 人 矯 1 下 歯 科 学 会 雑 誌  5 8  a 9 9 9 )  1
1 4
F o r m a t i o n  a n d  m i n e r a l i z a t i o n  o f  m u r i n e  m o l a r  r o o t s  w i t h  h y p o c a l c a e m i a  i n ・
d u c e d  b y  a  l o w - c a l c i u m  d i e t  a n d  t h e  c h a n g e s  a f t e r  r e t u r n i n g  t o  a  n o r m a l  d i e t
F u r u t a  T ,  s h i m i z u  Y ,  T a k a h a s h i l ,  M i t a n i  H ,  A r c h i v e s  o t  o r a l  B i 0 1 0 g y  4 4
( 1 9 9 9 )  6 2 9 - 6 3 9
骨 格 型 反 対 皎 合 症 に 対 す る 上 顎 前 方 牽 引 装 羅 の 効 果 一 顎 骨 ' 標 準 成 長 曲 線 に よ
る 客 観 的 ・ 長 期 的 評 価
古 Ⅱ 1 育 永 , 佐 献 亨 至 , 満 口 到 , 二 三 谷 英 夫 , Π 本 矯 止 粛 科 学 会 雑 誌  5 8
a 9 9 9 )  3 0 9  - 3 1 7
イ ン タ ー ネ ヅ ト の W W W に よ る 矯 1 モ 歯 科 診 断 指 導 シ ス テ ム
遠 藤 教 昭 , 佐 藤 亨 全 , 三 谷 英 夫 , 進 藤 浩 一 ー , 恬 報 処 卵 学 会 誌  4 0  a 9 9 9 )
1 3 2 1 - 1 3 3 4
S I く e l e t a ]  a n c h o r a g e  s y s t e m  f o r  o p e n - b i t e  c o r r e c t i o n
U m e m o r i  M ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i  H ,  N a g a s a k a  H  ,  K a w a m u r a  H ,  A m e t i ・
C a n  J o u r n a l  o f  o r t h o d o n t i c s  D e n t o f a d a l  o r t h o p e d i c S  1 1 5  ( 1 9 9 9 )  1 6 6 - 1 7 4
チ タ ソ ・ ミ ニ プ レ ー ト の 矯 正 用 固 定 源 と し て の 有 用 性 に 関 す る 酬 床 的 評 価
長 坂 淵 , 菅 原 凖 _ ニ , 川 村 イ _ , 笠 原 毅 弘 , 梅 森 美 嘉 子 , 三 谷 英 大 , Π 本
矯 正 歯 科 学 会 雑 誌  5 8  ( 1 四 9 ) 1 3 6  1 4 7
骨 年 齡 内 動 評 価 シ ス テ ム ( C A S M A S ) の 開 発 一 第 3 桜 骨 密 度 と の 関 わ り
に つ い て ー
仏 藤 亨 至 , 芦 澤 玖 美 , 安 蔵 慎 , 人 槻 文 夫 , Ⅲ 中 敏 、 市 , 塚 越 兇 己 , 松 尾 宣
武 , 松 岡 尚 史 , 三 谷 莢 夫 , 村 則 光 範 ,  A U X O L O G Y  6  ( 1 9 9 9 )  9 7 - 1 0 0
骨 格 筋 細 胞 に 対 す る 機 械 的 伸 展 剌 激 の 影 響 に 1 刈 す る 研 究
戸 塚 災 , 下 藥 美 麗 , 三 谷 英 夫 , 歯 科 基 礎 氏 学 会 雑 誌  4 2 ( 2 0 0 山  1 3 3
2 4 4
骨 成 熟 を 利 用 し 九 最 終 下 ; 買 丹 長 の 成 長 H 則 法 の 比 較
佐 藤 、 , 牟 . , 水 戸 判 当 , 今 野 竪 克 , ' 1 〒 英 夫 ,  A U X O L O G Y  7  ( 2 0 0 0 )  8 6 -
8 9
周 期 的 仲 展 力 に よ る ヒ ト 歯 根 膜 線 維 芽 細 胞 の ス ト レ ス タ ン パ ク 質 の 発 現 に 関 す
る 研 究
岡 崎 雅 f , 清 水 義 之 , 千 藥 美 麗 , 二 1 谷 灸 夫 , 束 北 大 学 歯 学 雑 誌  1 9 ( 2 0 0 0 )
1 0 8  1 1 5
1  1 5
1 1 6
Ⅱ 7
1  1 8
1 1 9
1 2 0
1 2 1
1 2 2
1 2 3
124 上ong-term dentofacial stability a丘er bimaxiⅡary surgery in skeleta] clasS Π1
Open bite patients
Moldez MA, sugawara J, umemori M, MitaniH, Kawamura H,1nterna・
tional Journal of Adult orthodontics orthognathic surgery 15 (2000)
309-319
Compressive lorce promotes chondrogenic differentiation and hypertrophy in
midpalatal suture cartilage in growing rats
Saitoh s, Takahashil, Mizoguchil, sasano Y, Kagayama M, Mitani H,
Anatomical Record 260 (2000) 392-4田
An accurate method of predicting mandibular growth potentialbased on bone
maturlty
Sato K, Mito T , Mitani H, American Journalof orthodontics Dentofacial
OrthopedicS 120 (2001) 286-290
Dual Regulation of osteodast Differentiation by periodontal Ligament ceⅡS
through RANKL stimulation and opG lnhibition
Kanzaki H, chiba M, shimizu Y, MitaniH, Journalof Dental Research 80
(2001) 887-8飢
外科的矯正治療による開皎症の舌位および頸位の変化
金高弘恭,河内満彦,川村仁,三谷萸夫,日本顎変形症学会織飴 H
(2001) 35 46
Tooth movement and changes in periodontaltissue in response to orthodontic
允rce in rats vary depending on the time of day the force is applied
Miyoshi K,1garashi K, saeld s, shinoda H, Mitani H, European Journal
OrthodonticS 23 (2001) 329-338
The inauences of molar intrusion on the infeTior alveolar neurovascular bund]e
and root using the skeleta】 anchorage system in dogs
Daimaruya T, Nagasaka H, umemori M, sugawara J, Mitani H, Angle
Orthodontist 71 (2001) 60-70
筋機能訓練法による口唇圧・舌圧の変化に関する研究外科的矯lf治療を
施した骨格性開皎症例を対象として
細野沿・f,河内満彦,1'塚売,金局弘カミ,二ξ谷英夫,東北矯正歯科学会
鮓,1' 9 (20OD 48-56
An ilnmunohistochemica] study 0丘he localization of types l, n and 111 C0Ⅱagen
in the temporomandibular joint of 即'owing monkeys
Hamaya M, Takahashil, sasano Y, Kuwabara M,1ijima M, Hayashi K,
Yoshida l, Yamazaki A, shibata T, Kagayama M, MitaniH, Mizoguchil,
Acta Histochemica cytochemica 34 (2001) 405-411
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N1 3 3
1 〔 常 皎 介 名 の 岨 咽 能 力 と 皎 介 接 触 血 薇 お よ ひ 皎 介 力 と の 関 係 に つ い て  A T P
吸 光 度 法 お よ び チ ュ ー イ ン ガ ム 法 に よ る 検 肘
釡 局 弘 カ ミ ,  1 谷 英 夫 ,  H ' ; 矯 1 1 ( 粛 科 学 会 雑 ' 志  6 1 ( 2 0 0 2 )  1 4  2 1
T h e  i n d u c t i o n  o t  c - t o s  m R N A  e x p r e s s i o n  b y  m e c h a n i c a l  s t r e s s  i n  h u m a n
P e r i o d o n t a 1 1 i g a m e n t  c e Ⅱ S
Y a m a g u c h i  N ,  c h i b a  M ,  M i t a n i  H ,  A r c h i v e s  o f  o r a l  B i 0 1 0 g y  4 7  ( 2 0 0 2 )
4 6 5 - 4 7 1
P e r i o d o n t a ]  L i g a m e n t  c e Ⅱ S  u n d e r  M e c h a n i c a 】  s t r e s s  l n d u c e  o s t e o d a s t o g e n e ・
S i s  b y  R A N K L  u p r e g u l a t i o n  v i a  p G E 2  S y n t h e s i s
K a n z a l く i  H ,  c h i b a  M ,  s h i m i z u  Y ,  M i t a n i  H ,  J o u r n a l  o f  B o n e  a n d  M i n e r a l
R e s e a r c h  1 7  ( 2 0 0 2 )  2 1 0 - 2 2 0
E x p e r i m e n t a l  T o o t h  M o v e m e n t  t h r o u g h  M a t u r e  a n d  l m m a t u r e  B o n e
R e g e n e r a t e s  F 0 Ⅱ O w i n g  M a n d i b u l a r  D i s t r a c t i o n  o s t e o g e n e s i s  i n  D o g s
N a l く a m o t o  N ,  D a i m a r u y a  T ,  T a k a h a s h i l ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i H ,  A m e r i c a n
J o u r n a l  o f  o r t h o d o n t i c s  D e n t o f a c i a ]  o r t h o p e d i c S  1 2 1  ( 2 0 0 2 )  3 8 5 - 3 9 5
複 数 磁 気 マ ー カ を 用 い た モ ー シ , ン キ ャ プ チ ャ シ ス テ ム に よ る 新 型 顎 迎 動 測 定
奘 朧 の 開 発
金 高 弘 恭 , 籔 上 侶 , 河 1 人 " 碕 彦 , 荒 井 竪 一 ' , 丁 1 谷 英 夫 , Π 本 矯 l f 歯 科 学 会
絲 浦 と  6 1  ( 2 0 0 2 )  1 1 0  1 1 7
成 人 女 ・ f 竹 格 型 反 対 皎 合 症 に 適 用 さ れ 九 上 下 顎 移 動 術 に よ る 三 次 尤 的 顔 貌 変 化
の 予 i 則 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
初 川 貴 司 , 佐 藤 亨 至 , 菅 原 稚 二 , 三 谷 英 犬 , 谷 尻 豊 寿 , 日 木 矯 正 歯 科 学 会
雑 砧  6 1 ( 2 0 0 2 ) 如  5 1
E s t r o u s - c y c l e - d e p e n d e n t  v a r i a t i o n  i n  o r t h o d o n t i c  T o o t h M o v e m e n t
H a r u y a m a  N , 1 g a r a s h i K ,  s a e k i s ,  o t s u k a - 1 S o y a  M ,  s h i n o d a  H ,  M i t a n i  H ,
J o u r n a l  o f  D e n t a l  R e s e a r c h  8 1  ( 2 0 0 2 )  4 0 6 - 1 0
顎 関 節 " 音 に 件 ず 頻 機 能 異 常 が 岨 嘱 能 力 に 与 え る 影 粍 に つ い て  A T P 吸 光
度 法 お よ び チ ュ ー イ ン ガ ム 法 に よ る 検 肘 一
釡 高 弘 恭 , 三 谷 英 火 , 日 本 顎 関 節 学 会 雑 誌 ( 2 0 0 2 ) 2 5 3 0
D i u r n a l  v a r i a t i o n  i n  t h e  R e s p o n s e  o f  M a n d i b l e  t o  o r t h o p e d i c  F o r c e
Y a m a d a  s ,  s a e k i s ,  T a k a h a s h i l , 1 g a r a s h i K ,  s h i n o d a  H ,  M i t a n i H ,  J o u r n a l
O f  D e n t a l  R e s e a r c h  8 1  ( 2 0 0 2 )  7 1 1 - 7 1 5
外 科 的 矯 1 治 療 を 辿 用 L た 骨 格 竹 卜 顎 前 突 症 に お け る 顎 骨 の 位 霞 お よ び 網 列 弓
1 昭 径 の 長 期 安 定 竹 に つ い て ー ク ラ ス タ ー 分 析 に よ る 顔 血 骨 格 タ イ プ 別 検 肘
御 代 川 淵 ; イ 印 , 菅 原 準 二 , 三 芥 萸 夫 , 川 村 イ 1 , Π 木 矯 正 歯 科 学 会 雑 i 辻
6 1  ( 2 0 0 2 )  2 2 4 - 2 3 8
1 3 4
1 3 5
1 3 6
1 3 7
1 3 8
1 3 9
1 4 0
N I
H 2
143Relationship Between cephalometric characteristics and obstructive sites in
Obstructive sleep Apnea syndrome
Un Bong Baik, Masaaki suzuki, Katsuhisa lkeda, Junji sugawara, Hideo
Mitani, Angle orthodontists (2002) 124-134
Early application of chincap therapy to skeletal c]asS 1Ⅱ malocdusion
Hideo Mitani, American Jorna] of orthodontics and Dentofacial ortho・
Pedics (2002) 584-585
Cervical vertebral bone age in girls
Toshinori Mito, Koshi sato, Hideo Mitani, American Journal of or・
thodontics and Dentofadal orthopedics (2002) 380-385
ド頻非対称を什う骨格性卜顎前突症の岨咽運動経路の特徴男則象血'頻関
節形態および皎合状態との関迎件・ー
友寄裕了・,萬代弘毅,菅原準二,三谷英夫,日本矯正住仟牛学会雑肱飢
(2002) 376-391
皎筋活動磁位仏導速度と顎顔面形態との関連
尾形孝子,佐滕亨至,三谷萸大,Π本矯正叶仟*学会雑'古 61(2002)253-
262
外科的矯正治療前後における前歯部1姻皎症例の口唇,頬,舌ルの変化
冨塚亮,河内満彦,川村イ_1,三谷英夫,Π本顎変形症学会雑誌 12
(2002)(in press)
E丘ects of maxiⅡary mo】ar intrusion on the nasalfloor and tooth root using the
Skeletal anchorage systen〕(SAS) in dogs
DaimaruyaT, Takal]ashil, Nagasaka H, umemoriM, sugawaraJ, Mitani
H, Angle 0此hodontist (2002)(in press)
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Ⅱ. 著書,総説,翻訳,その他
1. cun'ent problems in orthodontic education in the united states
→谷英大,Π腔柄学会雑誌.42 (1975) 334 335
2.詠{科矯正学を穹える一卒舸および卒後教hについて外国とくに米国の*ニ
↑1!i
"谷英火,Π本掬科ii十諭.日本歯科"平i命社 408 a976) 147-150
3.アトラス歯科矯正学の基本即念
三谷英犬訳,アトラス歯科矯正学の基本"念. Thurow RC茗, i11林.
大阪 a979) 1 365
1 6
4
顕 部 X 線 規 協 写 真 法 に よ る 小 児 、 F 顎 ' 『 突 者 の 経 年 的 顎 成 長 変 化 に つ い て
三 谷 英 夫 , 坂 本 敏 彦 , 桑 原 美 代 ・ f , 日 本 歯 科 評 論 . Π 木 掬 科 諄 論 社  U 2
a 9 7 9 )  1 2 3  1 2 7
掬 科 矯 l f 学 生 発 述 治 療 法 ( バ イ オ プ ロ グ レ ッ シ ブ セ ラ ピ ー )
三 谷 英 夫 i 沢 ,  R i c k e t t s  R M  " , ロ ヅ キ ー マ ウ ン テ ン モ リ タ 社 ・ 東 京  a 9 8 0 )
1  - 2 2 4
矯 1 モ 用 口 腔 石 1 ' f 模 型 の 意 義 と 製 作 法 ・ 平 行 模 型 に つ い て
二 谷 英 夫 , カ ラ ー ア ト ラ ス 掬 科 臨 床 誠 座 Ⅱ ( 補 遺 版 ) . 氏 歯 薬 出 版 ・ 東 京
( 1 9 8 D  2 備  2 7 2
根 尖 部 の 加 齢 的 擢 移 歯 の 移 動 と 歯 根 尖 形 態 の 加 齢 的 推 移
三 谷 英 火 , 歯 科 ジ ャ ー ナ ル . 歯 科 ジ ャ ー ナ ル 社 巧  a 9 8 2 ) 3 Ⅱ  3 2 3
抜 歯 治 療 と 側 貌 の 変 化 ・ Π 辱 の 形 と 位 耀 に か か わ る 条 件 に つ い て
三 谷 英 火 , 歯 科 ジ ャ ー ナ ル . 歯 科 ジ ャ ー ナ ル 社  2 3  ( 1 9 8 6 )  2 5 7 - 2 6 4
網 科 矯 正 マ ニ ュ ア ル
二 ξ 谷 英 大 , 歯 科 矯 正 マ ニ ュ ア ル . 南 山 堂 ( 1 9 8 7 )
プ リ ズ ム 1  歯 科 矯 正 治 療
ご ξ 谷 英 大 , 河 北 新 縦 . 河 北 新 縦  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅱ 良 い か み 介 わ せ の 条 件
三 谷 英 夫 , 河 北 斯 桜 . 河 北 新 沸  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅲ 眛 イ は 動 く
二 谷 英 夫 , 河 北 新 耀 . 河 北 新 嬢  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅳ 歯 辻 び と あ ご の 成 長
三 谷 英 夫 , 河 北 新 轍 . 河 北 新 蛾  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム V  顎 の 人 き さ
三 谷 英 夫 , 河 北 新 鞁 . 河 北 新 縦  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅵ 歯 列 矯 正 の 時 期
三 谷 萸 夫 , 河 北 新 縦 . 河 北 新 最  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅶ 矯 正 装 1 酬
二 1 谷 英 夫 , 河 北 新 鞁 ご 河 北 新 縦  a 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅷ 矯 正 治 療 と 抜 歯
三 谷 英 犬 , 河 北 新 果 . 河 北 新 縦 ( 1 9 8 8 )
プ リ ズ ム Ⅸ 矯 止 治 療 と 後 戻 り
ξ 谷 英 犬 , 河 北 斬 鞁 . 河 北 新 般 ( 1 9 8 8 )
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19 プリズムX 口辱・Π纏裂と矯止治療
三谷英夫,河北新縦.河北新爆 a988)
プリズムX1 矯」[備科,"門阪
・1谷英夫,河北新桜.1可北新桜(1988)
プリズムXⅡ最後に
三谷英大,河北斬桜.河北新轍(1988)
1動渕節症を什、う若41'者不lf1安介に対する矯正学的対応
三谷英夫,歯界展望別冊,顎関節症治療のポイント.岡逹豊稔編,践歯
薬出版・東京 a990) 225・・229
小児顎関節症を伴う若午者不止皎介に対する矯lf、的対虻、
桑煉聡,二1谷英夫,歯界於望別冊顎関節症治療のポイント50 第6 予
医歯薬出版・東京 a99の 225-229
歯科氏学人唱典
二谷英犬,托俣得',糠塚重徳,浅野火屶,遠膝隆・',骨原準ーニ,曽矢猛
美,深沢裕文,仕{科氏学大小:典.践歯桑出版・東京(199山
永久歯皎介形成期における皎合学の休系化
二1谷萸火,歯界展望別冊・皎介の育成と剣針寺.関根弘編,クィンテヅセ
ンス什1版・東京(199D 95 108
歯科珍療の実際(Ⅲ)審美
三谷萸大,佐喋亨全,歯科診療の実際(Ⅲ)審芙.斉際毅洲,氏歯粲出
版.束京(1992) 140 144
歯科矯正学から生即的1安合をぢえる・皎合形成とその安定性にかかわる生皿
的条件
'谷萸夫,歯界展望別冊生皿的皎合へのアプローチ.医網薬出版・東京
a992) 193 206
人牛.後'Fにおける皎介から皎介形成期をぢえる(座談会'越録)
'谷英夫,皎介の牛涯訓はテ.クィンテヅセンス出版・東京 a992) 38 能
皎介と顎運動
__ι谷英夫,顎機能師当.坂東永・',上村修'.郎,中沢勝松,ーモ谷英夫糒,
吹'歯粲出版・東京(1993) 29・・41
';蹄須血i骨の晩期成長変化・・、ド顎前突症を対象として
二1谷英夫,Π本顎変形症学会紺誌.3 (1993) 155-157
矯止治療の「こわさ」
三谷英夫,東北矯1モ歯科学会緋'志.1(1993) 93 97
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顔 血 骨 格 の 形 態 と 顎 迎 動
三 谷 英 火 , Π 本 球 { 孕 怜 、 玲 兪 別 帰 ・ 顎 関 節 小 辞 典 . 迭 株 ( 薬 出 版 ・ 東 京  a 9 9 3 )
2 9  4 1
矯 正 治 療 に よ り 発 症 し た と 思 わ れ る 症 例
桑 原 聡 , _ ' 谷 英 夫 , ア ド バ ン ス シ リ ー ズ 2  顎 機 能 蹄 皆 新 し い 診 断 シ
ス テ ム と 治 療 指 針 . 珠 歯 薬 出 版 ・ 東 京  a 9 9 3 )  2 郭  2 5 8
矯 正 治 療 に よ り 治 癒 し た 症 例
桑 原 聡 , 二 谷 英 夫 , ア ド バ ン ス シ リ ー ズ 2  顎 機 能 障 害 新 し い 診 断 シ
ス テ ム と 治 捺 指 針 . 医 掬 薬 出 版 ・ 東 京  a 四 3 )  2 5 9  2 6 2
矯 正 装 羅 ( と く に チ ン キ ャ ッ プ ) に よ る 卿 Ⅱ 午 用
三 谷 英 夫 , Π 本 歯 科 ゛ 玲 倫 別 冊 ・ 般 臨 床 医 の た め の 歯 科 矯 正 の ポ イ ン ト 郭
花 田 晃 治 編 , Π 本 歯 科 i 鴨 命 社 ・ 東 京  a 9 9 4 )  1 5 4  1 5 6
歯 科 矯 I E γ の 立 場 か ら
モ 谷 英 夫 , 皎 A 学 の 休 系 化 . 三 谷 春 保 痢 , 1  ク イ ソ テ ッ セ ン ス 出 版 ・ 東 京
σ 9 9 4 )  4 1  4 7
皎 介 異 . 常 と そ の 改 i 咋 に お け る 心 郡 的 効 果
ξ 谷 英 夫 , 別 冊 ザ ・ ク イ ン テ ッ セ ン ス , 皎 介 に 関 す る 社 会 の 認 識 と 歯 学 の
進 歩 . 二 ξ 谷 春 保 , 関 根 弘 , 二 谷 英 夫 細 , ク イ ン テ ッ セ ソ ス 出 版 ・ 東 京
( 1 9 9 4 ) 四  5 8
不 正 皎 介
三 谷 英 夫 , 今 Π の 治 療 ノ j 剣 . Π 野 原 甲 明 , 阿 部 j f 不 「 1 細 , 医 学 i 井 院 ・ 東 京
a 9 9 4 )  7 8 3  7 8 3
顎 骨 の 成 長 一 身 休 の 他 の 部 " ) の 成 長 と の 関 連 を 介 め て
. ' 谷 萸 夫 ,  A U X O ] o g y  l ( 1 9 9 4 ) フ - 2 1
外 科 的 矯 圧 治 擬 に よ る 治 験 仞 ル 臨 床 上 の 注 愆 小 ' 項
菅 原 準 _ ニ , 川 村 仁 , ' 谷 英 大 , 掬 科 ジ ャ ー ナ ル . 歯 科 ジ ャ ー ナ ル 社
( 1 9 9 4 )  2 3 5  2 4 2
開 皎 症 に お け る Π 唇 機 能 の 解 析
梅 森 芙 島 子 , 菅 原 準 二 , 河 内 満 彦 , ー { 谷 英 大 , 矯 正 臨 床 ジ ャ ー ナ ル . 東 京
臨 床 出 版  1 0 ( フ )  a 9 9 4 )  6 7 ー フ 1
ド 頴 骨 の 成 長 と 種 子 骨 の 出 現 の 関 連 に つ い て
三 谷 英 夫 , 佐 農 亨 至 , 歯 科 診 療 Q & A . 六 法 出 版 社  a 9 9 5 )  1 0 5 9  1 0 5 9
矯 正 網 科 そ の 木 質 と 仏 が り  D r .  R i c k e t t S に 聞 く
三 谷 英 夫 , 矯 I F 臨 床 ジ ャ ー ナ ル . 東 京 臨 床 出 版  1 3 ( 1 )  a 四 7 ) Ⅱ ・ 2 6
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44 不正皎介治療の心卸的効果
三谷英夫,五十嵐燕,日本県イ科医師j会雑,微.四 a997) 10U-1053
保定の期閻について
五十嵐燕,二1谷英夫,別冊ザ・クインテッセンス,臨床家のための矯IF
Year Book '97.クインテッセンス壮リ敬・東京 a997) 163-171
軟Π蕎裂をイ半った軟骨異骨症の・・イ列・ー;蹄頚面形態,身長,骨年齢についてーー
北浄沖対,・■地省・f,佐藤亨全,_三浦*雄,一三谷英犬,第15回小児代謝性
骨疾態、研究会恨告書.15 a四8)15-19
口唇顎裂形態と4歳ay顎顔血形態との関迎
北浩樹,,ケ地省f,神谷則昭,山Ⅲ敦,三浦幸雄,・モ谷央夫,第81UI
AUXOLOGY研究会記録集.5 (1998)四 51
ビスフォスフォネートのj,}所適用法の開発:掬科的応用への而伶E性
五卜嵐πt,二三谷英大,フブルマシア.35 a999) 263 264
Tanner-whitehouse2法による骨年齢評価の問題,点
仇藤真理,横谷進,田中敏章,村田光範,松岡尚史,多Ⅱ1縦裕f,松尾
宣武,安蔵快,二1谷英大,佐藤デ至,立花克彦,ホルモンと臨床.47
a999) 889-8鯰
矯正用材料
河内満彦,三谷央夫,最新歯科材料および技術・機器.(2000) 132-137
顎顔血欠損(インプラントを用いた1買片の冉建)と矯正治療への応用 1
インプラントを固定(anchorage)に利用した矯正治療一
營原御三二,梅森美禽子,三谷英夫,先端医療シリーズ・山科氏学 1掬科イ
ンプラント. 1 (200の 202 209
SkeletalAnchorage system による皎合・平血の 3 次尤的コントロール
菅原準_ニ,梅森美暁i子,高橋・郎,1、1谷央夫,東北大学歯学雑誌.19
(200の 767フ
現代外科的矯正治療の理論と実際
菅原準二,川村仁著,一ξ谷萸犬W金修,東京臨,床出版社.(2000)1328
治療計画
梅森美島子,菅原靴二,三谷英夫,最新顎変形症治療アトラス.商橋ル_1
郎,黒田敬之,飯塚忠彦編,氏.徠f薬出版,東京(20OD
矯f治療でのカリエスリスク怪減
河11」満彦,ーモ谷英夫, The Quintesence Year Book 今Πの治療ノj金1'01
クインテッセンス出版,東京(2001) 257-258
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皎 合 誘 遵 ( 育 成 ) の た め の 抜 歯 は あ り う る か ? 一 成 長 娚 に あ る 恕 、 者 に 対 す
る 長 j 卯 唆 合 管 理 の ぢ え 力 ー ・
五 卜 嵐 燕 , 三 谷 英 夫 ,  T h e  Q u i n t e s e n c e  Y e a r  B o o k  今 Π の 治 療 力 剣 ' 0 1
ク イ ン テ ッ セ ン ス 出 版 , 東 京 ( 2 0 0 1 )  2 7 8 - 2 8 5
皎 介 . そ の 牛 物 学 的 背 景 ( 第 1 7 川 東 北 矯 正 掬 科 学 会 大 会 教 育 誥 演 録 )
三 谷 英 夫 , 東 北 矯 正 歯 科 学 会 雑 誌 , 9  ( 2 0 0 1 )  7 1 - 7 6
Π 本 顎 関 節 学 会 用 語 架
大 西 正 俊 , 吉 村 安 郎 , 三 谷 英 夫 , 他 . 日 本 T 則 判 節 学 会 , 東 京 ( 2 0 O D  I
1 5 2
反 対 「 安 介 治 療 の コ ン セ ン サ ス を 求 め て
菅 原 御 三 _ ニ , 浅 野 央 男 茗 , 三 谷 英 夫 糯 修 , 東 京 臨 床 出 版 , 東 京 ( 2 0 0 2 )  1 ・
4 6 8
外 科 的 矯 正 治 療 を 受 け た 患 者 は 治 療 結 果 を ど の よ う に 受 け と め て い る か ?
梅 森 美 痛 子 , 亦 山 頂 人 , 菅 原 準 _ ニ , 二 三 谷 英 夫 , 1 又 対 皎 介 治 療 の コ ン セ ン サ
ス を 求 め て . ' 谷 英 夫 職 修 , 東 京 臨 床 ( H 版 , 東 京 ( 2 0 0 2 )
第 2 期 治 療 メ カ ニ ク ス の 災 際 と 評 仭 V 6 , ス ケ レ タ ル ・ ブ ン カ レ ヅ ジ シ ス テ ム
( S A S )
菅 原 準 _ ニ , 長 坂 浩 , 梅 森 美 廊 : 子 , 御 代 1 1 1 浩 イ 中 , 川 村 イ : , ニ モ 谷 英 夫 , 反
対 皎 介 治 療 の コ ン セ ン サ ス を 求 め て . 三 谷 英 犬 監 修 , 東 京 臨 床 1 " 版 , 束 京
( 2 0 0 2 )
E a r l y  a p p l i c a t i o n  o f  c h i n c a p  t h e r a p y  t o  s k e l e t a l  c l a s s  n l  m a l o c d u s i o n
M i t a n i H ,  A m e r i c a n  J o u r n a l o f  o r t h o d o n t i c s  D e n t o l a d a l o r t h o p e d i c s . 1 2 1
( 2 0 0 2 )  5 8 4 - 5 8 5
矯 1 1 1 治 療 で の カ リ エ ス リ ス ク 樫 減
河 1 人 」 満 彦 , 三 谷 英 夫 ,  T h e  Q u i n t e s s e n c e  Y e a r  B o o k  2 0 0 2 . ク ィ ン テ ッ セ
ン ス ( " 版 , 東 京 ( 2 0 0 2 )
ブ ラ ヅ ク ト ラ イ ア ン グ ル
河 1 人 川 術 彦 , . _ 三 谷 英 夫 ,  T h e  Q u i n t e s s e n c e  Y e a r  B o o k  2 0 0 2 . ク ィ ン テ ヅ セ
ン ス 出 版 , 東 京 ( 2 0 0 2 )
コ ン ピ ュ ー タ 骨 成 熟 評 仙 シ ス テ ム  C A S M A S に J ▲ づ く 日 本 人 橡 獣 骨 成 熟 ア
ト ラ ス
村 則 光 範 , 佐 藤 亨 至 , _ ' 谷 英 夫 , コ ソ ビ ュ ー タ 骨 成 熟 i 十 価 シ ス テ ム
C A S M A S  に 基 づ く Π 本 人 標 準 骨 成 熟 ア ト ラ ス . 金 原 鵬 版 , 東 京 ( 2 0 0 2 )
イ ン プ ラ ン ト を 固 定 源 と L ブ に 矯 正 治 療 へ の 取 り 組 み
菅 原 沖 : _ ニ , 長 坂 浩 , 梅 森 美 嘉 了 、 , 高 橋 ・ ' 則 S , 祖 1 代 1 Ⅱ 1 1 1 H 巾 , 台 メ L 谷 隆 慶 ,
川 村 イ 1 , ・ 二 谷 英 大 , 捻 1 界 展 望 別 削 . 阪 歯 薬 H り 誠 , 東 京  9 9  ( 2 0 0 2 )
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67 スケレタル・アンカレヅジ・システム(SAS)とその尖際.
菅原凖_ニ,長坂浩,梅森美嘉子,商橋・一郎,御代1Ⅱ浩仲,台丸谷隆慶,
川村仁,三谷英夫,歯界展望別冊.氏.歯薬鵬版,東京的(2002)
68 矯正治療から見たEBMをめざした歯科治療
三谷英夫, EBM をめざした歯科治療,鴨井久一,古IH曲.人,花川信弘編,
永太冉店,京都(2002) 27-29
Ⅲ. 症例報告
1. uni]atera】 mandibular hyperplasia assodated with a lateraltongue thl'ust
Mitani H, Angle orthodontist 46 (1976) 268-275
2. obwegeser-Dalp0址法を適用した骨格竹開皎症リ主例の術後に見られた皎介
の変化について
曽欠猛美,遠藤隆・・,菅原準二,_'谷英夫,坂△敏彦,東北大学歯学雑誌
I a982) H1 120
3.乎U打反対皎合の自然治癒をみた4例について
糠塚重徳,浅野央男,工谷英夫,東北大学歯学雑誌 3 (1984)139 147
4.ム重十、顎頭を件った茗しい顔面井対称に顎矯」f手術と付随的ド顎頭リJ除術を行
つた H列.
川村仁,鎌倉快治,長坂浩,佐藤修一・,没木党俊,菅原準_ニ,曽欠猛
美,一三谷英夫,Π本顎関節学会雑" 3 a99D 47-57
21
5.ある若午件関節りウマチ症例の8才からN才までの顎顔血頗篇の成長様樹につ
いて
古村研・・,溝口到,曽原準_L,三谷英犬,日本矯正備科学会郷砧 51
(1992) 398 -404
6 Π唇製,Π編裂者における大臼歯の皎介異'常
覗則条重徳,富沢康彦,吉村研一,東福寺1"迫, f島貞',芙谷英夫,Π<
Π蓋裂学会誌 17 (1992) 333-339
7 強1由1歯に対する Single-tooth dento-osseous osteotomy の応用
鎌倉慎治,川村 f、,長坂浩,佐藤修一・,茂木克俊,大森勇11i郎,満Π
到,菅原禅1二,气谷英大,Π本顎変形症学会雑誌 2 (1的2)132 138
8 第三大臼歯が明皎を引き起こしたとぢえられた 11并列について
佐膝亨至,阿部まちよ, f.谷英犬,東北矯lf掬科学会緋誌 1(1993) 51
58
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9
S u r g i c a l - o r t h o d o n t i c  t r e a t m e n t  o f  c l a s S  1 1 ,  d i v i s i o n  2 ,  m a l o c d u s i o n  :  A  c a s e
r e p o r t  i n v 0 1 Ⅵ n g  p r e t r e a t m e n t  a n d  p o s t t r e a t m e n t  e v a l u a t i o n  o f  t e m p o r o m a n ・
d i b u l a r  d y s f u n c t i o n
I g a r a s h i  K ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i  H ,  s a t o h  s ,  N a g a s a k a  H , 1 n t e r n a t i o n a l
J o u r n a l  o f  A d u l t  o r t h o d o n t i c s  a n d  o r t h o g n a t h i c  s u r g e r y  l o  ( 1 9 9 5 )  2 1 9 -
2 2 6
1 0
H 列
下 顎 移 動 術 と 舌 お よ び 下 顎 粛 列 弓 の 縮 小 術 を 適 用 し た 骨 格 型 反 対 1 唆 介 痔 の
Ⅳ .
菅 原 準 二 , 粟 牛 田 佳 奈 子 , _ 三 谷 英 夫 , 長 坂 浩 , 川 村 仁 , Π 本 矯 正 歯 科
学 会 雑 誌 郭  a 9 9 6 )  1 4 5 - 1 5 6
学 会 発 表 な と
1 . 矯 正 臨 床 に お け る 診 断 と 治 療 _ 1 二 の 問 題 点
二 1 谷 英 夫 , ( 1 9 7 フ ) 奈 良 県 歯 科 医 帥 会 学 術 諦 寸 爽 会 奈 良
2 . 不 正 1 安 介 に 対 す る 基 本 的 対 処 一 何 を 知 り , 何 を ぢ ぇ る か
三 谷 英 夫 , ( 1 9 7 8 ) 宮 城 県 掬 科 医 帥 会 学 術 ; 品 演 会 仙 台
3 . 不 正 皎 合 に 対 す る 基 本 的 処 置
' 谷 英 夫 ,  a 9 7 8 ) 宮 城 県 檎 科 医 師 会 学 術 誥 演 会 仙 台
4 . 忠 春 瑚 前 に お け る 下 ; 質 前 突 者 の 、 F 顎 成 長 様 相 に つ い て
三 谷 英 夫 , 坂 本 敏 彦 , 曽 矢 猛 英 , 桑 原 美 代 子 , 徳 永 順 ・ 郎 ,  a 9 7 8 ) 第 3 7
回 Π 本 矯 正 歯 科 学 会 大 阪
5 .  p r e p u b e r t a l g r o w t h  o f t h e  p r o g n a t h i c  m a n d i b l e
M i t a n i H , ( 1 9 7 9 )  T h e  M i d w e s t  c o m p o n e n t  o f  E d w a r d  H .  A n g l e  s o c i e t y  0 1
O r t h o d o n t i s t s ,  M a r c o  l s ] a n d ,  U S A
6 .  p r e p u b e r t a l  g r o w t h  o f  t h e  p r o g n a t h i c  m a n d i b l e
M i t a n i H ,  a 9 7 9 ) イ リ ノ イ 大 学 歯 科 矯 正 学 人 学 院 噛 ・ 別 誥 義 シ カ ゴ
フ . チ ン キ ャ ヅ プ 装 附 の 着 用 n 寺 間 と そ の 効 果 に つ い て
徐 乾 基 , 三 谷 英 夫 , 河 原 Ⅱ 1 武 巳 , ( 1 9 8 0 ) 第 1 2 b 1  み ち の く 歯 学 会 , 第 3 3
回 東 北 地 区 歯 科 医 学 大 会 艾 催 学 会 仙 台
8 .  c h i n  c a p  a s  a n  a i d  f o r  A n g l e  c ] a s S 1 1 1 t r e a t m e n t  d u r i n g  d e v e l o p m e n t  o f j a w s
a n d  d e n t i t i o n
M i t a n i H , ( 1 9 8 1 )  T h e  M i d w e s t  c o m p o n e n t  o f  E d w a r d  H .  A n g l e  s o c i e t y  o f
O r t h o d o n t i s t s ,  s a r a s o t a ,  U S A
?? ?
9 下;買骨成長に対するチンキャヅプの影糾個成長変化からの検討
三谷英犬,坂本敏彦,(1981)第如川日木矯lf歯科学会東京
Individual study of e丘ects of chin cap force to growing mandible
MitaniH, a982)イリノイ大学歯科矯正学大学院噛別誠義シカゴ
矯正治療とはなにを行うのてしょうか
'谷英夫,(1983)第9回東北大学山学祭仙台
思秤瑚、F顎骨・成長速度と成長吊にヌ↓するチンキャップ整形力の影燮
三谷英夫, a983)第421回Π本矯正歯科学会名占屋
思春期早発症2例における"ヨの萌出と顎顔血形態に関するぢ察
遠際隆・,气谷英夫, a983)第31・1 東北大学戒{学会仙台
Skeleta] clasS Ⅱ div.1 女子症例の保質ξ後の Overjet, overbite の後戻り変化に
ついて
長谷川正文,三谷英夫, a983)第42回口木矯正歯科学会名lf屋
E丘ects of chincap force to growth amount and velocity olmandible at puberty
MitaniH,住984) The Midwest componentofEdward H. Angle societyof
Orthodontists, chicago, USA
Ⅱ時です歯の矯正
二谷英夫,(1984)東北放送テレビ
恕い噛み介わせの成凶と治療
三谷英夫,(1984)宮城!1,1府世恊会研修会i紕演仙台
筋機能減退後の幼若ラヅトド顕骨形態形成の経時的変化
深沢裕文,二谷英夫, a984)第26回爾科基礎医学会松本
乳歯反ヌJ皎介の内然治癒について
浅野央屶,為御家小1徳,二谷英夫,(1984)第61川東北人学歯学会仙台
顎.Π茶裂者における lg須小切掬軸の変化一萌出伸1前から対皎関係成、ン々,・
まで
高橋長郡,乎島貞',一ξ谷英大, a984)第81川Π木口編裂学会尚知
太治療.女了骨格型ド顎前突者の晩期成長期における顎茂訂画顕釜の個成長につ
いて
曽矢1'美, JJ11登志子・,菅原川;_ニ,丁三谷央夫,(1984)第3N1 顎変形症
研究会名'.尻
長卿皎介管理を行った屶f骨格型反対皎介名の1窃頚血部の形態,汁価
士川登志 f,菅原準二,,・レ十扣,'i成,三谷英犬,(1984)第431・1 門本矯lf
保仟十γ会倉敷
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Ⅱ
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柔 ら か い 多 重 屯 極 を 利 用 し 九 超 薄 型 D 印 t o - p a ] a t o g r a p h y の 開 発
河 体 N 栃 彦 , 金 森 吉 成 , ・ 三 谷 英 夫 , 松 尾 正 之 ,  a 9 8 4 ) 第 6 1 0 1  東 北 大 学 掬
学 会 仙 台
成 人 骨 格 型 反 対 皎 介 者 の 垂 旧 的 顎 顔 而 形 態 と 調 音 と の 関 係
板 垣 正 樹 , 河 内 測 i 彦 , 菅 原 半 二 , 伊 藤 秀 美 , 二 ξ 谷 英 夫 , ( 1 9 8 4 ) 第 4 3 1 " 1
Π 人 矯 正 歯 科 学 会 倉 敷
発 話 機 能 検 査 の た め の 超 薄 型 D 伽 t o - p a l a t o g r a p h y の 試 作
河 内 満 彦 , 企 森 l i 成 , 三 谷 英 夫 , ' ・ わ 嶋 秀 樹 , 松 尾 1 [ 之 ,  a 9 8 4 ) 第 4 3 山 1
Π 本 矯 正 歯 科 学 会 倉 敷
骨 格 型 、 下 顎 前 突 症 女 子 に 対 す る 外 科 が ル 剖 E 冶 療 効 果 に つ い て の 心 即 学 的 評 価
遠 藤 康 f , 上 川 登 , 占 子 , 曽 欠 猛 美 , 菅 原 準 二 , 丁 1 谷 萸 夫 , 川 村 仁 , 1 司 橋
筈 屶 , 林 進 武 ,  a 9 8 4 ) 錦 3 回 顎 変 形 症 研 究 会 名 古 屋
骨 格 型 、 、 門 買 前 突 者 に お け る 外 科 的 矯 正 治 療 効 果 に つ い て の 心 理 学 的 評 価
遉 藤 康 f , 上 川 登 志 子 曽 欠 猛 美 , 菅 原 準 二 , 三 谷 英 火 , 川 村 仁 , 高 橋
苦 屶 , 林 進 武 ,  a 9 8 4 ) 第 3 8 1 川 口 本 口 腔 科 学 会 東 京
E 丘 e c t s  a n d  l i m i t a t i o n  o f  o r t h o p e d i c  f o r c e  i n  o r t h o d o n t i c  t r e a t m e n t
M i t a n i H , ( 1 9 8 5 ) 大 韓 民 国 歯 科 矯 正 学 会 ( 特 別 1 佐 演 ) ソ ウ ル
B a s i c  p r i n c i p l e s  o f  t o o t h  m o v e m e n t  i n  e d g e w i s e  m e c h a n i c s
M i t a n i H ,  a 9 8 5 ) ソ ウ ル 大 学 掬 学 部 備 科 矯 l f 学 教 * 特 別 セ ミ ナ ー 韓 国 ・
ソ ウ ル
成 長 期 ラ ヅ ト 蝶 後 頭 軟 骨 結 介 破 恥 が 、 ド 頴 頭 軟 骨 成 長 へ 及 ぼ す 影 糾
溝 Π 到 , 深 沢 裕 文 , _ _ 1 谷 英 夫 , ( 1 9 8 5 ) 第 U 則 Π 本 矯 正 歯 科 学 会 新 潟
上 顎 骨 の 前 後 的 位 雛 と 娯 形 骨 複 介 体 ・ 後 頭 希 底 の 形 態 と の 関 係
斎 滕 圧 , 深 沢 裕 文 , 一 ξ 谷 萸 夫 , ( 1 9 8 5 ) 第 4 4 1 引 Π 本 矯 正 掬 科 学 会 新 潟
ι ; 川 啼 宥 欧 晋 組 織 に 対 す る  L a s e r  照 身 1 の 影 料
深 沢 裕 文 , 沽 水 文 鮴 , 二 1 谷 英 夫 , ( 1 9 8 5 ) 第 4 4 1 川 日 本 矯 1 モ 歯 科 学 会 新 潟
チ ン キ ャ ッ ブ 奘 朧 に よ る 矯 正 治 捺 中 に ド 顎 骨 関 節 突 起 の 顕 砦 な 変 形 と 顎 関 節 症
の 発 現 を み た ・ 症 例
深 沢 裕 文 , 向 山 雄 彦 , 訂 1 俣 I U 志 , ' 谷 英 火 ,  a 9 8 5 ) 第 6 1 川 顎 関 節 研 究
j l i j i 、
, ハ 、
反 対 皎 合 を 右 す る 低 午 齢 者 ( 6 ~ 1 0 歳 ) の 顎 機 能 に 関 す る 脇 床 紕 計 的 調 査
向 1 1 1 緋 彦 , 深 沢 裕 文 , 糠 塚 市 徳 , 一 ξ 谷 英 夫 , ( 1 9 8 5 ) 第 6 1 可 顎 殴 1 節 研 究
ノ 、  4 i j x
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35 骨格竹反対皎合症における上顎前力牽引術後変化について
阿部泰志,遠藤康子,浅野央屶,ニ(谷英犬,(1985)第8「旦1 束北大学網
学会仙台
ラット歯舳プロスタグランジンの生介成に対するビタミンDの抑制Ⅱ乍朋
五十嵐燕,'谷英夫,平藤雅彦,小倉保已, a985)第271川歯科基礎既
新潟J)、イ,』t、、」-1式
Le Fort1型骨リJり術を適用し九下顎前突j市
川村 t,商橋善男,林進武,曽矢猛美,二三谷英夫,(1985)第8回
東北大学歯学会仙台
超薄型Dento-palatography を朋いた充話機能検査システムの開発
河内満彦,釡森古成,'谷英夫,中嶋秀樹,松尾正と, a985)第44回
Π本矯正歯科学会新潟
休f前矯正治瞭によるト.・ト顎リJ保{軸の deΦmpensauon の計平イ脚
曽欠猛美,管原準_ニ,金森吉成, j二谷英夫,高橋・遮屶,川村仁,林進
武, a985)第4印1 顎変形症研究会大阪
頚部牽引型ト.顎顎外固定裴靴の矯1下臨床における適用の災際
三谷萸犬,(1986)人阪歯科人学矯正学教室同門会総会竹別誥演大阪
みやぎ630 歯の矯1について
二谷英夫,(1986) NHK テレビ
皎介とその小_物学的背条
三谷英夫,(1986)仙台眺,床何1修会第131川熨期二御辰会仙台
・・'般開業"ミのための矯正診断のチェック・ポイント
三谷英犬,(1986)愛媛県歯科譲帥会学術講蔽松山
思春期における,下顎骨長,身長,丁・骨,頚椎の成長タイミングに関する研究
佐藤亨令,二1谷萸夫,(198印第45川Π本矯正歯科学会下葉
リンガルアプライアンスを用いた多数歯先欠症例の補綴前矯正治療
曽矢猛美,丁三谷英犬, a986)第181川みちのく歯学会第39回東北地
区歯科践学大会北催学会仙台
矯1越名の顎機能状態に関する臨床統"的嗣査低q・齢ChincaP仙用名に
ついての報告
恂Ⅱ_1雄彦,深ポ裕文,-1谷英夫,(1986)第21川東北矯lf歯科学会仙台
低郁齢ChincaP使用者の顎機能状態に関する肌床統'汁的耐,艀f
向Ⅱ1緋彦,深沢裕文,一三谷英火, a986)第9和1 東北人学網学会仙台
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上 顎 骨 の 垂 直 的 位 縄 と 蝶 後 頭 複 合 休 の 形 態 と の 関 係
斎 藤 正 , 深 沢 裕 文 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 8 6 ) 第 4 5 山 1 Π 本 矯 正 歯 1 平 孚 会 千 菜
骨 格 型 下 顎 駒 突 症 の 垂 直 的 顔 面 型 と し ・ ド ; 買 丹 形 態 と の 関 連 性 に つ い て
遠 藤 教 昭 , 菅 原 準 _ ム , 一 三 谷 英 夫 , ( 1 9 8 6 ) 第 4 5 1 川 日 人 矯 正 歯 科 学 会 下 葉
チ ン キ ャ ッ プ 整 形 力 を 適 用 し た 丹 格 型 下 顎 前 突 症 の 長 期 治 療 結 果 の 評 価 Ⅱ
治 療 結 果 良 好 併 と 非 良 好 群 と の 比 較 . 浅 野 央 男 , 菅 原 準 二 , 三 谷 英 夫 ,
( 1 9 8 6 ) 第 4 5 [ 回 日 本 矯 正 掬 科 学 会 千 葉
A n t e r i o r  m a X Ⅱ l a T y  o s t e o t o m y  に お け る 術 後 の 経 時 的 歯 徹 組 織 変 化 に 関 す る 研
究
神 Ⅲ 爽 生 , 川 村 仁 , 二 1 谷 英 夫 ,  a 9 8 印 第 4 5 回 Π 本 矯 正 歯 科 学 会 千 菜
チ ン キ ャ ヅ プ 整 形 力 を 適 川 し だ 丹 格 型 ド 顎 前 突 症 の 長 瑚 治 療 結 果 の 評 仙 i l
S k e l e t a l p r o m e の 変 化 に つ い て . 菅 原 準 二 , 浅 野 央 男 , 遠 藤 教 昭 , 三 谷
英 夫 , ( 1 9 8 6 ) 第 妬 回 Π 本 矯 正 歯 科 学 会 千 葉
L o n g - t e r m  e 丘 e c t s  o f  c h i n c a p  t h e r a p y  o n  s k e l e t a l  p r o f i l e  i n  m a n d i b u l a r  p r o g ・
n a t h i s m
S u g a w a r a  J ,  A s a n o  T ,  E n d o  N ,  M i t a n i  H ,  a 9 8 6 ) 錦 6 4 邑 1  1 n t e r n a t i o n a l
A s s o c i a t i o n  o t  D e n t a l  R e s e a r c h ,  H a g u e ,  H 0 1 1 a n d
A n  e v a l u a t i o n  o f  s o f t - t i s s u e  c h a n g e s  r e s u l t i n g  { r o m  L e  F o r t  l  m a x i 1 1 a r y  a d ・
V a n c e m e n t  s u r g e r y  i n  J a p a n e s e  s k e l e t a l  d a s S 1 1 1  P a t i e n t s
S o y a  T ,  s u g a w a l ' a  J ,  M i t a n i  H  ,  K a w a m u r a  H ,  a 9 8 6 ) 第 6 4 回  l n t e r n a ・
t i o n a l  A s s o c i a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  H a g u e ,  H O ] 1 a n d
T W O - j a w  s u r g e r y  を 適 用 し た 骨 格 型 、 、 ド 顎 前 突 症
川 村 仁 , 菅 原 準 _ ニ , 曽 欠 猛 美 , 气 谷 英 夫 ,  q 9 8 6 ) 第 2 回 東 北 矯 正 歯
科 学 会 仙 台
T W O - j a w  s U 熔 e r y  に よ り  1 : 顎 骨 前 ノ j 移 動 と 卜 顎 " ' 後 ガ 移 動 を 行 っ た 岡 ' 格 型 ト
顎 前 突 症 の 硬 ・ 軟 組 織 変 化
曽 矢 猛 美 , 菅 原 準 _ ニ , 二 谷 英 夫 , 川 村 仁 ,  a 9 8 6 ) 第 4 5 回 臼 本 矯 正 歯
科 学 会 千 葉
リ ン ガ ル ブ プ ラ イ ア ソ ス を 用 い た 顎 変 形 症 の 外 科 矯 I F 治 療
營 原 準 _ L , 曽 矢 1 ' 美 , _ ' 谷 英 夫 , 川 村 仁 , ( 1 9 8 6 ) 第 2 1 可 来 北 矯 i 工 歯
科 学 会 仙 台
顎 顔 面 頸 耕 の 骨 格 枇 成 と 副 鼻 腔 と の 関 連 に 関 す る 何 1 究
栗 1 Ⅱ 定 明 , 深 沢 裕 文 , 斎 藤 正 , 遉 藤 教 昭 , 三 谷 英 夫 , ( 1 9 8 6 ) 第 9 師 1
東 北 大 学 掬 学 会 仙 台
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59 'リ型デントノくラトグラフィを用い九発話機i彪検査システムによる"、惰型ド頻前
突老の開音機能の解析
河11倫碕彦,金森占成,三谷英火,小1鳴秀樹,松尾1[と,(1986)第451・1
Π本矯正備科学会下葉
皎介管即中に発現した顔面井対称例
木村利y},菅原準二,曽欠猛美,三谷英火,川村 f二,(198印第10回
東北火学噌J学会仙台
顎製部に近接した永久粛の埋伏について
高橋長洋,東福寺直道,幸地省f,乎島貞・・・,靱t塚重徳,'谷英火, a986)
第10回日本Π纏裂学会長崎
顔面非対称の竹如り術
川村仁,高橋善屶,林進武,菅原準二,曽欠猛美,丁1谷英夫,(1986)
錦51・1 顎変形症研究会東京
TWO-jaw surgery を適用した"中削W卜顎前突症の術後評価動的治療終 f後
6力月までの顎態変化について
人森勇市郎,菅原準_ニ,曽矢猛美,二三谷英夫,高橋善屶,川村仁,(1986)
錦10山1 東北大学オ前学会仙台
LeFort1型骨Wり術による_門気骨前力移動に件ケ丹格型ド顎前突症の岻組織
側貌変化
曽矢猛美,菅原凖二,三谷英大,商橋善屶,川村仁,林進武,(1986)
錦5叫顎変形症何1究会東京
下顎枝欠状分割法を適用した顔血非対称者に対する術後評価
高橋誓屶,川村仁,林進武,沽水義之,曽欠猛美,菅原準二,・气谷英
夫,(1986)第51川顎変形症研究会東京
顎変形症に対する顎矯正外科の恵義
前川理人,川村イ、',商橋i阜男,長坂泌力菅原準_L,曽矢猛美,'1谷英
夫,(1986)第181田みちのく掬学会,錦39山1 東北地区歯科既学人会共1崔
学会仙台
東北人学掬学部歯科矯止学諧序における卒後教育プログラムについてその
1:新入氏局員に対する2午プログラムについて
三谷英夫,菅原準三,浅野央屶,遠嚇隆一,江俣得1占,糠塚市徳,曽欠猛
美,深沢裕文,斎藤」f,清水筏之,向山緋彦,山影苧・f,(1986)第2
回東北矯正掬科学会仙台
60
61
62
63
悦
27
備
66
67
2 8
6 8
東 北 大 学 歯 学 部 歯 科 矯 正 学 恬 岳 序 に お け る 卒 後 教 介 プ ロ グ ラ ム に つ い て ・ そ の
2 : ・ 般 開 業 践 に 対 す る プ ロ グ ラ ム に つ い て
工 谷 英 夫 , 菅 原 準 二 , 浅 墜 f 央 屶 , 遠 藤 隆 ・ , 1 1 1 昊 1 ! } 志 , 樹 i 塚 市 徳 , 曽 矢 猛
美 , 深 沢 裕 文 , 斎 愁  I F , 清 水 全 ミ 之 , 向 山 雄 彦 ,  1 1 岬 区 ' ; 1 ・ f ,  a 9 8 6 ) 第 2
川 東 北 矯 1 1 1 歯 科 学 会 仙 台
C a s e  d i s p l a y
M i t a n i H , ( 1 9 8 7 )  T h e  M i d w e s t  c o m p o n e n t  o f E d w a r d  H .  A n g l e  s o d e t y o f
O r t h o d o n t i s t s ,  o r l a n d o ,  U S A
矯 ' 治 療 の 効 果
M i t a n i  H ,  a 9 8 7 ) ハ ン ヤ ン 人 学 氏 学 部 歯 科 学 教 室 特 別 セ ミ ナ ー 韓 「 司 ・
ソ ウ ル
皎 介 介 成 の ' 乎 価 に つ い て 一 顎 顔 血 部 に お け る 成 長 売 育 か ら の 諸 1 剖 題 一
三 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 ) 第 2 1 ・ 1  東 北 大 学 掬 学 部 同 窓 会 卒 後 研 修 会 特 別 i 緯 演
仙 げ
歯 科 矯 正 学 へ 後 の 展 望
工 谷 央 夫 ,  d 9 8 7 ) 第 4 5 回 右 , ! i 尾
1 級 叢 牛 . 恕 、 名 の 治 療 法
工 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 ) 大 韓 歯 科 矯 正 学 会 打 例 集 談 会 ( ヰ 甥 l n 韓 渉 D  ソ ウ ル
ジ ル コ ニ ア ・ セ ラ ミ ヅ ク ・ ブ ラ ケ ヅ ト の 試 作 と そ の 接 着 強 度 に 関 す る 研 究
油 野  1 順 , ー モ 谷 英 大 ,  a 9 8 7 ) 第 4 6 回 日 本 矯 正 詠 井 斗 学 会 徳 島
頚 机 歯 突 起 骨 端 板 像 の 出 現 と ド 顕 骨 成 長 増 加 挑 と の 関 迎 に つ い て
タ " 藤 亨 至 , ' 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 ) 第 3 阿 東 北 矯 正 歯 科 学 会 郡 山
6 歳 か ら 成 人 に 至 る ド 顕 晋 ,  1 二 顎 , 頭 蓊 底 , 頚 椎 , 舌 骨 , 身 長 の 成 長 に 関 す る
矧 ず
佐 際 亨 令 , ' 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 ) 第 Ⅱ 1 ・ 1  東 北 大 学 歯 学 会 仙 台
閑 の 先 天 竹 欠 如 が 顎 顔 血 形 態 に ケ , え る 影 糾  D e 址 a l a g e  n l B ~ C 期 に お い
て
佐 藤 宇 至 , - t 谷 英 夫 , ( 1 9 8 7 ) 第 1 2 1 リ 1  東 北 大 学 掬 学 会 仙 台
娩 j 朋 成 長 期 に お け る 男 ・ f の ド 顕 " ' 成 長 吊 t と  f 骨 , 到 1 椎 , 歯 , 身 長 と の 関 速 に つ
い て
ゼ 肌 事 亨 至 , ー モ 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 ) 第 4 6 回 Π 本 矯 1 モ 歯 科 学 会 徳 島
I n h i b i t i o n  o f  p r o s t a g l a n d i n  b i o s y n t h e s i s  i n  r a t  d e n t a l  p U ゆ  b y  l , 2 5 - ( O H )  2 D 3
I g a r a s h i  K ,  M i t a n i  H , 0 又 U r a  Y , ( 1 9 8 7 ) 第 3 5 1 0 I  J a p a n e s e  A s s o c i a t i o n  f o r
D e n t a l  R e s e a r c h  桜 浜
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80 骨格性ヒ頻前突症の治療に伴う顎顔面形態の変化について
小山兒,江俣得志,二三谷英夫, a987)第12同東北大学爾学会仙台
屶女骨楕型下顎前突者に対する顎矯正外科治療効果についての心田"γ的,i平価
伊藤制,忠,山影屯子,丁三谷英夫, a987)第461・1 Π本矯正歯科学会徳島
日本人乾燥頭谷骨標木におけるド頻顕形態の変異
安野松王,臂原準二,'谷英夫, a987)第191川みちのく歯学会,群列01川
東北地区歯科医学人会共催学会秋川
骨格刑卜顎前突症における垂直的顔血骨格パターンと1嫡頸器形態との関迎竹に
ついて
遠滕教昭,營原準_ニ.,'谷英夫, a987)詳H6[01日本矯1歯科学会徳島
骨格型卜顎前突症におけるチンキャップの長瑚的治療結果の許伽i・・長期皎介
管即を行った症例をもとに
浅野央男,菅原沖1ム,二三谷英夫, a987)第31川東北矯正歯科学会郡山
新生.ラット1音鏗1そ管"、1こ文1する PhysicalstresS の影観1 第 1 報
消水義之,下葉莢麗,丁ξ谷英大,(1987)第461川口本矯正歯科学会徳島
ジルコニブ.セラミック.ブラケットの試作とその按着強度に関する研究
浦野順,二谷英犬,川上道大, a987)第12回東北人学歯学会仙台
チンキャップを用いた矯正治療初期の顎機能状態の経過に関する酔,床統計的胡査
向山鮒彦,深沢裕文,桑原聡,τ:谷英大, a987)第8印1 顎1剣節研究
新潟会
1二顎洞と顎顔血との関迎について
柴田定明,佐献,至,深沢裕文,・モ谷英夫, a987)第11ri!1 東北人学X村
学会仙台
k顕骨劣成長を什う骨格竹反対皎介症に対する顎外科矯正治療の適用について
曽欠猛美,菅原準_ニ,川村イ」,二三谷矢夫,(1987)第19回みちのく歯学
第401川東北地区歯子W府γ大会艾催学会秋Ⅲ会
チンキャップ装揣を用いた矯正治療小に顎機能異'常の発現をみた低年齢反対皎
介者の顎顔血形態の噛徴
深沢裕文,恂山雄彦,栗H1定明,遠藤教昭,・ξ谷英火, a987)第461川
日本矯正歯科学会徳島
成人不'皎介者(19~29歳)の顎機能異'常発現に関する出1古
深沢裕文,向山節、彦,斎藤 iE,桑原聡,三谷英夫, a987)第81田
顎関節研究会新隅
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T W O - j a w  s u r g e r y  を 適 用 し た 骨 格 型 ド 顎 前 突 症 の 術 後 顎 態 変 化 ( 1 )
大 森 勇 1 1 j 郎 , 菅 原 半 二 , 曽 久 猛 美 , 川 村 イ : , 二 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 ) 第 4 6 1 川
Π 本 矯 i F 歯 科 学 会 徳 島
可 撤 式 義 歯 に よ る 骨 格 型 ド 頻 前 突 症 の 審 美 糾 小 啼 爰 処 殿 に 対 す る 顎 矯 正 外 科 の 立
場 か ら の ぢ 察
曽 欠 猛 美 , ・ 昔 原 凖 二 , 川 村 仁 , 穂 積 萸 屶 , モ ξ 谷 英 犬 , ( 1 9 8 7 ) 第 3 1 リ 1
東 北 矯 正 南 科 学 会 郡 山
1 . 顎 骨 の 変 形 に 対 す る 三 次 元 岬 顎 矯 1 下 手 術
川 村  f l , 長 坂 浩 , 高 橋 筈 男 , 曽 欠 猛 美 , 營 原 準 二 , 三 谷 萸 夫 , ( 1 9 8 7 )
第 6 回 顎 変 形 症 研 究 会 斬 陽
T W O - j a w  s u r g e r y  を 適 用 し た 骨 格 型 下 顎 前 突 症 の 術 後 i 平 価 動 的 治 療 終  f 後
6 力 打 ま で の 顎 態 変 化 に つ い て
大 森 勇 1 1 i 郎 , 菅 原 凖 二 , 曽 矢 猛 美 , 高 橋 誇 屶 , 川 村 仁 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 )
第 6 回 顎 変 形 症 研 究 会 斬 潟
屶 女 骨 格 型 卜 顎 仙 突 者 に 対 す る 顎 矯 1 モ 外 科 治 療 効 果 に つ い て の 心 理 学 的 評 価
伊 藤 御 忠 , 山 影 阜 子 , 曽 欠 猛 美 , 菅 原 獣 _ ニ , 川 村 仁 , ご : 谷 英 犬 ,  a 9 8 7 )
第 6 川 顎 変 形 症 研 究 会 新 潟
T W O - j a w s U 壌 e r y  を 適 用 L た 骨 格 型 下 顎 前 突 症 の 術 後 頴 態 変 化 ( Ⅱ )
菅 原 準 _ L , 曽 欠 猛 美 , 大 森 勇 市 郎 , 木 村 利 男 , 川 村 仁 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 8 7 )
第 4 6 師 1  Π 木 矯 Ⅱ 1 歯 科 学 会 徳 島
片 仙 1 竹 唇 顎 口 蓄 裂 名 の 上 顎 骨 の 位 羅 変 化 に つ い て ・ ・ ・ 井 製 者 骨 格 性 反 対 1 安 介 者
と の 比 峻
棚 塚 甲 徳 , 二 1 谷 英 夫 , 富 洋 康 彦 , 東 福 寺 1 占 道 , 幸 地 省 子 , 手 島 貞 ・ ・ ・ , 高 橋
長 祥 , ( 1 9 8 7 ) 第 Ⅱ 邑 1  Π 本 Π 苓 裂 学 会 東 京
A  s t u d y  o n  g r o w t h  t i m i n g  o f  m a n d i b l e ,  b o d y  h e i g h t ,  h a n d  b o n e ,  c e r v i c a l  v e r ・
t e b l ' a e  a n d  h y o i d  b o n e
M i t a n i H , ( 1 9 8 8 )  T h e  M i d w e s t  c o m p o n e n t  o f  E d w a t d  H .  A n g ] e  s o c i e t y  o f
O r t h o d o n t i s t s ,  M i n n e a p o l i s ,  U S A
C o n t r o ] e  d o  c r e s c i m e n t o  d o  p r o g n a t i s m o  m a n d i b u l a r  p a r a  o  d i n i c o  g e r a l
M i t a n i  H ,  a 9 8 8 ) ラ テ ン ブ メ リ カ 保 { 科 医 ' γ 会 招 待 訓 蔵 刈  C o n g r e s s o
P a u l i s t a  d e  o d o n t 0 1 0 g i a x X 1 Π  S e m i n a r i o  o d o n t 0 1 0 g i c o  L a t i n o - A m e r c a n o
サ ン パ ウ ロ , ブ ラ ジ ル
E d w a r d  H .  A n g l e  s o c i e t y  o f  o r t h o d o n t i s t S  の 理 念 と づ ξ 際
三 谷 英 夫 ,  a 9 8 8 ) 第 6 1 ・ 1  近 畿 矯 正 歯 科 研 究 会 論 演
ド 顕 骨 成 長 に 対 す る チ ン キ ャ ヅ プ 藥 形 力 の 効 果 を 顧 み る
三 谷 英 火 , ( 1 9 8 8 ) 与 五 沢 矯 正 研 究 会 I W 垢 峠 侠 東 京
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103 Growth timing of mandible with other parts of human structure
MitaniH, sato K, a988)第21川Π本矯」f粛科学会同際会議横浜
歯の先犬的欠如力汚蹄麺而形態に・ケ・える影糾(第2桜)先犬的欠如が多数歯
に及ぶ場介
佐藤亨全,三谷英犬, a988)錦13山1 東北大学オ却γ会仙台
矯正治療による皎介平面の変化と安定竹について
鈴村1"也,叉谷英夫, a988)第13回束北人学爾学会仙台
Skeletala.Ⅱ症例の治療に作う骨格パターンの変化について
小111 兒,1_[俣得志,二ξ谷英夫, a988)第41旦1 東北矯正歯科学会古森
骨格性上顎前突症例の治捺に伴う骨楕パターンの変化についての検村
小山晃一'俣得志,二1谷英火, a988)第47回日人矯正粛科学会横浜
ト顎前突者の歯の成熟度と萌出について
佐々木ますみ,佐藤亨至,二1谷英大,(1988)第B1旦1 東北大学掬学会
仙台
矯正治療による皎合平面の変化と安定竹.について
鈴村直也,佐滕亨令,_'谷英夫,(1988)第471川日本矯正備科学会伊i浜
低年齢反対皎介者の顎口腔機能状態に関する研究被編改誓前の卜顎運動に
ついて
桑1泉聡,深沢裕文,二1谷英夫,(1988)第47同口本矯lf歯科学会桜浜
蝶後頸複A体の形態変異.と顎顔而部の形態との関係(補遺)
斎藤正,深沢裕文,二ξ谷英夫, a988)第471川Π本矯正歯科学会横浜
顎矯」モ外科治療の〒J翊化(第1轍)思奔期後期における女子Skeletalcl
Ⅲの顎顔面の平均成長様相
佐喋亨至,菅原凖二,三谷英大, a988)第471川日本矯正網科学会横浜
歯科矯正治療を必要とする顎関節症 1)復位を件う関節円榎前力転位症例
曽矢猛美,川村イ1,二谷英夫,(1988)第20「"1 みちのく氏{学会第41
1川東北地区歯科医学大会共催学会福島
CMncaP奘朧を用い九矯正泥削X中の反対皎A者の顎機能状態の拍才多1こっいて
商橋由枝,深沢裕文,三谷英夫,向111雄彦, a988)第47回Π木矯正歯
科学会横浜
フーリエ級数を利用した下顎頭後面形態の分類
相原幸雄,菅原准_ニ,安野松王,三谷英夫, a988)第141川東北大学爾
7会仙げ
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前 歯 部 被 繞 改 筈 後 に 顎 機 能 異 常 の 発 現 を み た 低 年 朧 反 対 皎 介 者 の 顎 瀕 而 形 態 の
特 微
深 沢 裕 文 , 架 H 1 雄 ξ 明 , 浦 野  j 順 , ・ 三 谷 英 夫 , ( 1 9 8 8 ) 第 1 1 川 口 本 顎 1 刈 節
名 占 屋
' 、 ) ^ , 、 . ノ 、 .
- j 一 上 ζ
ヒ 顎 側 ノ j 拡 大 の 効 果 お よ び 術 後 の 安 定 竹 に つ い て
山 Π 優 , 河 1 人 川 詣 彦 , 機 塚 市 徳 , 一 ξ 谷 英 夫 ,  a 9 8 8 ) 第 4 1 ・ 1  東 北 矯 」 モ 歯
科 学 会 ・ 1 〒 森
乳 掬 反 対 皎 合 の 前 歯 部 交 換 期 に お け る 白 然 治 癒 に つ い て
植 木 裕 h , 浅 野 央 屶 , 鬼 紳 家 東 徳 , 三 谷 英 火 ,  a 9 8 8 ) 錦 4 1 ・ 1  東 北 矯 I F 歯
科 学 会 占 森
ト ト 顎 頸 轍 骨 の 1 型 お よ び Ⅱ 型 コ ラ ー ゲ ン の 局 在 に 関 す る 免 疫 組 織 学 的 研
ツ
満 口 到 , 深 沢 裕 文 , 商 橋 ・ 郎 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 8 8 ) 第 4 7 1 田  H 小 ; 矯 」 f 歯
科 学 会 横 浜
j 1 側 竹 1 二 甲 ド 顕 頭 を 有 す る 茗 し い 顔 血 非 対 称 の  1 治 験 例
曽 欠 猛 美 , 菅 原 準 一 ' , 川 村 仁 , 三 谷 英 火 , ( 1 9 8 8 ) 第 7 1 川 顎 変 形 症 研
究 会 桜 浜
顎 矯 正 外 科 治 療 の 早 期 化 ( Ⅲ ) 〒 ・ 瑚 丁 ・ 術 を 適 用 し た  S k e l e t a l  c l . Ⅲ  2 , ホ 例 の
術 後 顎 態 変 化
菅 原 凖 二 , 曽 矢 1 ' 美 , 川 村 仁 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 8 8 ) 第 7 1 川 顎 変 形 症 研
究 会 横 浜
顎 矯 正 外 科 治 療 の 〒 , 期 化 (  D  思 イ 村 翊 後 期 に お け る 女 了 ' s k e l e t a l c l . Ⅲ の 顎
顔 面 の 乎 均 成 長 様 相
佐 藤 亨 〒 , 菅 原 凖 _ ニ , 曽 欠 猛 美 , ' 谷 英 夫 , ( 1 9 8 8 ) 第 7 回 顎 変 形 症 研
究 会 横 浜
顎 矯 正 外 科 治 療 の ¥ ・ 期 化 ( Ⅱ ) 思 存 1 明 後 期 に お け る 屶 子 S k e l e t a l c l . Ⅲ の 顎
顔 血 の 側 成 長 様 相
仇 際 亨 令 , 菅 原 準 二 , 曽 矢 猛 美 , 工 1 谷 英 夫 ,  a 9 8 8 ) 第 7 1 " 1  顎 変 形 症 研
究 会 桜 浜
P h y s i c a l s t r e s S  に よ る 破 岡 削 Ⅲ 抱 の 分 化 誘 導 に っ い て
千 葉 美 麗 , 沽 水 裟 之 , 補 水 峩 偏 , 熊 谷 勝 屶 , ー ( 谷 英 夫 ,  a 9 8 8 ) 第 3 0 阿
掬 科 ' 礎 晦 学 会 福 岡
ト 顎 枝 欠 状 分 響 嚇 去 ( S S R O ) 適 用 後 の 長 期 顎 態 変 化 に つ い て
上 岡 義 市 , 菅 原 準 二 , 大 森 勇 市 郎 , 川 村 七 , 二 三 谷 英 夫 , ( 1 9 8 8 ) 第 1 4 回
東 北 人 学 歯 学 会 仙 台
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126 零'顎・1_1蓋裂者における第_ム大臼網の皎合凪常について
欺塚重徳,富洋康彦,東福キ1H通,ニ(谷英大, f・島六一・, a988)第121・1
U人Π綸裂学会福岡
r頻枝欠状分剖汰の適用後14に経過した反対皎介症 1例に対する術後,,'r価
U岡義_迂,菅原準_ニ,桑原聡,.三谷萸火,川村仁,(1988)第4印1
東北矯正歯科学会・占森
ト顎枝垂心骨UJり術(ⅣRO)の術後評仙についてド頻枝欠状分割術(SSRO)
との比峻
伊藤都恵,菅原御;_ニ,人森リj市郎,一三谷央夫,川村仁, a988)第47回
Π本矯正歯科学会横浜
TWO-jawS山又eryによる重度顔面井対称症の治療と術後顎態変化
木村利屶,菅原準二,气谷英火,川村仁,曽欠1'美, a988)第47匝1
Π本矯正歯科学会嶺浜
1二顎の縦ノj向の過火による開皎症の顎矯lf外科手術
川村イ_1,商橋誇9},谷;洋康彦,佐藤修',長坂沿,營原凖ご.,曽矢1'
美,一ξ谷英夫, a988)第7回顎変形症研究会欄浜
Chincap e丘ed on skeletal profile a丘er growth
MitaniH, a989) The Midwest component ofEdward H. Ang]e society of
Orthodontists, pa11n springs, USA
Association between mandibu]ar pattern and cranio{acial morph010gy
Saito T, Endo N, Mitani H,(1989)第371回 Japanese Association for
DentalResearch,東京
Analysis ol pronunciation in mandibular prognathism by dento-palatography
System
KawauchiM, Kanamori, Y MitaniH, a989)錦18回 American Associ・
ation for Dental Research, san Francisco, USA
晩剣成長による反対皎介の冉発例について
佐眛亨全,糠塚重徳,-1谷英夫,(1989)第15回東北人学歯学会仙台
ド顎頗軟",および脛打'打'引桝炊骨の 1型,Ⅱ型コラーゲンの1',}在に関する免疫組
織化学的研究
満口到,商橋・ー'郎,二1谷莢大,(1989)第48回日木矯11、歯科学会釡沢
顎整形力を・ゲえた下顎骨の思奔期後期における成長変化様相
111Π優,佐藤亨全,二1谷英火, a989)第161・1 東北人学歯学会仙台
女1下顎前突老の成長タイミングについて(第卜蝦)skeleta] clasS1との比較
佐藤亨全1,1_ⅡΠ優,三谷英夫,(1989)第481而1 Π本矯IF様仟半戸会釡沢
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反 対 皎 介 被 鷲 改 誓 時 に み ら れ る 顎 Π 胖 機 能 状 態 の 変 化 に 関 す る 研 究 ・ ・ 低 仔 齢
反 対 皎 合 者 を 対 象 と し て
桑 原 聡 , 深 沢 裕 文 , 三 谷 英 火 ,  a 9 8 9 ) 第 2 1 旦 I  H 本 男 川 刈 節 学 会 仏 島
M e c h a n i c a l s t r e s S  に よ る 骨 改 造 機 拙 に お け る 打 ' 芽 剣 Ⅲ 抱 ど 胃 ' 航 剤 Ⅲ 抱 の 樹 互 作 用
の 解 析
千 藥 芙 艇 , 消 水 裳 と , ー ( 谷 英 火 , ( 1 9 8 9 ) 第 4 8 回 Π 本 矯 l f 歯 科 学 会 金 沢
顎 矯 I F 外 科 治 療 の 〒 ・ 瑚 化 ( 第 2  縦 ) 開 皎 症 へ の L e  F o r t  1 型 竹 リ j り 術 の 適 用
菅 原 準 _ L , 川 村 仁 , 佐 藤 亨 至 , 三 谷 英 夫 , ( 1 9 8 9 ) 第 4 8 極 1 日 人 矯 正 歯
科 学 会 金 沢
顎 口 腔 機 能 異 常 の 発 現 し た 低 年 齢 反 対 皎 介 者 の 被 謠 改 善 前 後 の 前 南 歯 軸 変 化 の
特 徴
深 沢 裕 文 , 高 橋 由 枝 , 森 肝 1 敦 ・ f , _ ' 谷 英 夫 , ( 1 9 8 9 ) 第 4 8 1 川 Π 本 矯 1 モ 歯
科 学 会 金 沢
C h i n c a P 裴 置 を 用 い た 矯 正 治 療 術 後 の 顎 機 能 状 態 に 関 す る 調 査
森 1 Ⅱ 敦 子 , 稲 井 由 枝 , 深 沢 裕 文 , ニ : 谷 英 夫 ,  a 9 8 9 ) 第 1 6 1 田 東 北 人 学 掬
学 会 仙 台
顎 矯 」 1 1 外 科 治 療 に よ る 骨 格 型 、 、 ド 顎 前 突 老 の 充 斉 機 能 の 変 化 ・ デ ン ト パ ラ ト ク
ラ フ ィ 発 音 機 能 検 査 シ ス テ ム を 用 い て
河 1 人 ル 諭 彦 , 金 森 吉 成 , 菅 原 準 _ ニ , 二 谷 英 夫 ,  a 9 8 9 ) 第 4 8 1 旦 1  Π 本 矯 正 ル イ
科 学 会 金 沢
M e c h a n i c a l s t r e s S  に よ る 打 ' 改 造 機 キ 缶 の 仰 f 明  1 .  c o m p r e s s i v e  f o r c e  を 負 イ 1 ; j し た
新 小 ラ ッ ト 培 養 長 管 骨 に お け る 破 岡 ' 細 胞 の 分 化 誘 導 に つ い て
千 菜 美 麗 , 沽 水 義 之 , 清 水 義 佶 , ・ ' 谷 英 夫 ,  a 9 8 9 ) 第 7 回 Π 本 骨 イ 町 附
、 二 会 東 万 〔
M e c h a n i c a l s t r e s S  に よ る 骨 改 造 機 枇 の 解 明  2 . 骨 改 造 機 枇 に お け る 骨 芽 細 胞
と 骨 舳 細 胞 の 相 五 作 用 因 子 の 解 析
淌 水 義 と , 下 築 美 脆 , 沽 水 義 信 , 三 谷 英 大 , ( 1 9 8 9 ) 第 7 1 川 Π 本 判 ' 代 謝
゛ j 皇 釜 )  j 紅 j ; 〔
A  s t u d y  o l  b o n e  r e m o d e l i n g  m e c h a n i s m  i n d u c e d  b y  m e c h a n i c a l  s t r e s s
C h i b a  M ,  s h i m i z u  Y ,  s h i m i z u  Y ,  K u m a g a i  K ,  M i t a n i  H , ( 1 9 8 9 ) 錦 3 8 麺 1
斯 陽 カ ル シ ウ ム 代 謝 ・ 硬 組 織 研 究 会 新 潟
B i n d e r ' s s y n d r o m e  の  2  例 に つ い て
上 岡 義 章 , 營 原 凖 二 , 曽 矢 猛 美 , 浦 野 順 , _ ' 谷 英 火 ,  a 9 8 9 ) 第 1 6 1 川
東 北 大 学 歯 学 会 仙 台
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148顎関節機能陣害の診断一両側竹鋏皎介のイ列についてー
高橋禾「咋谷,畠山寛彰,三條人助,菅原準二,_'谷英夫,(1989)第161旦1
束北大学歯学会仙台
原発性遠位腎尿細管忰アシドーシスを合併した骨格型卜顎前突症恕、者の卜顎枝
矢状分割術後の長期的観察
局橋誓男,川村仁,茂木克俊,菅原準二,一ξ谷萸夫,(1989)第8NI
顎変形症研究会大阪
顎矯i[外科症例に対する我々のTreatmentgoa1の設定方法について
菅原沖三二,'谷英犬,川村仁,茂木兇俊,曽欠猛美, a989)第81旦1
顎変形症馴究会大阪
TWO-jaw S山響eW とト,ト顎掬列弓の分割術を適用した重度の過緒皎合症の
ーイ列
曽欠猛美,菅原凖_ニ,三谷英夫,川村イ_1,茂木克俊, a989)錦8回
顎変形症研究会大阪
TWO-jaw sU弔ery適用による硬・軟両組織側貌の移動比*
大森勇市郎,菅原準二,三谷英犬,川村イ1,茂木克俊, a989)錦48回
日木矯正怯仟牢孚会釡沢
Broad soft-tissue pedicle genioplasty の経験
佐喋修一,川村仁,高橋誓男,茂木克俊,菅原凖_ニ,二谷英火, a989)
第8川顎変形症研究会大阪
TWO-jaw surgery適用による硬・軟仙j組織側貌の移弱ルt2冬
大森勇「Ⅱ郎,菅原準_ニ,_'谷英夫,川村仁,茂木克俊,曽矢猛美, a989)
第'81・1 顎変形禿1仙究会大阪
矯止治療後の硬紲織側貌形態に1刈する評佃i 片仙1竹唇顎11繞裂者を用いて
糠塚重徳,工谷英夫,東福寺直道,幸地省子,ヂ島貞一,富洋康彦, a989)
第131川日木Π蕎裂学会横浜
LingualAppliance をΠハけご頻変形症の顎矯正外科治療を経験して
人村和屶,菅原靴_ニ,1_Ⅱ影市f,ー(谷英夫,川村仁,戊木克俊, a989)
第81川顎変形症研究会大阪
ド顕枝飛頂骨UJり術(1VRO)適用後の顎態変化についてド顎枝欠状分割術
(SSRO)との比較
伊献智忠,菅原準二,大森勇市郎,二1谷萸夫,川村 f二,茂木兇俊, a989)
第8回顎変形症研究会大阪
部分床鞍歯により、前歯部反ヌ、1皎介が改哲されていた骨格型ド顎m突名への
TWO-jaw surgery
川村イ1,局橋誓男,伐木克俊,菅原準二,-1谷英大,伊滕秀美,曽欠猛
美,(]989)第81川顎変形症研究会人阪
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G r o w t h  o f t h e  m a n d i b l e  c h i n c a p  t r e a t m e n t
M i t a n i  H , ( 1 9 9 0 )  A s i a n  s y m p o s i u m  f o r  c l a s S  1 1 1  M a l o c d u s i o n  ソ ウ ル ,
; 碓 阿
永 久 歯 1 唆 A の 形 成 と 瓢 " 寺 に 係 わ る 諸 問 題 ・ ・ 歯 ・ 顎 ・ 顔 面 の 成 長 を 皆 以 と し
て
二 ι 谷 英 夫 , ( 1 9 9 0 ) Π 本 学 術 会 議 皎 介 学 研 迎 絡 委 員 会 主 催 シ ン ポ ジ ウ ム
1 1 1 ' j j l .
若 午 発 症 顎 関 節 症 を 仟 う 不 正 1 唆 介 者 の 矯 正 学 的 対 応
桑 原 聡 , 二 ξ 谷 英 夫 ,  a 9 9 0 ) 第 6 回 東 北 矯 正 歯 科 学 会 秋 川
矯 正 治 療 中 に 異 . 常 な 顎 成 長 を 示 し た 反 対 ' 皎 介 症 の 2 例 に 対 す る 臨 床 的 苫 察
高 橋 ・ 郎 , 〒 ? 原 準 _ ニ , 五 卜 嵐 燕 , _ 1 谷 萸 夫 ,  a 9 9 0 ) 第 6 回 東 北 矯 l f 伐 1
科 学 会 秋 川
顎 成 長 制 御 に よ る 片 仙 W 上 1 ' 顎 口 器 製 者 の 皎 介 形 成 と そ の 1 削 題 " ! i
糠 塚 重 徳 , 二 ξ 谷 英 火 ,  a 明 の 第 1 4 1 ・ 1  Π 本 Π 篇 製 学 会 郡 山
ラ ヅ ト 外 側 堤 突 筋 の 活 動 竹 が 下 顎 頸 軟 骨 の 成 長 発 育 に 及 ぼ す 影 糾 に 1 到 す る 組 織
学 的 研 究
高 橋 ' 郎 , 洲 口 到 , ' 谷 英 夫 ,  a 9 9 0 ) 第 4 9 回 Π 本 矯 1 1 二 歯 科 学 会 長 野
顎 顔 血 頭 叢 に 存 在 す る 軟 骨 組 織 の 1 型 , Ⅱ 型 コ ラ ー ゲ ン の 局 在 に 関 す る 免 疫 組
織 化 学 的 比 較 検 討
溝 口 到 , 高 橋 ・ 郎 , 工 谷 英 夫 ,  a 四 0 ) 第 四 山 1 日 本 矯 」 f 歯 科 学 会 長 野
女 子 、 r 頻 、 小 f 突 者 の 成 長 タ イ ミ ン グ に つ い て ( 第  2  級 )  s k e l e t a l  c l a s S 1 と の 比 較
佐 藤 亨 至 , ・ 二 谷 英 火 , ( 1 9 9 0 ) 第 朝 1 叫 Π 本 矯 」 モ 歯 科 学 会 長 野
, 1 て
神 野
「 气 工 ,
多 変 吊 何 件 斤 法 に よ る 顎 関 節 井 態 、 者 の 顔 血 骨 格 パ タ ー ン の 検 ' 寸 第  1 縦 垂 偵 的
顔 血 骨 格 パ タ ー ン の 解 析
桑 原 聡 , 斎 藤 ' , 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 山 第 四 川 Π 本 矯 正 歯 科 学 会 長 町
鄭 伏 、 ド 顎 第 一 ・ 大 臼 歯 の 牽 引 誘 導 と そ の メ カ ニ ク ス ( 症 例 帆 告 )
人 村 利 男 , 菅 原 準 _ ニ , 一 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 の 第 4 9 [ 川 日 水 矯 正 歯 科 学 会 長 野
Π 唇 機 能 停 井 斤 の た め の ル カ 分 布 セ ン サ ー の 試 件
梅 森 美 嘉 r , 菅 原 稚 _ ニ , 栗 原 湘 ・ ・ , 三 谷 英 夫 , ( 1 四 0 ) 第 4 9 1 川 Π 本 矯 I F
歯 科 学 会 長 對
多 変 鎚 解 析 法 に よ る 顎 関 鄭 症 恕 、 者 の 顔 血 十 1 ' 格 パ タ ー ン の 検 肘 第 1 1 縦 前 後 的
際 U 面 骨 格 パ タ ー ン の 仰 井 斤
斎 藤 正 , 桑 原 聡 , 气 谷 英 大 ,  a 9 9 山 第 四 1 ・ 1 Π 本 矯 任 歯 科 " 1 会 長 野
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171 歯根膜細胞の骨吸収制御機構に関する研究
千葉美艷,清水義之,後藤安史,三谷英夫,(1990)第四回Π木矯正歯
科学会長野
骨芽細胞と胃'制細胞の相互作用による破骨細胞の誘導機枇
沽水義之,千葉美麗,後藤安史,_'谷英夫, a990)第四1田Π本矯正歯
科学会長野
ある若年竹、関節りウマチ症例の8歳から14歳における顎顔面頭篇の成長様相に
ついて
占村研・,菅原準二,満口到,二1谷英火,(199山錦18也1 東北人学歯
学会仙台
骨芽細胞様削Ⅲ抱株MC3T3-E1による石灰化における外閧性及び内内竹.PGE2
の役割について
足_立",'i紀,五十嵐熱,篠Ⅱ1,寺,、、1谷英大, a99の第491引日本矯正南
科学会長野
Mechanica]stresS による晋改造機構の仰n斤 3.破骨'細胞の誘遵における打
芽細胞の役削と相互作用剛子
千柴芙難,沽水義之.,沽水j安イH,プ1谷英夫, a990)第81川日本骨代謝
"1ど左§ j兵j」1
骨格型開皎症の治療 IU明皎介管凡例と顎矯正外科治療例との比較
梅森美嘉・f,菅原準二,气谷英夫,川村仁,(1990)第6回東北矯正
歯科学会耿田
IeF0此 1型骨νJり術の半独適用とその豹惜折ノよ凖について
菅原準_ニ,_三谷英夫,川村イ:,戊人克俊, a四0)第9川顎変形症研
づt11}: jkjj!.
ド顎骨非文Π尓の充現を生じた1例を通じ反対1攻介症の長期皎介管即についてぢ
える
曽矢猛美,菅原凖_ニ,川村仁,茂木兇俊,三谷英火,(1鯛山第61叫
東北矯正南科学会秋田
骨芽細胞と歯根映細胞の竹吸収制御機枇
油水義之,千菜美艷,後藤安史,沽水義佶,熊谷勝屶,・ι谷英大,(1990)
第32回網科基礎氏学会下築
ド;買丹非対M司'刎の顎矯1干外科f術下顎枝欠状分割術と卜顎枝取適竹Wり術
との併朋
長坂治,川村イ1,局橋筈屶,佐際修一,伐(克俊,菅原i亀二,一ξ谷英
大,(1990)第91川顎変形"1研究会東京
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L a t e  g r o w t h  a s  a  f a d o r  o f  c 0 Ⅱ 且 P s e  o f  o c d u s i o n
M i t a n i H , ( 1 9 9 1 )  T h e  M i d w e s t  c o m p o n e n t  o f E d w a r d  H .  A n g l e  s o d e t y  o f
O r t h o d o n t i s t s ,  F l o r i d a ,  U S A
A  d e s i g n  o f l i g a t u r e  T i e - c u t - p u s h  p l i e r
M i t a n i H , ( 1 9 9 1 )  T h e  M i d w e s t c o m p o n e n t o f E d w a r d  H .  A n g l e  s o d e t y  0 1
O r t h o d o n t i s t s ,  F l o r i d a ,  U S A
L a t e  g r o w t h  o f  c l a s S  1 1 1  m a n d i b l e  a n d  e 丘 e c t s  o f  c h i n c a p  t h e r a p y
M i t a n i H , ( 1 9 9 1 ) ベ イ ラ ー 歯 科 大 学 歯 科 矯 圧 学 大 学 院 特 別 講 義 ダ ラ ス ,
米 岡
L a t e  g r o w t h  o {  t h e  c l a s S  1 1 1  m a n d i b l e  a s  a  f a c t o r  o f  a  c 0 Ⅱ a p s e  o f  o c d u s i o n
M i t a n i H ,  a 9 9 D  全 南 大 学 歯 学 部 特 別 講 演 韓 国 ・ 光 州
L a t e  g r o w t h  o f  t h e  c l a s S  1 Π  m a n d i b l e  a s  a  f a d o r  o {  a  c 0 Ⅱ a p s e  0 1 0 c d u s i o n
' 谷 英 夫 ,  a 9 9 D  暖 北 人 学 歯 学 剖 姓 寺 別 誥 演 韓 国 " 理 常 北 逝
Z i r c o n i a  c e r a m i c  b r a c k e t :  i m p l ' o v e m e n t  o n  p h y s i c a l  p r o p e r t i e s  w i t h  H I P
t r e a t m e n t
U r a n o  J ,  M i t a n i  H ,  a 9 9 1 )  1 丁 1 1 1 訂 I  A s i a n - p a c i f i c  o r t h o d o n t i c  c o n f e r ・
大 阪e n c e
ジ ル コ ニ ア ・ セ ラ ミ ッ ク ・ ブ ラ ケ ッ ト の 開 発 :  H I P 改 良 型 ブ ラ ケ ヅ ト の 接 着
強 さ に 関 す る 研 究
油 野  1 順 , ' 谷 英 犬 ,  a 9 9 1 ) 錦 5 0 1 川 日 本 矯 正 休 仟 牛 γ 会 大 阪
粘 尿 病 条 件 下 に お け る 人 為 的 歯 の 移 動 に 関 す る 組 織 学 的 研 究
加 茂 1 占 久 , ニ : 谷 萸 犬 , ( 1 9 9 1 ) 第 5 0 拒 1  Π 本 矯 正 歯 科 学 会 人 阪
C 而 n c a P に よ る 頭 蓋 底 へ の 作 用 に 関 す る 形 態 学 研 究
新 坂 * 浩 , 气 谷 萸 夫 , ( 1 9 9 1 ) 第 2 0 1 川 東 北 大 学 歯 学 会 仙 台
S t u d i e s  o f  r e g u l a t i n g  t a d o r s  o n  p h y s i 0 1 0 g i c a l  b o n e  r e m o d e l i n g  m e c h a n i s m
C h i b a  M ,  s h i m i z u Y ,  M i t a n i H ,  a 9 9 1 ) 第 6 9 1 珂  l n t e r n a t i o n a l A s s o c i a t i o n
O f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  A c a p u l c o ,  M e x i c o
r e g u l a t i o n  o f  b o n e  r e s o r p t i o n  b y  p e r i o d o n t a l  H g a m e n t  c e 1 1 S  a n d  o s t e o b ・
T h e
I a s t s
C h i b a  M ,  s h i m i z u Y ,  M i t a n i H , ( 1 9 9 D  第 3 9 回  J a p a n e s e  A s s o c i a t i o n  f o r
D e n t a l R e s e a r c h  仙 台
L i p  s e a l i n g  f o r c e s  i n  s u b j e c t s  w i t h  l a r g e  i n t e r l a b i a l  g a p
U m e m o r i  M ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i  H ,  a 9 9 D  第 6 9 回  l n t e r n a t i o n a l A S ・
S o d a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  A c a p u l c o ,  M e x i c o
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193下顎第'大臼歯が下顎歯列にケ・える影響について反対皎介の再発に関わる要1川
の解明(1)
仇藤亨至,阿部まちよ,ニミ谷英犬, a991)第50回日木矯正住仟牛γ会
大阪
ラット外側堤突筋の活動竹がド顎頭軟骨の成長発育に及ぼす影鞍に関する免疫
組織化学的何1究
高橋一部,溝口到,三谷英大, a991)錦501川Π人矯正閑科学会人阪
成長師害をhする恕、者に対する矯正学的ヌ打心
佐藤亨至,満1_1 到,三谷英夫, a四D 第201川東北大学歯学会仙台
思春期後期における男子SkeletalclasS1Πの切W貞血の平均成長様相顎矯正外
科治療の早・期適用に向けて
佐悲亨个,菅原準ム,_'谷英夫, a991)第H川Π本顎変形症学会東京
箸大なU唇航開度をボす顎変形症例における口唇閉鎖機能の6乎価
梅森美嘉子,菅原准_ニ,_'谷英大, a991)第501川Π本矯IF歯科学会
人阪
Zirconia ceramic brackets :1ts application to dinical orthodontics
MitaniH, urano J, sugawaraJ , KawauchiM, a99D 芽稔0IPI American
Association of orthodontists, Table clinic, seattle, USA
株イヒ丹芽細胞MC3T3-E1の機能に及ぼすビスフォスフォネートの作用
足立叱紀,五十嵐燕,篠Ⅱ1 語,二三谷英夫, a99b 第501川Π本矯111歯
科学会大阪
災験的粛の移動におけるビスフォスフォネート(AHBUBP)の固定効果およ
び保定効果一・第1縦:令身投与による検肘
五卜嵐燕,足立畔i紀,篠田 i",・气谷英夫, a99D 第50回Π木矯lf歯
科学会人阪
W、itsappnisa1が良好仙をボす名の帥血骨格パターンの変異にっいて
波辺雅彦,速藤教昭,菅原御三_ム,'谷英夫, a99D 第501・1 Π本矯lf歯
科学会大阪
成長終了後の反対皎介阿発症例について
阿部まちよ,休藤亨至,菅原凖_L,_ι谷英夫, a99D 第191川東北大学
歯学会仙台
反対皎介冉兆%創列における術後の閑列弓形態変化について
阿部まちよ,仇藤亨至,菅原凖二,三谷英夫, a99D 第201川東北人学
歯学会仙台
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骨 髄 乳 Ⅲ 抱 , 胖 細 胞 , 太 梢 l m に 対 す る 破 骨 痢 Ⅲ 抱 分 化 誘 導 I N f の 作 用 に つ い て
後 献 安 史 , 沽 水 義 之 , 千 藥 美 麗 , 三 谷 萸 夫 , ( 1 9 9 1 ) 第 5 0 師 1 日 本 矯 正 歯
科 学 会 大 阪
_ r 顎 前 力 牽 引 法 の 顎 成 長 制 御 効 果 と 皎 介 形 成 の 可 能 性
糠 塚 而 徳 , 吉 村 研 ・ ・ ・ , 茂 木 克 俊 , 三 谷 英 夫 , ( 1 9 9 D  第 1 5 1 川  U 本 Π 蓋 裂
学 会 札 幌
矯 l f 治 療 中 に 強 度 の 開 Π 障 害 を 起 こ し た  1 症 例 に つ い て
藤 井 智 巳 , 桑 原 聡 , 三 谷 英 夫 , 川 村 仁 , ( 1 9 9 D  第 1 9 師 1  東 北 火 学 歯
学 会 仙 日
チ タ ン ・ ミ ニ プ レ ー ト 固 定 に よ る 下 顎 枝 矢 状 分 削 術 適 用 後 の 顎 態 の 安 定 性
' 斧 原 御 1 _ ニ , _ 三 谷 英 夫 , 川 村 仁 , 茂 人 克 俊 , ( 1 9 9 1 ) 第 U 可 Π 本 顎 変 形
症 学 会 東 京
S p e e c h  c h a n g e s  b e f o r e  a n d  a 丘 e r  o r t h o g n a t h i c  s u r g e r y
K a w a u c h i  M ,  s a c h d e v a  R ,  K a n a m o r i  Y ,  A o u d a  T  ,  M i t a n i  H , ( 1 9 9 1 ) 第
6 9 回  l n t e r n a t i o n a l A s s o d a t i o n  o f  D e n t a l R e s e a r c h ,  A c a p u l c o ,  M e x i c o
ラ ヅ ト ド 顎 頸 軟 骨 の 1 型 , Ⅱ 型 コ ラ ー ゲ ン の 領 域 差 に 関 す る 免 疫 細 織 科 ツ ^ 的 研
り 、 ニ
溝 1 _ 1  到 , 中 村 雅 典 , 商 橋 ・ ー ' 郎 , 加 賀 1 1 1 学 , _ 三 谷 英 犬 , ( 1 9 9 1 ) 第 3 3 川
歯 科 基 礎 医 学 会 鹿 児 島
チ タ ン . ミ ニ プ レ ー ト 固 定 に よ る 、 ド 顎 枝 矢 状 分 削 術 適 用 後 の 下 顎 頭 の 位 朧 お よ
び 顎 関 節 症 状 の 変 化 に つ い て
長 坂 粘 , 川 村 イ _ 1 , 茂 木 兇 俊 , 菅 原 準 _ ニ , ー { 谷 英 夫 ,  a 9 9 D  第 1 1 司
Π 本 顎 変 形 症 学 会 東 京
下 顎 前 突 症 恕 、 岩 の 顎 矯 正 外 科 手 術 前 後 の 発 音 n 、 1 舌 接 触 パ タ ー ン の 経 " 寺 的 変 化 に
つ い て
粟 小 田 俊 彦 ,  t W 東 半 _ L , 河 内 満 彦 , 川 村 仁 , ー ( 谷 英 夫 , ( 1 9 9 1 ) 第 5 0 印 1
Π 人 矯 i 下 峠 イ 科 学 会 大 阪
1 二 顎 荊 方 県 引 治 療 の 効 果 と 顎 顔 師 形 態 と の 関 連 竹 に 関 す る 研 究
戸 田 智 美 , 温 口 到 , 菅 原 準 二 , 大 森 勇 市 郎 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 1 ) 第 2 0 師 1
東 北 大 学 歯 学 会 仙 台
長 期 術 後 絲 過 井 例 の 顎 機 能 に 関 す る " 究 ド 顎 枝 矢 状 分 割 術 お よ び 爪 心 吻 凱
術 を 適 用 し た 反 対 皎 介 症 に つ い て
桑 原 聡 , 菅 原 心 二 , 川 村 イ : , 際 井 智 巳 ,  L ξ 谷 英 火 ,  a 明 D  第 5 0 1 川
Π 本 矯 正 歯 科 学 会 人 叛
2 0 5
2 0 6
2 0 7
2 0 8
2 0 9
2 1 0
2 1 1
2 1 2
2 1 3
214TWO-jawsurgery による皎介平血の変化と顎態の安定付.との関係
大森勇市郎,菅原準_ニ,三谷英犬,川村仁,茂木克俊, a99D 第11司
H本顎変形症学会東京
;列渕節強1血症に起因する重度の小ド頴症に対する 1ニド顎同n寺移動術(TWO-
jaw surgery)の適用
伊藤智恵,向Ⅱ1鯉彦,河1大"詩彦,菅原1佐.ニ,.モ谷英犬,川村イ1,茂人兄
俊, a99D 第1回日本顎変形症学会東京
Single-tooth dento-osseous osteotomy を行った 4 症例
鎌倉椣治,川村 f、長坂淵,佐藤修一・,茂木克俊,大森勇「1j郎,満口
到,壱リ東準二,三谷英夫, a991)第11・1 Π本顎変形,'〒学会東京
Generalconcept ofthe human craniofacialgrowth and deve]opment TTealment
StTategy for craniofacial deformity in Japan
Mitani H,(1992) The lnstitute of cranio-Facial Deformity : opening
Ceremonyand symposium ソウル,'礁国
矯lf治瞭のこわさ
三谷英夫, a992)第81・1 東北矯111歯科学会(特別講演)盛岡
ニューラルネットワークによる門買晋の成長f訓
遠献教昭,丁三谷英夫, a992)第51回日人矯正歯科学会人宮
粘尿病条件ドにおける人為がπ村の移動に関する組織学的研究第2蛾
加茂1占久,ニ(谷英犬,(1992)第511回Π本矯正粛科学会大祝
骨格川1卜顎前突症の全身成熱過程にっいて第 1縦 TW2法による悩'仟・齢の
評価
仇喋,1至,阿部まちよ,・三谷英犬,(1四2)第8 回東北矯正徳科孚会
艦岡
丹絡型ド顎前突症の全身成熟過程について第2搬改良型MD法による判
塩址の評価
阿部まちよ,佐際亨李,二1谷英夫, a992)第8川東北矯1下掬科学会
?艾岡
骨塩敬i汁測の矯正学的意義について
阿部まちよ,仏リ藤゛至,三谷萸犬,(1992)第21回東北人学粛学会仙台
若q.発,,r顎以1節症を作う不正皎介Xの矯lf学的ヌ、"6・一茗しい明Π師リ{を仟う
症例について
桑原聡,喋井智巳,__1谷英火, a992)錦81川東北矯lf歯科学会嘘岡
215
216
217
218
219
41
220
221
222
223
224
4 2
2 2 5
E H e d  o f  t o p i c a l  a d m i n i s t r a t i o n  o f  a  b i s p h o s p h o n a t e ,  A J - 7 0 4 ,  o n  o r t h o d o n t i c
t o o t h  m o v e m e n t  i n  r a t s
I g a r a s h i  K ,  A d a c h i  H ,  M i t a n i  H  ,  s h i n o d a  H , ( 1 9 9 2 ) 第 H 回  l n t e r n a ・
t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  c a l c i u m  R e g u l a t i n g  H o r m o n e ,  F l o r e n c e , 1 t a l y
E 丘 e c t  o f  t o p i c a l  a d m i n i s t r a t i o n  o f  a  b i s p h o s p h o n a t e ,  A J - 7 0 4 ,  o n  o r t h o d o n t i c
t o o t h  m o v e m e n t  i n  T a t s
I g a r a s h i  K ,  A d a c h i  H ,  M i t a n i  H  ,  s h i n o d a  H , ( 1 9 9 2 ) 第 1 1 「 " 1  1 n t e r n a ・
t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  c a l c i u m  R e g u l a t i n g  H o r m o n e s a t e l ] i t e  w o r k s h o p
B i s p h o s p h o n a t e  F r o m  t h e  L a b o r a t o r y  t o  t h e  p a t i e n t ,  s i e n a , 1 t a l y
F r o n t a l  a n d  l a t e r a ]  p e r s p e c t i v e s  o n  s o f t  t i s s u e  t o  o r t h o g n a t h i c  s u r g e r y
K a w a u c h i M ,  s a c h d e v a  R ,  M i t a n i H ,  w o l f o r d  L , ( 1 9 9 2 ) 第 9 2 回  A m e r i 、
C a n  A s s o c i a t i o n  o f  o r t h o d o n t i s t s ,  s t .  L o u i s ,  U S A
T h e  e 丘 e c t  o f c o n d y l e c t o m y  o n  g r o w t h  i n  p a t i e n t s  w i t h  m a n d i b u l a r  h y p e r p l a s i a
K a w a u c h i  M ,  s a c h d e v a  R ,  M i t a n i H  ,  W 0 1 ( o r d  L ,  a 9 9 2 ) 第 7 0 1 而 1  1 n t e r ,
n a t i o n a 】  A s s o c i a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  G ] a s g o w ,  s c o t l a n d
R u s s e Ⅱ 一 s i ] v e r 症 候 群 に お け る 顎 顔 面 形 態 に つ い て
阿 部 ま ち よ , 仇 際 、 亨 全 , 阿 部 真 也 , 三 谷 英 夫 , ( 1 9 9 2 ) 第 2 2 1 川 東 北 大 学
南 学 会 仙 台
C o m b i n e d  A d i v a t o r  H e a d g e a r  に よ る ド 顎 前 突 村 { の 光 ; 療  T e u s c h e r 1 世 と 改 変 型
の 適 用 に つ い て
小 山 晃 , 曽 欠 猛 美 , 菅 原 准 二 , 二 谷 英 夫 ,  a 9 9 2 ) 第 8 回 東 北 矯 祀 歯
科 学 会 盛 岡
災 験 的 掬 の 移 動 に お け る ビ ス フ ォ ス フ ォ ネ ー ト ( R i s e d r o n a t e ) の 固 定 効 果 お
よ び 保 定 効 果 第 2  桜 : 1 劒 折 投 ぢ ・ に よ る 検 討
足 立 畔 絲 己 , 五 卜 嵐 蔵 , ・ ・ ξ 谷 英 夫 , 篠 H I  , 〒 ,  a 9 9 2 ) 第 5 1 1 " 1  H 本 矯 正 網
科 学 会 人 宮
骨 格 型 反 対 皎 合 症 に お け る 顎 矯 正 外 科 治 療 後 の 卜 顎 切 衛 の 安 定 性
賓 広 道 , 骨 原 準 ご . ,  1 谷 英 夫 , 川 村  f l ,  a 9 9 2 ) 第 5 1 回 Π 人 矯 正 歯
科 こ を 会 人 宮
S p e e c h  c h a n g e s  b e f o r e  a n d  a f t e r  o r t h o g n a t h i c  s u r g e r y
K a w a u c h i  M ,  s a c h d e v a  R ,  K a n a m o r i  Y ,  A o u d a  T ,  M i t a n i  H ,  a 9 9 2 ) 第
9 2 1 訂 I  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  o f  o r t h o d o n t i s t s ,  s t .  L o u i s ,  U S A
F r o n t a l  a n d  l a t e r a l  c h a n g e s  i n  l i p  a n d  c h i n  m o r p h 0 1 0 g y  a s  a  r e s u 】 t  o f  o r t h o g 、
n a t h i c  s u r g e r y
K a w a u c h i  M ,  s a c h d e v a  R ,  B O S S 0 Ⅱ a  E ,  M i t a n i  H ,  W O H o r d  L , ( 1 9 9 2 ) 第
2 Ⅱ 川  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o r  D e n t a l  R e s e a r c h ,  B o s t o n ,  U S A
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235 ト1fヰ・川蓋縫合二汰軟骨に対する拡火力の影糾に関する免疫組織化学的研ラ ソ
究
商橋一郎,溝Π到,小村雅典,加1賀山γ,・气谷英大, a992)第341川
歯科基礎医学会岡山
TWO-jawsurgery適用に件う顎骨の移動様相と術後安定性との関係について
大森勇市郎,菅原準二,二t谷英夫,長坂深;,川村イ1, a992)第51回
Π本矯止怯仟斗学会火宮
改良梨MD法(CXD)による骨塩、鎚と令身成熟の訓三価第 1蛾:鯲'常小児年
齢別基準値の設定
仇獣亨至,阿部まちよ,.モ谷英夫,戸川1啼雄,妹IY和屶,(1992)第511川
H本矯正網科学会大包
顎矯IF治療後のガム岨噛司嘱東が顎Π腔機能に及ぼす効果について第1桜
ATP吸光度法による岨咽能力のa平価
岩泉とも子,菅原準_ニ,賓 1厶通,_'谷英夫,川村イ_1,柴1Ⅱ柾樹,(1四2)
第511川Π人矯正'仟平学会人宮
顎機能異、'常を伴う顎変形症の診断と治療第・・縦爪度の過谷皎介を什う
MPD症候群の・イ列
五卜嵐燕,菅原準_ニ,二ξ谷英夫,長坂浩,仏湛璽修一,川村仁, a992)
第8回東北矯正歯科学会廉岡
Acceptableocdusion を有する者の骨格パターンを表現する特微゜凹川:顎矯止
外科における Treatmentgoa1の検11
渡辺雅彦,菅原淮_ニ,述藤教昭,佐藤亨至,ニ(谷英夫,川村仁,(]992)
第2回日本顎変形症学会京都
顎矯正外科治療を適用した反対皎介者の唄咽能力の術後変化ATP吸光度法に
よる縦断的部価
岩泉とも f,營原準_L,大森勇「Ⅱ郎,一ι谷英犬,長坂冶,川村イム,(1992)
第8回東北矯正閑科学会犠岡
ト'顎枝欠状分割術とド顎枝垂1白丹吻り術を組み介わせた複合型骨Wり術によっ
て顎関節症状の改善をみた顔面非対称の2例
梅森芙島・f,菅原準二,・モ谷英夫,長坂淵;,川村イ、1,茂人克俊, a992)
第21川Π本顎変形症学会京都
先大性鮒原性艇胞に起因した市度開皎症の1例チーム・ブプローチによる
長棚皎介管理
菅原靴_ニ,梅森美島子,二谷英夫,長坂浩,川村イ1,真柳秀昭,金川
・赤屯f, a992)第51回Π本矯lf歯科学会大宮
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顎 矯 ' 外 科 治 療 仙 後 の 枇 音 様 相 の 観 察 ・ ・ ・ ・ 顔 而 非 対 朽 仟 列 に つ い て
粟 牛 . 田 俊 彦 , イ ? 原 御 ι 二 , 河 「 人 N 紛 彦 , 人 森 勇 l h 郎 , 三 谷 英 夫 , 川 村 イ 1 , 茂
木 党 俊 , ( 1 9 9 2 ) 第 2 1 川 Π 本 顎 変 形 症 学 会 京 都
血 接 式 ア ン ケ ー ト 開 査 に よ る  T W O - J a w S 磁 g e r y の 治 療 成 織 の 訓 1 価
菅 原 沖 ; _ ニ , 大 森 勇 市 郎 , 梅 森 美 酔 i f , 二 ι 谷 英 大 , 川 村 心 ,  R 坂 淵 ; , 茂
人 克 俊 ,  a 9 9 2 ) 第 2 1 川 Π 本 顎 変 形 症 学 会 京 都
長 期 術 後 経 過 症 例 の 顎 機 能 の 評 価
藤 井 智 巳 , 菅 原 難 二 , 桑 原 聡 , 萬 イ や 払 毅 , 大 森 勇 市 郎 , ・ ' 谷 英 夫 , 川 村
イ 1 , 茂 木 克 俊 ,  a 四 2 ) 第 2 1 川 日 本 顎 変 形 症 学 会 京 都
顎 変 形 症 戀 者 に お け る 顎 1 矧 節 症 状 の 発 現 状 況 に つ い て
佐 藤 修 ・ , 川 村  f 二 , 長 坂 浩 , 後 藤 哲 , 佐 藤 英 明 , Ⅲ 小 秀 樹 , 茂 木 党
俊 , ゛ ・ 原 推 _ ニ , 三 谷 萸 夫 , ( 1 9 9 2 ) 第 2 回 Π 木 顎 変 形 症 学 会 京 都
十 分 な 固 定 が 得 ら れ る た め の 高 位 骨 功 航 線 に よ る  L e  F o r t l o s t e 0 加 m y
川 村  f ' , 長 坂 沿 , Ⅲ 中 秀 樹 , 後 際 哲 , 仇 藤 修 ・ , 茂 木 党 俊 , 心 、 原 準
人 森 勇 市 郎 , 三 谷 英 夫 ,  a 明 2 ) 第 2 師 1 日 本 顎 変 形 症 学 会 京 都
,
顎 変 形 症 懲 者 の 顎 矯 正 手 術 前 後 の 顎 関 節 機 能 P I X に つ い て
長 坂 沿 , 川 村 イ 1 , 佐 j 佳 英 明 , Ⅱ 1 小 秀 樹 , 後 j 藤 哲 , 鎌 倉 快 治 , 佐 膝 修
, 茂 人 克 俊 , , 誇 原 準 二 , 二 1 谷 英 火 ,  a 明 2 ) 第 2 回 Π 本 顎 変 牙 多 , ● γ 会
京 都
顎 顔 画 骨 の 晩 朔 成 長 変 化 ト 顎 曲 突 症 を 対 ' 象 と し て ー
二 谷 英 夫 ,  a 9 9 3 ) 第 3 ! 川 Π 本 顎 変 形 症 学 会 総 会 ( 1 き 別 諸 逃 扮 大 1 坂
パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ビ ュ ー タ を 用 L ヅ ' ご 円 ・ 塩 躍 何 件 斤 シ ス テ ム の 開 発
佐 麒 亨 全 , 阿 部 ま ち よ , ニ ( 谷 英 大 , ( 1 帰 3 ) 第 9 1 旦 1  東 北 矯 1 1 1 歯 1 斗 学 会
福 島
骨 年 齢 ( T W 2 法 ) を 用 い た 上 ・ ド 顎 骨 の 成 長 予 測 第 1 蛾 重 回 帰 分 析 を 用
い て
佐 愁 亨 至 , 阿 部 ま ち よ , 二 1 谷 英 夫 ,  a 明 3 ) 第 5 2 師 1 日 本 矯 I F 歯 科 学 会
肥 児 島
A n a ] y s i s  o f  l i p  s e a l i n g  f u n c t i o n  i n  o p e n - b i t e
U m e m o r i  M ,  s u g a w a r a  J ,  K a w a u c h i  M ,  M i t a n i  H , ( 1 9 9 3 ) 第 7 1 1 U 1  1 n ・
t e r n a t i o n a l  A s s o d a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  c h i c a g o ,  U S A
骨 年 畍 ( T W 2 法 ) を 用 い た 」 _ ニ ・ ド 顎 骨 の 成 長 予 i 則 錦 2 桜  T 血 頻 血 の 標 御 1 成
長 曲 線 を 用 い て
佐 喋 亨 全 , 白 上 祥 樹 , 阿 部 ま ち よ , 二 谷 英 夫 ,  a 9 9 3 ) 第 記 回 日 本 矯 l f
爾 科 学 会 鹿 児 島
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2郭 現代Π木人正常皎介の形態的特徴について第・縦:歯冠の大きさおよび網列
弓形態の検討
石原勝利,山内粘,佐献、亨全,」1谷英火,(1993)第91田東北矯正歯
科学会福島
現代日木人正常皎介の形態的噛徴について第二縦:顎顔面形態の検,付
IU内枯,石原勝利,佐藤亨至,二1谷英犬, a993)第9回東北矯iF爾
科学会福島,
現代Π本人正常皎合の顎態の特徴について
石原勝利,山内砧,白上祥樹,佐藤亨至,'谷英火, a993)第52阿
日木矯正歯科学会鹿児島
成長期ラット、ト顎獣川炊骨におけるグリコサミノグリカンの局在
高橋・一郎,溝Π到,符野泰之,佐藤正雨,ー(谷英大, a993)第52山1
Π本矯正歯科学会鹿児島
ラット切歯部皎合挙士_がド頻野沌欠丹の1型,Ⅱ型コラーゲンの動態に及ぼす影
,非J5
1 '1
佐際正餓,満Π剣,商橋・・'部,笹野泰と,三谷英大, a993)第521引
日本矯11{歯科学会鹿児島
前歯および小臼歯の石灰イ目捌始遅延について
粟生.川俊彦,佐藤亨至,満口到,菅原準二,三谷英大, a993)第91川
東北矯正歯科学会福島
顎矯正外科治療適用後長期絲過した反対皎介症例における岨噛迎動経路の定吊
的評価
河内満彦,藤井智巳,悩,原準_",川村イ1,・三谷央火, a993)第記1リ1
U本矯正歯科学会鹿児島
反対1安合症の顔面骨格タイプのヰ寺微一外科群と非外科群について
大治沽美,菅原凖_ニ,大森勇市郎,、三谷央犬,川村イ1, a993)第31・1
日不顎変形症学会大阪
上卜顎肺"寺移動袮/(Le Fort 1型骨UJり術十ド顎枝爪1占骨U」り術)を施行した
顎関節症状を有する開皎症例
梅森美嘉・f,心,原礼k_ニ,'.谷英夫,長坂沿,川村イ1, a993)第3山1
Π<顎変形症学会大阪
ド到斗支矢状分割術と卜顎枝m1■丹御り術を組み介わせた複介型骨功り術によっ
て顎1刈節症状の改訴をみナd象而非対励寸列
梅森美饒;イ・,菅原準_ニ,_'谷英夫,長坂沿,川村イ1, a明3)第3山1
日本顎変形症学会人阪
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C X D 法 お よ び D I P 法 に よ る 能 常 小 児 イ 門 冷 別 基 准 仙 の 比 帷
佐 藤 デ 至 , 阿 部 ま ち よ , 一 谷 英 夫 , 松 岡 尚 史 , 村 1 Ⅱ 光 範 ,  a 9 9 3 ) 第 Ⅱ [ 川
Π 本 骨 代 謝 学 会 横 浜
改 良 型 M D 法 ( C X D ) に よ る 骨 塩 吊 と 令 身 成 熟 の ' i 平 価 第 2  縦 下 1 買 丹 の 成
長 ポ テ ン シ ャ ル の 評 仙 i に つ い て
阿 部 ま ち よ , 佐 喋 亨 全 , - 1 谷 英 夫 , 戸 川 啼 雄 , 妹 背 和 夫 ,  a 鯛 3 ) 第 5 2 回
Π 本 矯 正 掬 科 学 会 馳 児 島
E 丘 C c t s  o f  e x p a n s i v e  { o r c e  o n  d i f f e r e n t i a t i o n  o f  m i d p a 】 a t a l  s u t u r e  c a r t i l a g e
T a k a h a s h i l ,  M i z o g u c h i l ,  N a k a m u r a  M ,  s a s a n o  Y ,  K a g a y a m a  M ,  M i t a n i
H ,  a 9 9 3 ) 群 芽 1 1 U 1  1 n t e r n a t i o n a l A s s o c i a t i o n  f o r  D e n t a l R e s e a r c h ,  c h i c a ・
g o ,  U S A
顎 矯 l f 手 術 を 適 用 し た 骨 格 型 下 顎 荊 突 症 の 術 後 " 平 価 一 岨 明 筋 筋 逃 図 に よ る 検
討
川 村 イ ニ , 長 坂 港 ,  U , リ 佳 修 ・ ー , 茂 人 克 俊 , 管 原 御 ; _ ニ , 三 谷 英 夫 ,  a 的 3 )
第 3 回  U 本 顎 変 形 症 学 会 大 阪
顎 矯 正 外 科 治 療 後 の ガ ム 岨 1 悟 訓 練 が 岨 咽 能 力 と 皎 介 力 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て
賓 広 道 , 岩 泉 と も f , 菅 原 凖 二 , 二 ξ 谷 英 犬 , 川 村 イ t , 柴 醐 刷 洋 耐 ,  a 9 9 3 )
錦 3 回 Π 木 顎 変 形 症 学 会 大 阪
顎 矯 1 1 1 外 科 治 療 後 の ガ ム 岨 咽 訓 練 が 顎 Π 腔 機 能 に お よ ぼ す 効 果 に つ い て
菅 原 沖 三 _ L , 賓 広 道 , 原 と も  f , 藤 井 都 巳 , 三 谷 英 夫 , 石 川 久 史 , ( 1 9 9 3 )
第 4 1 ・ 1 日 木 岨 咽 学 会 東 京
顎 矯 正 治 療 後 の ガ ム 岨 咽 訓 練 が 顎 Π 胖 機 能 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て 錦 2 轍 : 岨
咽 能 力 , 皎 介 力 お よ ひ 皎 介 接 触 点 の 変 化
原 と も 了 ・ , 賓 広 道 , 菅 原 凖 二 , 二 ξ 谷 英 夫 , 川 村 イ _ : , 石 川 久 史 ,  a 9 9 3 )
第 訟 同 日 本 矯 正 粛 科 学 会 鹿 児 島
T W O - j a w  s U 壌 e r y 適 用 症 例 の D e b o n d i n g 後  5 年 経 過 時 ま で の 顎 態 変 化
菅 原 準 二 , 賓 広 道 , 大 森 勇 市 郎 , 二 谷 英 火 , 長 坂 浩 , 川 村 仁 , ( 1 9 9 3 )
第 3 回 Π 本 顎 変 形 症 学 会 大 阪
顎 機 能 異 ' 常 を 什 う 顎 変 形 症 の 診 断 と 治 療 第 2 桜 : 右 側 円 砥 関 節 ク ロ ー ズ ド ・ ロ
ツ ク を イ ' r う 骨 絡 型 反 対 皎 介 症 の ・ ・ イ 列
菅 原 半 二 , 三 谷 萸 夫 , 長 坂 浩 ,  U ' 藤 修 ・ ' , 川 村 七 , 人 村 * 平 , ( 1 9 9 3 )
錦 9 1 ・ 1  東 北 矯 正 閑 科 学 会 福 用 ,
L i p  a n d  t o n g u e  c o n t a d  t o  v a r y i n g  i n c i s o r  p o s l t l o n s
K a w a u c h i  M ,  E n g  工 入 7 ,  s a c h d e v a  R ,  K a n a m o r i  Y ,  s u g a w a r a  J ,  A o u d a  T ,
M i t a n i  H , ( 1 9 9 3 ) 第 7 1 1 0 1  1 n t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h
C h i c a g o ,  U S A
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275睡賦"、ケ無呼吸がみられた顎変形症について
高橋杏子,田中秀樹,佐献修・・,川村仁,茂人克俊,菅原御三_ニ,'谷央
火, a993)第24川東北大学幽学会仙台
顎矯11{治療後のガム岨咽訓練力汚廼Π腔機能に及ぼす効果について第3 縦:岨
噛りズムの変化
藤井符巳,賓広道,原とも、f,菅原禅三二,三谷英夫,川村イ',石川久
史, a993)第521回Π本矯正歯科学会鹿児島
顎矯正手術後の開Π域の経時的変化について
長坂沿,川村イ:,佐際修一・,茂木克俊,菅原準_L,'谷英夫,遠際義
隆,商橋善男, a993)第3回日本顎変形症学会人阪
Evaluation of late growth of clasS 111 mandibles
MitaniH, a994) The MidwestcomponentofEdward H. Angle sociely of
Orthodontists, C]eveland, USA
Hist010gic study of experimenta】 tooth movement in streptozotocin induced
diabetic rats
MitaniH,(1994) The Midwest component of Edward H. Angle society of
Ort110dontists, cleveland, USA
非抜歯治療について
→谷萸夫, a994)第10回東北矯正歯科学会(教育i"丘御仙台
骨牙細胞様細胞株ROS 17/2.8の""葵結合型カゼインキナーセに対する 1,25
(OH)2D3 の作用について
沽水義之,三谷英夫,(1994)第361川歯科基礎医学会豊中
破骨'細胞の分化とインテクリンαVβ3 の発1莞
下葉美麗,三谷英夫, a994)第36回閑科基礎医学会躯中
1月波数分析を用いた垂旧n切頚而骨格パターン別の皎筋機能の解析成人女子
について
萬代弘毅,三谷英大, a994)第41川Π本顎変形劾1学会鹿児島
骨芽剤Ⅲ抱様細胞株ROS 17/2.8 から精製Lた仏"英結介梨カゼインキナーゼⅡに
関する研究
油水義と,三谷英夫, chou Bing wu, a994)第53山1 Π本矯正隠イ科学
Z、、 刑Ⅷ_1
レチノイン酸による無H此丹細胞前駆細胞インテクリンαVβ3の発現閖節機枇の
解析
千葉美麗,-1谷英夫,タイテルバウム, S.上.,(1四4)第]21司日本骨代
謝学会新潟
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イ 岐 丹 細 胞 舸 駆 細 胞 イ ン テ ク リ ン α V ' 玲 の 兆 現 誘 遵
下 柴 美 麗 , - 1 谷 英 夫 , タ イ テ ル バ ウ ム ,  S .  L . , ( 1 9 9 4 ) 第 5 3 1 可 Π 本 矯 1 下
掬 科 学 会 郡 山
片 側 口 馬 Π 維 製 患 者 の 顎 顔 血 形 態 と C h i n c a P の 整 形 力
干 徳 仁 , _ ξ 谷 英 夫 , 迄 地 名 、 f , ( 1 9 9 4 ) 第 1 8 回 日 本 Π 谷 裂 学 会 吹 Ⅱ 1
ポ ジ ト ロ ン C T に よ る 岨 噛 " 剖 脳 血 流 動 態 と 皎 介 形 態 と の 関 迎
佐 縢 亨 至 , マ ル コ ・  A  ・ メ ヒ ア , 三 谷 英 火 ,  a 9 9 4 ) 第 5  回 日 本 岨 咽 学
人 阪会
内 分 泌 指 枳 を 用 い た 思 春 瑚 後 期 の ド T Π 丹 残 余 成 長 吊 の 評 価
阿 部 真 也 , 佐 藤 亨 全 , ξ 谷 英 大 ,  a 9 9 4 ) 第 5 3 1 百 1 日 本 矯 正 掬 科 学 会 郡 1 1 1
思 イ 村 鋼 性 成 長 ビ ー ク 前 に お け る 機 能 的 矯 正 装 朧 山 i o n a t o r ) の  r 顎 骨 ' 成 長 に 対
す る 効 果
楠 元 1 1 子 , 佐 際 亨 至 , 二 谷 莢 夫 ,  a 9 9 4 ) 第 2 6 1 川 東 北 大 学 歯 学 会 仙 台
下 顎 第 _ ム 小 臼 山 の 連 紕 抜 去 を 行 っ た 2 症 例 の 長 棚 術 後 評 価
坂 本 恵 美 「 , 菅 原 准 二 , 一 三 谷 英 夫 ,  a 四 4 ) 第 1 0 【 " 1  東 北 矯 」 f 歯 科 学 会
仙 ム
側 切 掬 抜 歯 に よ っ て 皎 介 の 円 継 成 を 行 っ た 2 症 例 の 長 期 術 後 評 価
北 浩 樹 , 營 原 准 二 , ー ( 谷 英 犬 ,  a 鯛 4 ) 第 1 0 1 ・ 1 東 北 矯 正 歯 科 学 会 イ 【 1 治
第 _ ム 小 f " ・ 骨 塩 1 , に は ' 1 ・ f 骨 , 身 長 よ り  2 郁 遅 れ て 増 加 ピ ー ク を 示 す
阿 部 ま ち よ , 佐 藤 亨 至 , 一 ξ 谷 萸 夫 , 戸 川 時 雄 ,  a 9 9 4 ) 第 1 2 1 川 Π 本 岡 ' 代
謝 学 会 斬 潟
片 側 口 唇 Π 蓋 裂 患 、 者 の 製 側 中 釖 ル 井 仙 立 状 態 と j 月 冊 偲 沖 N 丹 形 態 と の 関 連 X 線 C T
を 用 い た 3  次 尤 的 評 佃 i
北 瀞 井 釘 , 仏 汀 ( 撫 ケ 全 , - t 谷 莢 犬 , ' ξ 地 省 f , ( 1 9 9 4 ) 第 1 8 回 Π 本 口 蒲 裂
学 会 吹 1 Ⅱ
成 長 瑚 に 小 臼 歯 抜 歯 を 受 け た 恕 、 名 の 成 人 期 顔 而 プ ロ フ フ イ ル に つ い て 非
抜 掬 治 療 例 お よ び 未 治 療 j E 常 皎 介 者 と の 比 較
白 士 祥 樹 , 山 内 桜 , 佐 縢 亨 个 , 三 谷 英 犬 ,  a 9 9 4 ) 第 2 6 回 東 北 人 ツ 唱 '
学 会 仙 台
ラ ッ ト 外 側 堤 突 筋 の 活 動 竹 の 九 巡 が ド 顎 頗 軟 骨 の 組 織 分 化 に 及 ぼ す 影 響
商 橋 一 ' 郎 , 淋 Π 到 , 和 " f 泰 之 . , ・ モ 谷 英 夫 ,  a 9 9 4 ) 錦 5 3 匝 1 日 本 矯 正 抹 イ
科 学 会 郡 山
ビ ス フ ォ ス フ ォ ネ ー ト の j 品 所 投 与 が 掬 の 移 動 に 什 う 歯 根 吸 収 に 及 ぼ す 影 響
' 谷 英 犬 , ( 1 9 9 4 ) 第 郭 回  1 _ 1 本 矯 l f 歯五 十 嵐 蔵 , 足 立 時 紀 , 篠 田
,
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298Rn111剖に波る顕位および舌接触パターン分析用テレメータ無線システムの開充
金高弘?太,河1人」満彦,菅原準_ニ,.三谷英火,(1994)第531而1 Π本矯lf歯
科学会郡山
骨形成系の述いにおける細胞外基質およびアルカリフォスファターセ活竹の1■在
溝口到,高橋・郎,笹野泰之,佐ル女正倹,三谷英夫, q994)第脇回
日人矯正歯科学会刑川_1
ラヅト下顎頭軟丹における呈質介成能のΠ内変動
三谷英大, a994)第36回佐伯修・,五 1'嵐燕,大塚美重,篠田」■TJ ,
歯科基礎践学会艘中
小児翔における顎骨の大きさのSD スコアは成人においても保持されるか
佐藤宇至,阿部まちよ,楠尤林丁・,白_上祥樹,一三谷共火, a994)第51旦1
AUX010gy研究会東京
'扱丹の箸しい水乎的不調和を卜顎網列および舌の縮小術を含むTWO-Jaw sur・
によって改善した反対皎介症の一例gery
耿山佳奈子,管原難二,三谷英大,長坂 1告,川村仁,(1994)第4回
日本顎変形症学会馳児島
鋏状皎介と門勲妾退症を什一た重度の顔而非対称の1治験例
梅森美席・f,菅原凖_ニ,三芥英夫,長坂沿,川村イt, a994)第4回
Π本顎変形症学会鹿児島
チタン・インプラントを固定源にした矯正治療
菅原凖二,梅森芙嘉・f,・モ谷英夫,長坂浴,川村仁, a四4)第脇回
Π本矯圧山科学会郡山
縦断資料を用いた臼本人健常小児のCXD法による骨塩跿の検討
佐献,全,阿部まちよ,'谷英夫,松岡尚史,村田光範, a994)第28戸1
Π人小児内分泌学会千集
RusseⅡ一silver症候群2症例の顎顔面形態の特徴とその成長について
佐藤デ至,阿部まちよ, L三谷英夫,松岡尚史,村田光範, a994)群党81川
Π本小児内分泌学会千葉
顎変形症患者の発音機能に対する顎MY正外科于'術の影劉・・舌接触パターン,
顎運動及び発声音の解析第 1轍:術市j群について
秋山佳奈 f,河1人]満彦,菅原稚二,梅森美饒i・f,金森古成,二1谷央大,(1994)
第53回口本矯正歯科学会郡山
顎変形症における顎関節症状の疫ツ泊辧胡査・特・に皎介および顎顔血形態との
関連について
森号1代・f,菅原凖_ニ,梅森美島子,三谷英犬,長坂浩,川村仁,(1994)
第4回Π人顎変形症学会鹿児島
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T W O - j a w  s u r g e r y  を 適 応 し た 第 ' ・ 第 _ 二 鮒 弓 l m 候 群 の 二 治 験 例
白 士 祥 樹 , 菅 原 準 二 , 梅 森 美 饒 1 ・ f , ー ( 谷 英 夫 , 長 坂 粘 , 川 村 イ _ 1 , ( 1 9 9 4 )
第 4 1 可 日 木 顎 変 形 症 学 会 馳 児 僻 ,
術 後 の 安 l k 竹 1 を 吉 え た  m o d i f i e d  L e  F o r t l  o s t e o t o m y  と  r i g i d  f i x a t i o n
川 村 七 , 長 坂 浩 , 佐 膝 修 、 , 後 駄 哲 , 茂 木 兜 俊 , 悩 , 原 沖 1 _ L , 三 谷 英
夫 ,  a 9 9 4 ) 第 4 山 I  U 本 顎 変 形 症 学 会 鹿 児 島
平 成 4 年 度 卒 後 研 修 課 程 修 f 小 に よ る 症 例 炭 ボ
阿 部 ま ち よ , 原 と も 子 , 後 喋 安 史 , 大 森 御 美 , 賓 広 道 , 膝 井 智 巳 , 三 谷
英 夫 ,  a 9 9 4 ) 錦 1 0 1 叫 東 北 矯 正 歯 科 学 会 仙 台
顎 矯 正 外 科 治 療 後 の ガ ム 阻 咽 訓 練 が 術 後 の 顎 態 変 化 に 及 ぼ す 影 糾 に つ い て
寳 広 道 , 菅 原 準 _ ニ , 原 と も 子 , 二 1 谷 英 火 , 川 村 仁 , 鈴 木 義 久 , 石 川 久
史 ,  a 9 9 4 ) 第 4 1 川 日 木 顎 変 形 痔 学 会 鹿 児 島
下 ' 狽 骨 の 単 骨 洲 断 泉 剰 卸 上 胃 ' 凪 形 成 症 の  1 例 一 一 病 巣 部 の 骨 ・ 形 成 状 態 の 解 析 と 予 後
小 野 寺 健 , 笠 原 毅 弘 , 熊 本 裕 行 , 大 家 沽 , 佐 藤 修 ・ ー , 川 村 仁 , 菅 原 準
二 谷 英 夫 , ( 1 9 9 4 ) 第 2 5 1 ・ 1  束 北 人 学 歯 学 会 仙 台
^
T W O - J a w  S Ⅲ g e r y  と 水 酸 ア パ タ イ ト ・ り ン 酸 三 カ ル シ ウ ム 複 合 休 移 柚 で 治 療
し 九 顔 而 井 対 称 の 1 例
速 愁 義 隆 , 川 村 イ ' , 高 橋 筵 男 , 長 坂 浩 , 茂 木 克 俊 , 梅 森 美 島 Υ ・ , 菅 原
準 _ ニ , ・ 三 谷 萸 夫 ,  a 9 9 4 ) 第 2 0 回 Π 本 Π 1 搾 外 科 学 会 北 Π 人 地 力 会 旭 川
矯 正 治 療 に よ る 皎 介 再 構 成 と ド 頻 枝 垂 適 骨 U J り 術 ( 1 V R O ) に よ っ て 対 応 し た
顎 関 衝 訂 勾 1 算 の ・ ・ イ 列 に つ い て
代 元 巳 弥 , 菅 原 獣 _ L , 藤 井 智 巳 , 三 谷 英 夫 , 後 獣 哲 , 長 坂 浩 , 川 村
仁 , 茂 ポ 兇 俊 , ( 1 9 9 4 ) 錦 2 6 回 東 北 大 学 歯 学 会 仙 台
顎 矯 仟 外 科 治 療 後 の ガ ム 岨 嘱 訓 練 が 岨 咽 運 動 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て
藤 井 御 巳 , 菅 原 難 二 , 賓 広 道 , 原 と も イ , ' 谷 英 夫 , 長 坂 浩 , 川 村
仁 , 鈴 木 義 久 , 石 川 久 史 ,  a 9 9 4 ) 第 5 回 Π 本 岨 咽 学 会 大 阪
良 好 な 術 後 の 安 定 性 を 示 し た  R i g i d n x a t i o n  を 併 用 し た T W O - J a w s u r g e r y
長 坂 浩 , 川 村 イ 」 , 1 麹 係 哲 , 鎌 倉 快 治 , 佐 際 修 ・ ・ ・ , 茂 木 兇 俊 , 營 原 準
三 谷 英 夫 , 遠 藤 義 隆 , 商 橋 善 屶 ,  a 9 9 4 ) 第 4 回 Π 本 顎 変 形 抗 学 会
,
鹿 児 島
ト 1 ゞ 顎 同 Π J 」 移 動 術 お よ び 腸 骨 移 杣 術 を 行 っ た 糖 尿 病 患 者 の 治 療 経 験
遠 際 義 隆 , 高 橋 義 屶 , 遉 藤 真 弓 , 川 村 仁 , 長 坂 浩 , 茂 木 兇 俊 , 菅 原 準
' 谷 英 夫 , 宍 戸 訂 ・ ・ ・ ・ , 相 原 健 , 休 久 1 瑚 宗 臣 , 小 ; 惜 ル 長 夫 ,  a 9 9 4 ) 第
ー ^ 岡 ,
4 7 1 川 東 北 地 区 怯 仟 斗 医 学 大 会 福 島
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319思存期の成長と骨'年船
仇際真理,川小敏_市,佐藤亨至,二谷英夫,村Ⅲ光範,多Ⅷ繩半谷子,松岡
尚史,松尾宣武,安蔵慎,芦澤玖美,大槻文夫,立花兇彦,(1四4)第
28回日人小児内分泌学会千葉
E丘ects and limitations ol chincap orthopedic therapy to dasS 111 malocclusion
MitaniH, a995)第281川大韓歯科矯IF学会 The 2nd Asian-pacific
Orthodontic conference (特牙11講演)ソウル,韓国
The e丘ects of chin cup headgear on clasS 111 Correction : Good or Bad ?
MitaniH, a995)第95回 American Association 010rthodontics Annual
Session (招1!」・i品淡)サンフランシスコ,米岡
Advanced speciality education of orthodontics in Japan
MitaniH, a四5)国際矯正歯科教育者会議サンフランシスコ,米則
顎外力に関する論争点
二谷央火,(1995)'95仙台 ClasS1Πシンポジウム(基,凋i苗禅D 仙台
ポジトロンCT(PET)を用いた不正皎合者の岨咽f1寺脳血流動態の検討
佐藤、亨至,'谷英夫,(1995)第54回Π本矯正掬科学会札幌
骨芽細W畊兼細胞MC3T3E1の分化成熟過程とカゼインキナーゼ活性について
沽水義之.,三谷英夫, a995)第13「川山科基礎医学会東京
成長期サル、ド顕頸軟骨における1型およびⅡ型コラーゲンの局在について
満Π到,高橋・一郎,'ι谷英夫,(1995)第81川Π本;顎関節学会横浜
ラット正中U論縫介岻骨に対する圧縮力の影糾第1轍一
斎滕修司,高橋一部,'谷英大,(1995)第54N1 Π人矯正歯科学会札幌
ト,、F顎制'成長にヌ寸する成長ホルモン投与の影刈について
楠j計* f,佐藤デ至.'谷英大, a995)第6 山I AUX010gy研究会東京
恐粍期性成長ビーク前に適用した機能的矯正裴織田ionator)の、F顎骨成長に
対する効果
楠兀桂・f,佐鰹亨至,三谷英火, a995)第Ⅱ1田東北矯正掬科学会嵯、前
顎整形裴縱および機能的矯正裴朧の、ド;賢丹成長に対する舒乎価 ト顎竹橡唯
成長曲線を用い九検ふ}ー
楠元村ff,仇藤,至,ー(谷英夫, a995)第54山1 Π人矯止歯科学会札幌
皎介育成における顔血非対称への対応を老える
菅原準二,梅森美島f,_'谷英夫, a995)第54回日本矯IF歯科学会
札幌
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P u r i f i c a t i o n  a n d  c h a r a d e r i z a t i o n  o f  m e m b r a n e - a s s o d a t e d  c a s e i n  k i n a s e  1 1
f r o m  R O S  1 7 / 2 . 8  C e 1 1 S
S h i m i z u  Y ,  W U  C - B ,  N g  A  ,  M i t a n i  H ,  a 9 9 5 ) 芽 党 回  A s i a n - p a c i f i c
O r t h o d o n t i c  c o n f e r e n c e ,  s e o u l ,  K o t e a
T y p e s  l , 1 1  a n d  1 1 1  C 0 Ⅱ a g e n  i n  t e m p o r o m a n d i b u l a r  j o i n t s  o f  g r o l v i n g  m o n k e y s
M i z o g u c h 江 ,  T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y  ,  M i t a n i  H ,  a 9 9 5 ) 第  2  回  A s i a n -
P a c i f i c  o r t h o d o n t i c  c o n f e r e n c e ,  s e o u l ,  K o r e a
S k e l e t a l  m o r p h 0 1 0 g y  a n d  d e n t a l  a t t r i t i o n  i n  f e m a l e  a d u l t s  w i t h  n o r m a l  o c d u ・
S l o n
3 3 3
3 3 4
L e e  w - J ,  M i z o g u c h H ,  s a t o  K  ,  M i t a n i H ,  a 9 9 5 ) 第  2 1 " 1  A s i a n - p a c i f i c
O r t h o d o n t i c  c o n f e r e n c e ,  s e o u l ,  K o r e a
C r a n i o f a d a l  g r o w t h  o f  m a n d i b u l a r  p r o g n a t h i s m  d u r i n g  t h e  p u b e r t a l  g r o w t h
P e r i o d
S u g a w a r a  J ,  s a k a m o t o  E ,  u m e m o r i  M  ,  M i t a n i  H , ( 1 9 9 5 ) 第 7 3 1 " 1  1 n ・
t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  s m g a p o r e
多 変 吊 二 飢 析 に よ る 反 対 皎 介 症 の 顔 血 パ タ ー ン の 分 類 一 外 科 群 と 非 外 科 1 1 Υ の
形 態 的 特 徴
人 沼 消 芙 , 菅 原 準 二 , 遠 藤 教 昭 , - 1 谷 英 犬 ,  a 9 9 5 ) 第 5 4 回 日 本 矯 l f 歯
科 学 会 札 幌
片 側 Π 唇 口 蓋 裂 恕 、 者 の 1 1 丘 胃 ' の 成 長 と  C h i n c a P  治 療 の 効 果 一 ・ 平 均 成 長 山 線
に よ る 而 平 価
下 徳 信 , 佐 j 捺 亨 全 , ゞ ÷ 地 省 、 f , ・ 三 谷 英 夫 , ( 1 9 9 5 ) 第 1 9 1 川 日 木 口 蕎 裂
だ j 女 1 1 マ  4 i j 只
オ ス テ オ カ ル シ ン と プ ロ コ ラ ー ゲ ン Ⅲ ぺ プ チ ド は 初 経 発 来 前 後 の 骨 挑 増 加
速 度 を よ く 反 映 す る
佐 献 亨 〒 , 阿 部 真 也 , 千 田 ま ち よ , 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 5 ) 錦 1 3 1 叫 Π 本 骨 代
誘 1 学 会 福 岡
ト ル コ 鞍 側 面 枯 と 丹 イ 下 齢 , 頸 顔 血 部 , 身 長 お よ び そ れ ら の 増 加 品 と の 関 連 に つ
い て
佐 膿 亨 全 , 楠 元 村 ÷ 、 f , 千 Ⅱ ほ ち よ , ' 谷 英 夫 ,  a 9 9 5 ) 第 6 回  A U X 0 1 0 g y
研 究 会 東 京
屶 f 骨 格 型 、 F 顎 前 突 者 の 思 界 川 W " 女 長 期 に お け る 顎 訂 { 血 頗 論 の 成 長 変 化
坂 人 忠 美 ・ f , 暫 原 沖 1 _ ニ , 梅 森 美 嘉 f , 三 谷 英 夫 ,  a 四 5 ) 第 6 [ 川  A U X 0 1 0 ・
g y 研 究 会 東 京
脇 5
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341 男f骨格型、F顎前突者の思春甥竹成長期における顎顔面頭蕎の成長変化
坂本恵美子,營原準二,梅森芙眺if,_'谷英犬, a995)第54回日本矯
正歯科学会札幌
Open-bite correction by ]ower molar intrusion utilizing skeletal anchorage
System(SAS)
Umemori M, sugawara J, Mitani H, Nagasaka H, Kawamura H,(1995)
第 2 1ijl Asian-pacific ort]10dontic conference, seoul, Korea
Diurnal variation of to0小 movement in response to orthodontic force
Miyoshi K,1garashi, K saeld s, shinoda H, Mitani H, a995)第 21川
Asian-padfic orthodontic conference, seoul, Korea
E丘ects of expansive force on diflerentiation of midpa]atal suture cartilage
Takahashil, Mizoguchil, sasano Y, saitoh s, Mitani H, a995)第 2 即1
Asian-padfic orthodontic conference, seoul, Korea
ラヅドF顎頭軟骨におけるグリコサミノクリカンの局在の加齢変化
局橘・郎,満口到,符野泰と,斎愁修百1,二1芥英夫, a995)第541可
日木矯正歯科学会札幌
矯止学的外力に対する組織の反1心竹にみられる日内変動第・ー・桜:明期と暗期
に間欠的に適用した_r狽側力拡大力の効果について
五十嵐燕,_三好康太郎,仏:伯修一,篠Ⅱ1 にf,一三谷英犬,(1995)第541・1
日本矯止歯科学会札幌
インターネットのWWW を用いた矯正診断用マルチメディア1i乍イ列データベー
スの枇築
遠欣教昭,佐滕亨全,干徳イH,'谷英大,進藤淵i・・,(1995)第54回
日ポ矯正歯科学会札幌
・、F'顎骨の移動力向別に分類した袮j後軟組織側貌・丁・訓1に関する研究(鮮乳
縦)
河1人」満彦,菅原凖_ム,松尾健一',.三谷英夫,川村イ1,(1995)第5川
日本顎変形症学会浜松
矯正治療の固定源としてチタンミニプレートシステムの'用と術後経過について
jそ坂浩,川村仁,茂木兇俊,梅森美島・f,菅原獣_ニ,二1谷英大,(1995)
第54回Π本矯正網科学会札幌
垂迫的卜凱丹過小に対する、ド狽丹座質丹移杣を併用した Le Fortlosteotomy
後膝哲,川村仁,長坂 1告,茂人克俊,菅原準二,・三谷央火, a995)
第Ⅱ川東北矯lf歯科学会弘前
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外 科 的 矯 正 治 療 に 伴 う 皎 介 力 お よ び 皎 介 接 触 血 粘 の 変 化 一 皎 合 力 測 定 フ ィ
ル ム を 用 い た 横 断 的 研 究
御 代 則 浩 伸 , 賓 広 道 , 菅 原 準 二 , 坂 本 恵 美 了 、 , 三 谷 英 夫 , 川 村 仁 , ( 1 9 9 5 )
第 Ⅱ 同 東 北 矯 正 歯 科 学 会 弘 駒
ス ケ レ タ ル . ア ン カ レ ッ ジ . シ ス テ ム ( S A S ) を 利 用 し た 開 皎 症 の 矯 正 治 療
梅 森 美 嘉 子 , 菅 原 準 二 , 二 谷 英 夫 , 長 坂 浩 , 川 村 仁 , 茂 木 克 俊 , ( 1 9 9 5 )
第 5 4 血 1  Π 木 矯 l f 歯 科 学 会 札 幌
外 科 的 矯 圧 治 療 を 施 し た 態 、 者 に 対 す る ガ ム 岨 咽 訓 練 の 筋 遊 以 1 学 的 評 価
萬 イ や 払 毅 , 菅 原 準 二 , 賓  j 厶 道 , 二 t 谷 英 火 , 川 村 仁 , 鈴 木 義 久 , ( 1 9 9 5 )
第 6 回 日 木 岨 噛 学 会 名 古 屋
平 成 5 年 度 卒 後 研 修 課 郡 修 了 生 に よ る 症 例 展 示
仏 H 訂 修 ' , 石 原 勝 利 , 大 詔 沽 美 , 佐 藤 正 爾 , 萬 代 弘 毅 , 山 内 積 , 三 谷 英
夫 , ( 1 9 9 5 ) 第 Ⅱ 回 東 北 矯 正 尿 イ 科 学 会 弘 前
我 々 が 行 っ て い る ド 顕 枝 欠 状 分 割 法 に お け る チ タ ン ・ ミ ニ プ レ ー ト 固 定 法
川 村  t , 長 坂 浩 , 後 藤 哲 , 佐 藤 修 ・ , 茂 木 克 俊 , 管 原 難 二 , 三 谷 英
大 , ( 1 9 9 5 ) 第 5 回 日 本 顎 変 形 症 学 会 浜 松
若 イ r 忰 栖 尿 病 恕 、 者 に 対 し て 令 上 ド 顕 同 時 移 動 術 と 腸 骨 移 植 術 を 行 っ た ・ ・ イ 列
遠 藤 義 隆 , 商 橋 善 屶 , 川 村 仁 , 長 坂 浩 , 茂 木 克 俊 , 菅 原 準 二 , _ ξ 谷 英
夫 , ( 1 9 9 5 ) 第 5 1 司 Π 本 顎 変 形 症 学 会 浜 松
1 0 代 女 子 に お け る 尿 中 ビ リ ジ ノ リ ン , デ オ キ シ ビ リ ジ ノ リ ン と 丹 _ 吊 増 加 速 度 と
の 関 迎 に つ い て
佐 藤 ? 至 , 阿 荊 証 气 也 , 下 田 ま ち よ , 三 谷 英 夫 , 松 岡 尚 史 , 村 川 光 範 , 福 永
仁 夫 ,  a 9 9 5 ) 第 1 5 1 川 Π 本 骨 形 態 計 測 学 会 倉 敷
C l a s S  1 Π  t r e a t m e n t  -  T h e  l o n g  t e r m  e 丘 e c t s  -  p a r t  l .  c l a s S  1 1 1 t r e a t m e n t
T h e  l o n g  t e r m  e 丘 e c t s  -  p a r t  2
M i t a n i  H , ( 1 9 9 6 )  c h a n g  G u n g  M e m o r i a l  H o s p i t a 1 2 0 t h  y e a r  A n n i v e r s a r y
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  f o r  D i a g n o s i s  a n d  T r e a t m e n t  o f  c l a s S  1 Ⅱ
M a l o c d u s i o n  ( " 別 1 怖 演 ) 台 北 , 台 湾
成 長 j 野 片 格 型 Ⅱ 級 皎 合 異 常 に 対 す る 非 外 科 的 ア プ ロ ー チ
三 谷 莢 火 , ( 1 9 9 6 ) 第 6  回 日 人 顎 変 形 症 学 会 総 会 ( フ ォ ー ラ ム ) 仙 台
ト 顎 前 突 に 対 す る チ ン キ ャ ヅ プ 治 瞭 の 効 果 と 問 題 点
' 谷 英 夫 , ( 1 9 9 6 ) 鹿 児 島 歯 科 矯 正 研 究 会 講 演 鹿 児 島
R o l e  o f  c a s e i n  k i n a s e  a c t i v i t i e s  i n  t h e  f u n c t i o n  o f  M C 3 T 3 - E l  o s t e o b l a s t - 1 i k e
C e Ⅱ S
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S h i m i z u  Y  ,  M i t a n i H , ( 1 9 9 6 ) 第 7 4 1 リ 1,
t a l  R e s e a r c h ,  s a n  F r a n c i s c o ,  U S A
I n t e t n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n  o f  D e n ・
362顎変形症患老の発声音と調音運動
河内満彦,三谷英夫,(1996)第11司歯科医のための発音機能の談話会
東京
尿小骨イt謝マーカーとド顎骨成長との1矧連について
佐藤亨至,阿部真也,丁モ谷英大,(1996)第551川Π本矯Ⅱ1歯科学会福岡
片側件口唇顎製恋、者の顎裂部骨欠損形態について
北浩樹,幸地省子,_'谷英夫, a四印第郭回日本矯lf歯科学会福1叫
血中成長1渕迎1川・fを用いた丹格型、、ド頻前突痔におけるド頻丹成長終了"寺期の'十
価
阿部真也,佐喋亨全,一三谷萸大,(1996)染55回Π本矯Ⅱ1歯科学会福岡
MechanicalstresS に対するヒト歯根膜線紺芽剤Ⅲ抱の応答アルカリホスファ
ターゼ活竹について
崔店玄,千藥美麗,三谷英夫, a996)第郭山1Π本矯仟歯科学会福岡
成長ホルモン投ぢ・の顎骨成長に対する影撃喫こついて
佐藤亨令,柚尤柱子,三谷央夫, a明6)第301リ1日木小児内分泌学会
」1ijJ!、
骨芽剤Ⅲ抱様剤Ⅲ泡MC3T3-E1におけるメカニカルストレス受容機構の仰的i
下葉美脆,桜店玄,'谷英夫, a四6)錦14回日人骨'代謝学会大阪
テレメータシステムを用いた開皎症恕、者の活動時における頭位と舌位に関する
研究
金高弘恭,河内満彦,菅原凖二,二谷英夫,(1996)第61川Π水顎変形
症学会仙台
矯1[治療前後の皎頗候合状態と11H1将機能の評価感圧フィルム測定法および
ATP吸光度法を朋いた柑淋折的研究
御代田浩イ中,寳広道,壱・原準_ニ,ー(谷萸夫, a996)第30回東北大0を
歯学会仙台
矯正力による備の移動貼における掬根吸収と歯根歯質の竹状との関係に関する
研究低カルシウム食がラット臼歯歯根形成にケえる影Wについて
占川樹己,商橋'郎,沽水義と,一三谷英夫,(199印第郭回Π木矯iモ尿{
科学会福岡
矯正力による歯の移動時の掬1,勺組織におけるストレスタンパク質の充現と機能
に関する研究・1上縮力によるヒト網根映線維芽細胞のストレスタンパク質
の発現について
沽水筬之,千柴美脆,崔店玄,-1谷英大, a99印第郭1川Π人矯11.網
科学会福岡
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W W W  と 全 文 検 索 エ ン ジ ン W A I S に よ る 学 術 大 会 支 援 シ ス テ ム の 構 築
遠 藤 教 昭 , 佐 藤 亨 至 , 三 谷 英 夫 , 進 際 浩 ・ ,  a 9 9 6 ) 第 1 2 [ " 1  東 北 矯 正 歯
科 学 会 山 形
P r o f i l e  p r e d i c t i o n  d a s s i f i e d  b y  d i s p l a c e d  d i r e c t i o n s  o f  h a r d  t i s s u e s  i n  c l a s S  1 Π
S u r g i c a l  p a t i e n t s
K a w a u c h i  M ,  M a t s u o  K ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i  H ,  K a w a m u t a  H ,  a 9 9 6 )
第 7 4 1 回  l n t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  s a n  F r a n c i s c o ,
U S A
S k e l e t a l  a n c h o r a g e  s y s t e m  ( S A S )  f o r  o p e n - b i t e  c o r r e c t i o n
U m e m o r i  M ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i  H ,  N a g a s a R a  H ,  K a w a m u r a  H ,  a 9 9 6 )
第 9 6 回  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  o f  o r t h o d o n t i s t s ,  D e n v e r ,  U S A
矯 正 学 的 外 力 に 対 す る 組 織 の 反 応 性 に み ら れ る Π 内 変 動 第 二 Ⅷ : 掬 の 移 動 吊
と 組 織 形 態 計 測 学 的 変 化 に つ い て
二 好 康 太 郎 , 五 卜 嵐 燕 , 佐 伯 修 ・ ー , 篠 Ⅱ 」  i " , 二 ξ 谷 英 夫 , ( 1 9 9 6 ) 第 5 5 回
Π 本 矯 正 歯 科 学 会 福 岡
ラ ヅ ト 顎 顔 而 頭 篇 部 硬 組 織 に お け る 基 質 合 成 能 の Π 内 変 動
三 谷 英 夫 , ( 1 9 9 6 ) 第 5 5 1 川
! J
佐 伯 修 一 , 五 十 嵐 燕 , ニ { 好 康 人 郎 , 篠 Ⅱ 1
1 寸 ' ,
Π 本 矯 正 歯 科 学 会 福 岡
ル 縮 力 に よ る ヒ ト 歯 根 膜 線 紲 芽 細 胞 の ス ト レ ス タ ン パ ク 質 発 現 の 解 析
沽 水 義 之 , 沽 水 義 偏 , 千 葉 美 麗 , 崔 庸 玄 , 三 谷 英 メ ミ , ( 1 9 9 6 ) 錦 3 8 1 川
歯 科 " 礎 医 学 会 胤 須 賀
ヒ ト 歯 桜 膜 線 締 芽 絲 W 剛 こ お け る ブ ル カ リ フ ォ ス フ プ タ ー ゼ 活 性 に つ い て
千 柴 美 魔 , 崔 加 玄 , 渚 水 義 之 , _ ' 谷 英 夫 , 清 水 筵 信 ,  a 9 9 田 第 3 8 回
歯 科 基 礎 氏 学 会 桜 須 賀
1 二 ・ ド 顎 骨 の 移 動 ガ 向 別 に 分 類 し た 反 対 皎 介 禿 1 懇 名 の 術 後 側 貌 ・ H 則 と 軟 組 織 各
部 の 位 羅 変 化 に 関 す る 研 究
松 尾 健 ・ ・ ー , 河 内 満 彦 , 菅 原 # _ ニ , 三 谷 英 大 , 川 村 イ 、 : , ( 1 9 9 6 ) 第 郭 回
日 人 矯 止 歯 科 学 会 福 岡
ト , ・ 、 r 頻 骨 ・ の 移 動 プ j 1 可 別 に 分 類 し た 術 後 軟 組 織 側 貌  H 則 に 関 す る 研 究 ( 第 2 縦 )
多 変 址 所 析 に よ る 検 討
河 内 満 彦 , 松 尾 健 ・ ・ ー , 菅 原 推 _ ニ , 三 谷 英 犬 , 川 村 仁 ,  a 9 9 6 ) 第 6 回
H 本 顎 変 π 例 征 学 会 仙 台
ド 顎 枝 垂 直 骨 吻 り 術 ( 1 V R O ) 適 用 後 の 顎 態 の 安 定 竹 下 顎 枝 欠 状 分 削 術 ( S S R O )
と の 比 較
代 尤 巳 弥 , 心 ・ 原 準 _ ニ , ' _ ι 谷 英 夫 , 長 坂 浩 , 川 村 イ ニ , 茂 木 ゞ ι 俊 ,  a 9 9 6 )
第 3 0 山 1  東 北 大 学 網 学 会 仙 台
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383平成6午度卒後研修課郡修了生による症例展ボ
三谷英夫,粟牛田作奈f,阿司り气也,王徳信,北浩樹,白士ネ獣封,森
嘉代f, a996)第121リ1 束北矯lf歯科学会山形
経イf資翆Hこよる Peakbone masS 到注年齢の決定
佐際亨全,千Hほちよ,阿部真也,二谷英夫,松岡尚史,村則光範,福永
仁犬, a996)第16回Π本骨'形態訂劇学会新潟
下顎判丁而方移動術を適用したSkeletalclasS Ⅱ症例の術後安定忰について
伊藤純一,高橋一'郎,菅原準二,三谷英夫,長坂浩,川村イ1,茂木兇
俊,(1996)第6回Π本顎変形症学会仙台
小児骨塩品と食*・運動などの牛活習慣との関連について
佐藤デ至,千Ⅱほちよ,三谷英大,1_Ⅱ内邦昭,松岡尚史,村川光範,一ξ宅
健夫,塚原典r,江澤郁f,福永イ1夫,(1996)第141川Π本丹代謝学会
大阪
肴・年齢自動i平価システムの開発第1綴訂覗1パラメータについて
佐藤デ至,芦澤玖美,安藏椣,大槻文夫,釡f俊一,山中敏市,塚越兜
己,松尾宣武,松岡尚史,村田光範,三谷英夫,(1996)第7回 AUXO]0・
gy研究会束京
The e丘ects of extrinsic force to the mandibular growth
MitaniH,(1997)第71匝1 令南大学歯学部国際シンポジウム(1寺別Ji加D
韓国・光州
Growth ofthe clasS 1Ⅱ Face and E丘ects of chincap Therapy
Mitani H, a997)第611リ1 Annual session of pacific coast sodety 01
Orthodontics (噛努11;篝丘御ホノルル,米国
Growth ofthe prognathic face as related to the stabⅡity of clasS 1Π Correction
MitaniH, a997)第971UI Amaian Association of orthodontists Annual
Session (招待i吊演)フィラデルフィア,米国
A possible damage by chincap force on the mandibu】ar form and function
MitaniH,(1997) The Midwest component of Edward H. Angle society of
Orthodontists salasota, USA
下顎前突症に対する成長則チンキャップ治療の整形的効果と1製界
'谷英夫, a997)第35回Π人小児歯科学会大会付き別誥演)東京
チンキャップ治療の長期結宋
三谷央火,(1997)第38囲北加道矯正陶科学会人会(特別誥演)札幌
ド頻駒突症の;W須血成長変化とチンキャヅプ顎外力の効果と限界
三谷英夫, a997)第40["1 中・四同矯lf歯科学会大会(特別講ι扮福山
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T y r o s i n e  p h o s p h o r y l a t i o n  i n  t h e  m e c h a n i c a Ⅱ y  s t i m u l a t e d  o s t e o d a s t i c  c e 1 1  H n e
M C 3 T 3 - E I
C h i b a  M ,  M i t a n i H ,  a 9 9 7 ) 第 7 5 1 川  l n t e r n a t i o n a l A s s o d a t i o n  o l D e n t a l
R e s e a r c h ,  o r l a n d o ,  U S A
I n t r a c e ] 1 U l a r  s i g n a l i n g  p a t h w a y  i n  t h e  m e c h a n i c a 1 1 y  s t i m u l a t e d  o s t e o b l a s t i c  c e Ⅱ
Ⅱ n e  M C 3 T 3 - E I
C h i b a  M ,  M i t a n i  H , ( 1 9 9 7 ) 第 1 9 1 " 1  A m e r i c a n  s o d e t y  f o r  B o n e  a n d
M i n e r a l  R e s e a r c h ,  c i n c i n n a t i ,  U S A
骨 振 動 解 析 に よ る F 顎 骨 骨 質 測 定 シ ス テ ム の 開 発
佐 献 亨 至 , 三 谷 英 犬 , ( 1 9 9 7 ) 第 5 6 山 」 日 ポ 矯 1 モ 歯 科 学 会 東 京
イ ン タ ー ネ ヅ ト を 利 用 し た 矯 正 診 断 ・ 治 療 支 援
佐 j 係 亨 全 , 三 谷 英 夫 , ( 1 9 9 7 ) 第 5 6 1 川 日 木 矯 ! f 歯 科 学 会 東 京
圧 縮 力 に よ る ヒ ト 歯 桜 膜 線 維 芽 細 胞 の ス ト レ ス タ ン パ ク 質 発 現 の 解 析 第 2
般
清 水 裳 と , 岡 崎 雅 子 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 7 ) 第 3 9 回 南 科 基 礎 氏 学 会 北 九 州
長 叶 1 瑚 に 渡 る 頸 位 お よ び 舌 接 触 圧 測 定 用 無 線 テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 開 売 ( 第 ・ ・ '
縦 )
河 内 満 彦 , 金 高 弘 恭 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 7 ) 第 5 6 回 Π 本 矯 正 尿 仟 十 学 会 東 京
思 春 瑚 竹 成 長 ピ ー ク 以 後 に 前 歯 反 対 皎 合 の 再 発 を 牛 . じ た  S k e l e ね I c l a s S  Ⅲ の 成
長 変 化 に つ い て ・ 被 蓋 安 定 併 と の 上 則 安
崔 庸 土 , 佐 髞 デ 至 , 二 t 谷 萸 夫 , ( 1 船 7 ) 第 5 6 回 Π 本 矯 1 歯 科 学 会 東 京
j 用 棚 的 イ 小 展 刺 激 に よ る 骨 芽 剤 Ⅲ 泡 の M A P キ ナ ー ゼ の 活 性 化 に つ い て
千 菜 美 麗 , 山 口 希 災 , _ 三 谷 英 大 ,  a 鯛 7 ) 第 1 5 回 日 本 骨 イ 弌 謝 学 会 人 宮
骨 格 筋 細 胞 に 対 す る 機 械 的 仰 展 刺 激 の 影 劉 に 関 す る 仙 究
戸 塚 実 , 千 柴 芙 麗 , 二 ξ 谷 莢 夫 ,  a 9 9 7 ) 第 5 6 回 Π 本 矯 正 歯 科 学 会 東 京
歯 周 組 織 の メ カ ニ カ ル ス ト レ ス 受 容 機 構
山 Π 希 災 , 千 菜 美 麗 , 二 1 谷 英 夫 , ( 1 四 7 ) 第 5 6 [ 川 Π 木 矯 正 歯 科 学 会 東 京
A n a l y s i s  o f  t o n g u e  p o s i t i o n  b y  m e a n s  o f  w i r e l e s s  t e l e m e t e r  s y s t e m
K a n e t a k a  H ,  K a w a u c h i  M ,  s u g a w a r a  J ,  M i t a n i  H ,  a 9 9 7 ) 第 7 5 回  l n ・
t e r n a t i o n a l  A s s o d a t i o n  o f  D e n t a l  R e s e a r c h ,  o r l a n d o ,  U S A
C r a n i o { a c i a l  g r o w t h  o f  m a n d i b u l a r  p r o g n a t h i s m  d u r i n g  t h e  p u b e r t a l  g r o w t h
P e r i o d
S u g a w a r a  J ,  s a l く a m o t o  E ,  u m e m o r i  M ,  M i t a n i  H , ( 1 9 9 7 ) 第 9 7 1 祠
A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  o f  o r t h o d o n t i s t s ,  p h i l a d e l p h i a ,  U S A
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407矯正治療に件う歯桜吸収に関する疫学的研究
迷谷応化子,冶水義之,占剛樹己,'谷英犬, a997)第56山1 Π本矯正
歯科学会東京
1,目期的伸展力によるヒト掬根膜線維芽細胞のストレスタンパク質の兆現の解
析
岡崎雅了,油水袈之,千柴美麗,-1谷英夫, a的7)第5引司「」本矯1モ網
科学会東京
女子骨格性、ド頻m突者の思奔瑚忰成長川1における顎顔面頗器の成長変化
坂本恵美、f,菅原準_ニ,梅森美嘉子,_'谷英夫, a997)第561・1 Π本矯
正歯科学会東京
忠秤瑚竹山戈長期にジャスパージャンパーを適用した"・格竹_上顎前突症の・イ列
代元巳弥,菅原準二,賓広道,三谷英犬,(1的7)第13回東北矯止歯
科学会盛岡
歯への部分彩色を施した光造形モデルによる診断支援一多数の娜伏過剰歯を
伴う顎変形症への応用例
佐藤デ皐,菅原準二,二谷英夫,川村仁,(1997)第71川Π本顎変形
症学会東京
Diurnal variation of the periodontal tesponse to orthodontic force
Miyoshi K,1garashi K, saeki s, shinoda H, Mitani H, a997)第乃回
Intemational Association of Dental Research, orlando, USA
軟骨異栄養症の・一例一顎顔面形態,身長,骨41ξ齢について
北濯井射,幸地省了・,佐藤亨令,'浦平緋,ニ:谷英大, a997)小児代謝
セレ丹疾恕、研究会東京
ラヅト骨芽細胞および軟骨'剤11胞の基質合成・分泌瓶竹.の日内変動
佐伯修・,五 1'嵐燕,人塚美重,篠Π1 瀞,・三谷英夫, a997)第151リ1
Π本骨代謝学会大宮
無線テレメータを用いた外科的矯臣治療前後における舌位の変化に関する釧究
(第 1 縦)
企高弘?太,河内満彦,菅原準"ニ,一三谷美夫,川村仁, a明7)第561リ1
Π本矯1歯科学会束京
LeFort1型骨功り術を含む外科的矯正治療を適用した鎖骨頗需妥骨症の術後
評価
御代田浩イ小,菅原准二,三谷英大,長坂港,川村 fl,(1997)第561川
Π本矯正粛科学会束京
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゛ 成 フ ィ 1 三 度 卒 後 研 修 課 郡 修 i 生 に よ る 症 例 製 不
三 谷 英 火 , 金 高 弘 恭 , 楠 元 林 ・ f , 坂 本 忠 美 f , 李 ノ t ' 迄 ,  a 9 9 7 ) 第 B 山 1
東 北 矯 正 掬 科 学 会 廉 岡
Π 唇 顎 裂 形 態 と 4 歳 1 1 ● 顎 顔 血 形 態 と の 関 迎
北  1 告 樹 , 迄 地 省 ・ f , 判 1 谷 則 昭 , 1 _ 1 1 田 敦 , ・ ミ 浦 幸 緋 , 三 谷 英 夫 ,  a 9 9 7 )
第 8  回  A U X O ] o g y 研 究 会 東 京
S k e l e t a 】  a n c h o r a g e  s y s t e m  ( S A S )  u t i l i z i n g  t i t a n i u m  m i n i p l a t e s  f o r  o r t h o d o n t i c
t o o t h  m o v e m e n t
N a g a s a k a  H ,  K a s a h a r a  T ,  K a w a m u r a  H ,  M o t e g i  H ,  u m e m o r i  M ,
S u g a w a r a  J ,  M i t a n i H ,  a 9 9 7 ) 第 1 3 1 旦 1  1 n t e r n a t i o n a l c o n f e r e n c e  o n  o r a l
a n d  M a x i Ⅱ o f a c i a l s u r g e r y  j ヌ 1 稲
Π 辱 製 お よ び 口 唇 顎 製 膨 、 者 の 鼻 腔 底 部 披 製 に 関 す る 評 価
北 浩 樹 , 幸 地 省 、 f , 神 谷 則 1 唱 , 1 " 田 敦 , ・ ミ 谷 萸 夫 , 茂 木 兇 俊 , - 1 浦 平
雄 ,  a 9 9 7 ) 第 2 1 [ " 1  Π 本 口 篇 裂 学 会 東 京
D e c o r i n  b i g l y c a n  a n d  l a r g e  c h o n d r o i t i n  s u H a t e  p r o t e o g l y c a n  i n  a d u l t  t e m ・
P o r o m a n d i b u l a r  j o i n t  d i s c
M i z o g u c h i l ,  s c o t t  p G ,  R a h e m t U Ⅱ a  D C ,  s a s a n o  Y ,  K u w a b a r a  M ,  s a t o h  s ,
S a i t o h  s ,  M i t a n i H ,  a 9 9 7 ) さ g  2  回  A s i a n  T e m p o r o m a n d i b u l a r  D i s e a s e s
A s s o d a t i o n  イ d l f l '
皎 介 が 破 綻 ・ 崩 壊 し た 症 例 に ヌ 、 1 す る 一 般 践 と 専 門 医 に よ る チ ー ム 氏 療
菅 原 準 ゴ ー 梅 森 美 嘉 f , 人 久 保 智 巳 , 三 谷 英 夫 , 川 村 仁 , ダ 訂 藤 善 徳 , 山
影 俊 ・ ー , 菅 崎 喧 身 , 管 野 N ; 康 , ( 1 9 9 7 ) 第 1 3 回 東 北 矯 1 1 1 歯 科 学 会 盛 岡
" ' 年 齢 自 動 評 仙 i シ ス テ ム の 開 発 一 第 2 鞁 骨 端 骨 の 自 動 ' 十 測 に つ い て
V . リ 佳 ナ 全 , 戸 i 澤 玖 美 , 安 蔵 悼 , 大 槻 文 犬 , 金 f 俊 ' , 田 中 敏 章 , 塚 越 兇
己 ,  t 村 敦 ・ f ・ , 松 尾 宣 武 , 松 岡 尚 史 , 村 Ⅱ 1 光 靴 , 二 1 谷 英 夫 , ( 1 9 9 7 ) 第 8
1 川  A U X 0 1 0 g y 研 究 会 東 京
L o n g  t e r m  m a n a g e m e n t  o f  o c c l u s i o n  l v i t h  n o n - e x t r a c t i o n  o r t h o d o n t i c  a p ・
P r o a c h
M i t a n i H , ( 1 9 9 鋤 北 京 迭 科 人 学 矯 ' 歯 科 伺 際 シ ン ポ ジ ウ ム 北 京 , 中 同
L o n g  t e r m  o f  c h i n c a p  t h e y a p y
M i t a n i H ,  a 明 8 ) 台 湾 矯 正 伐 仟 十 学 会 台 北
C l a s S  Π 1 :  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  m a l o c c l u s i o n  p o s i b i l i t i e s  o f  t r e a t m e n t
L o n g  t e r m  r e s u l t s  o f  t r e a t m e n t .  M i t a n i  H , ( 1 9 9 8 ) サ ン ノ く ウ ロ 大 { 孕 矯 正
歯 科 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム サ ン パ ウ ロ , ブ ラ ジ ル
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427Growth prediction by an automated system for evaluation of bone age
Sato K, Mitani H, a998) Asian-pacific orthodontic conference, Taipei,
台湾
小児を対象とした最大骨址予測式の作成・・健'常小児の女 fを対象とした縦
断的資料による検討
佐藤,至,二1谷英犬, a998)第16回Π本骨代謝学会
Comparision of the tongue position before and a丘er orthognathic surgery by
Using of wireless te]emeter system
Kanetaka H, Kawauchi M, Mitani H,(1998) Asian pacific orthodontic
Conference, Taipei,台湾
ラヅト正中口盆縫介に対する圧縮力の影劉一第2蝦
斎藤修司,商橋・郎,丁三谷萸夫, a998)第57回日本矯11ξ歯科学会仙台
骨年齢白動,i平価システムの開発と下顎骨成長・h則への応用
佐藤亨全,初川1レ、il,三谷英大, a的8)第57101 Π木矯正網科学会仙台
The E丘ed of orthopedic Force to the skeletal class lH cases
-Evaluation by standard Growth curve of MaxiⅡa and Mandible-
Yoshida l, sato K Mizoguchil, Mitani H,(1998) Asian-pacific or・
thodontic conference, Taipei,台湾
Induction of heat shock proteins with in vitro application of l〕〕echanica] stress
in human periodonta11igan〕ent fibroblasts
SI〕imizu Y, okazald M, SU2Uki Y, Mitani H,(1998) 1nternatjonal con・
ference on Dynamics and Regu]ation of the stress Response l、〔閉ξ
上.顎前ガ牽引裴榊の;好骨成長に対する効果顎骨中版準成長曲線による,汗佃i・・
・古Ⅱ1力永,佐際亨全,溝Π到,三谷英夫, a998)第57山1日本矯1モ歯
科学会仙台
メカニカルストレス受容によるヒト歯根膜線雜芽細胞の造伝・f発現の変化
山11希災,千葉美麗,菅崎弘幸,_1谷萸夫, a998)第57回Π本矯1[歯
科学会仙台
皎筋t舌動屯位仏導速度による筋線締組成の挑定ど顕顔血形態との関連にっいて
尾形孝f,佐藤亨発_,劇代弘毅,._三谷英夫, a998)第57回 H本矯止歯
科学会仙台
Growth characteristics of prognathic face with re]apsed incisor reversed oc・
dusion f0110wing therapy
Choi Y.H, cho H.J,1くim K.Y, sato K, Mitani H,(1998) Asian-pacific
Orthodontic conference, Taipei,台湾
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j ' 剖 躬 的 伸 展 刺 激 に よ る 骨 格 筋 細 胞 の 分 化
千 藥 芙 脆 , 戸 塚 災 , 菅 崎 弘 幸 , 山 Π 希 災 , 二 1 谷 萸 夫 ,  a 9 9 8 ) 第 2 1 阿
Π 人 分  f * 物 学 会 樹 浜
j . 司 期 的 伸 展 力 を 加 え た ヒ ト 網 桜 膜 線 雜 芽 細 胞 に お け る N 0  お よ び P G E 2 の 産
牛 と 合 成 解 業 ( N O S , C O × ) の 遺 伝 子 発 現
山 口 希 災 , 下 柴 美 麗 , 五 卜 嵐 茂 , 菅 崎 弘 幸 , 一 ξ 谷 英 火 ,  a 明 8 ) 第 如 1 川
歯 科 基 礎 氏 学 会 名 古 屋
D i s t a l i z a t i o n  o f  t h e  m a n d i b U 1 2 r  m o l a r s  u s i n g  s k e ] e t a l  A n c h o r a g e  s y s t e m
D a i m a r u y a  T ,  s u g a w a r a  J ,  u m e m o r i  M ,  M i t a n i  H ,  N a g a s a k a  H ,
K a w a m u r a  H , ( 1 9 9 8 )  A s i a n - p a c i f i c  o r t h o d o n t i c  c o n f e r e n c e ,  T a i p e i , 台
湾
ヒ ト 末 梢 血 単 核 球 由 来 破 骨 細 川 畊 茶 細 胞 の 骨 吸 収 活 性 制 御 培 養 ヒ ト 歯 根 膜 線
紲 芽 細 胞 の 破 偶 ' 細 胞 支 持 ス ト ロ ー マ 細 胞 と し て の 役 削
菅 崎 弘 平 , 下 葉 美 麗 , 沽 水 筬 偏 , 山 口 希 実 , 戸 塚 実 , 二 1 谷 英 夫 ,  a 9 9 8 )
第 1 6 回 Π 人 骨 代 謝 学 会
ス ケ レ タ ル ア ン カ レ ッ ジ シ ス テ ム ( S A S ) を 利 用 し た 大 臼 歯 遠 心 移 動 に つ い て
台 丸 谷 隆 慶 , 菅 原 準 _ ニ , 商 橋 美 嘉 ・ f , ・ ・ ( 谷 英 夫 , 長 坂 浩 , 川 村 イ _ : ,  a 9 9 8 )
第 5 7 1 川 日 本 矯 正 歯 科 学 会 仙 台
L o n g - t e r m  d e n t o f a c i a l  c h a n g e s  a f t e r  t w o - j a w  s u T g e r y  i n  s k e ] e t a l  c l a s S  1 1 1
P a t i e n t s  w i t h  v e r t i c a l  m a x i 1 1 a r y  E x c e s s  ( V M E ) a n d  o p e n - b i t e
M o l d e z  M A ,  s u g a w a r a J ,  u m e m o r i M , 1 g a r a s h i K ,  M i t a n i H ,  N a g a s a k a  H ,
K a w a m u r a  H , ( 1 9 9 8 )  A s i a n - p a c i f i c  o Y t h o d o n t i c  c o n f e r e n c e ,  T a i p e i , 台
湾
S e t t i n g  u p  a n  a u t o m a t e d  s y s t e m  f o r  e v a l u a t i o n  o f  b o n e  a g e
S a t o  K ,  A s h i z a w a  K ,  A n z o  M ,  o t s u k i F ,  K a n e k o  s ,  T a n a k a  T ,  T s u k a g o s h i
K ,  N i m u r a  A ,  M a t s u o k a  H ,  M a t s u o  N ,  M i t a n i  H ,  M u r a t a  M , ( 1 9 9 8 ) 第
1 0 1 0 I  G r o w t h  H o r m o n e  a n d  R e l a t e d  F a c t o r S  東 j l
C h i n c a p  t h e r a p y  f o r  c l a s S  1 Π  m a l o c d u s i o n
M i t a n i H , ( 1 9 9 9 ) 韓 国 矯 正 氏 イ 科 学 会 ソ ウ ル
M a n d i b u l a r  G r o w t h  p r e d i c t i o n  b y  c A S M A S  ( c o m p u t e r  A i d e d  s k e l e t a l
M a t u r i t y  A s s e s s m e n t  s y s t e m )
S a t o  K ,  M i l a n i  H , ( 1 9 9 9 )  A m e T i c a n  A s s o c i a t i o n  o f  o r t h o d o n t i s t s ,  s a n
D i e g o ,  U . S . A
現 代 Π 本 人 の 1 買 骨 は 本 当 に 小 さ く な っ て い る の だ ろ う か ?
佐 藤 宇 全 , ' 谷 英 犬 , ( 1 9 9 9 )  H 本 人 類 学 会
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448Mechanica11y stimulated periodontal Ligalnent Fibroblasts contr010steodast
D迂ferentiation and the Expression of osteoclast Differentiation Factor
(ODF)
Kanzaki H, chiba M, shimizu Y, Mitani H,(1999) 1nternational Assod・
ation of Dental Research, vancuvor, canada
Stage-speci丘C capacity for osteoclastogenesis in precursor ceⅡS: the Role of
Periodontal Ligament ceⅡS in Differentiation
Chiba M, Kanzaki H, shimizu Y, Mitani H, a999)第211川 American
Society for Bone and MineTal Research, st Luois, US.A
Human periodontal Ligament ceHS Regulate osteodastogenesis by TWO
Different Mechanlsms
Chiba M, Kanzaki H, shimizu Y, Mitani H,(1999) 1ntel'national confer・
ence of Bi010gical Mechanisms of Tooth Movement and craniofacial
Adaptation,ソウル,韓国
掬根膜由来線紲芽細胞による破骨細胞の分化誘導調節機構
菅崎弘幸,千葉美雛,消水義信,二谷萸大,(1999)東北活性型ビタミン
D研究会仙台
東北人学掬学部附属病院矯正科を受診した矯正恕、者の過厶10q・1川の変遷
佐イh修・,萬代弘毅,五・1・嵐熱,菅原準_、_,三谷英夫,(1999)第581リ1
日木矯正歯科学会広島
F顎前突症に適用された_にド顕移動術による'次元的顔貌変化のf測シミュ
レーション
初川貴司,佐藤亨一i§,借,原準二,二1谷英夫,川村イ1,(1999)第58回
Π本矯正歯科学会広島
仮骨延長法により得・られた新生骨への実験部π前の移動
中本紀道,長坂浩,台丸谷隆慶,高橋・郎,斎滕修司,菅原準二,气谷
英火, a999)第58山1 門本矯lf歯科学会広島
開皎を什・う ClasS Ⅱ1-Longface力Kf列の長期術後安定性
マーロン.モルデッ,管原準_L,梅森美嘉f,五十嵐1枇,一ξ谷英夫,長坂
淋,川村イ1,(1999)日木'打唆形症学会
新しい骨・年齢Π動評価システムによるTumer症候群の骨イじ船のW譜舶りおよび
縦断的"平価
安蔵快,長谷川行汗、佐々木悟郎,石井智弘,佐際淌二,松尾質武,佐
藤亨至,二t芥英夫,田小敏市,村H1光範, d999)日木小児科学会
Long term results of chincap therapy
Mitani H,(2000)ブメリカ矯正尿11S需忍姓ι駆ミ学袮1人会, Halifax, canada
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E f f e c t s  a n d  l i m i t a t i o n s  o f  c h i n c a p  t h e r a p y  f o r  g r o w i n g  c l a s S  1 1 1  P a t i e n t s
M i t a n i  H , ( 2 0 0 0 )  A m e r i c a n  A s s o d a t i o n  o f  o r t h o d o n t i s t s ,  c h i k a g o ,  U S A
L o n g  t e r m  r e s u l t s  o f  c h i n c a p  t h e r a p y
M i t a n i H , ( 2 伽 0 ) 中 圃 矯 正 歯 科 学 会 , 成 都 「 h , 小 岡
ド 顎 に ヌ 寸 す る ア プ ロ ー チ ・ ・ ・ チ ン キ ャ ッ プ に つ い て ー
工 谷 英 大 , ( 2 0 0 山 第 5 9 回 日 本 矯 正 歯 科 学 会 大 阪
埋 伏 し た 同 側 の 卜 顎 3 1 拘 歯 を 牽 引 し た 2 1 , 桝 刎
佐 嚇 デ 至 , - 1 谷 英 夫 , ( 2 0 0 の 東 北 大 歯 学 会 仙 台
坦 ! 伏 し た 小 臼 粛 ・ 人 臼 歯 へ の 対 応 自 然 萌 出 仏 ル 郵 河 H 列
佐 膝 亨 至 , 三 谷 英 夫 , ( 2 舶 山 東 北 人 掬 学 会
E s t a b l i s h m e n t  o {  c e r v i c a l  v e r t e b r a l  b o n e
a g e
S a t o  K ,  M i t o  T ,  M i t a n i  H , ( 2 0 0 0 )
I n e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  A U X 0 1 0 g y
頸 椎 年 齢 を 用 い た 顎 顔 面 成 長 の 部 価 第 1 縦 頸 椎 年 齢 の 硴 立 一
水 戸 卸 戀 , 佐 際 亨 至 , ' 谷 英 大 , ( 2 0 0 0 ) 第 5 9 回 日 本 矯 l f 掬 科 学 会 大 阪
叢 牛 と 過 大 な  O v e r j e t ,  d e e p  b i t e  を 什 う  S k e l e t a l  c l a s S  Ⅱ 思 存 期 後 瑚 の 女 了 , i l
例  J a s p e r J u m p e r を 適 用 し た J 片 友 1 打 玉 ヤ 例
台 丸 谷 隆 慶 , 仏 献 亨 至 , 丁 ξ 谷 英 夫 , ( 2 0 0 0 ) 鮮 Ⅱ 6 回 東 北 矯 仟 歯 科 学 会
盛 岡
顎 顔 面 各 部 の 標 準 成 長 曲 線 の 作 成 と 成 長 予 測 の 災 際 一 屶 女 セ フ ァ ロ ' 汁 測 伯
デ ー タ ベ ー ス の 構 築 と 公 開 に 恂 け て
佐 藤 亨 至 , 水 戸 午 椚 占 , 二 ξ 谷 英 火 , ( 2 0 0 0 ) 第 5 9 印 1  Π 本 矯 1 モ 歯 科 学 会 大 阪
W h i c h  p r e d i c t i o n  m e t h o d  o f  m a n d i b u l a T  g r o w t h  i s  t h e  b e s t ?
S a t o  K ,  M i t o  T ,  K o n n o  M ,  M i t a n i  H , ( 2 0 0 0 )  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  o f
O r t h o d o n t i c s ,  c h i c a g o ,  U S A
東 北 大 学 に お け る 矯 Π 歯 科 医 錠 成 の た め の 卒 後 教 介 コ ー ス
商 橋 ' 郎 , 、 h 1 十 嵐 蔵 , 菅 原 準 _ ニ , ・ 气 谷 英 犬 , ( 2 0 0 0 ) 第 5 9 1 川 日 本 矯 i f 歯
科 学 会 大 阪
O n c o g 伽 e t r a 船 g e n i c r a t  を 削 い た 歯 桜 膜 山 来 小 死 化 細 胞 の 樹 立
久 保 Ⅱ 1 衛 , 千 藥 美 脆 , 菅 崎 弘 幸 , ー . 谷 英 夫 , ( 2 0 0 0 ) 第 4 2 1 リ 1  歯 科 」 よ 礎 氏
e 二 4 §
成 長 ホ ル モ ン 分 泌 不 全 竹 低 身 長 児 へ の 成 長 ホ ル モ ン 投 ケ , が 顎 顔 血 部 の 成 長 に 及
ぼ す 影 糾
足 形 孝 「 , 佐 喋 ケ 全 , 三 谷 英 夫 , 北 浩 樹 , ( 2 0 0 山 第 1 6 1 叫 東 北 矯 」 f 歯
科 学 会 盛 岡
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471 成長ホルモン分泌不全性低身長症への成長ホルモン投亨・が1抑須血部の成長に及
ぼす影糾・ 7症例による検討一
尾形孝f,佐際亨全,二1谷英夫,北 1告樹,(200の第59回Π本矯正歯
科学会大阪
顔面頭蓊骨の非対材啼、F価のための基凖線設定蝶形骨,後頸骨の3次元形態
計測学的検討
金錬煥,佐藤亨至,二ξ谷英夫,沽水良央,菊池lf嘉,(2000)第59回
Π本矯正歯科学会人阪
メカニカルストレスによる歯根膜線維芽細胞のODFmRNA発現増強とPGE2
の関5'
菅崎弘平,千染美麗,消水義信,久保田衛,三谷英夫,(2000)第181叫
Π本骨'代謝学会岡山
顎製骨欠損に対する骨移舶適虻、症のh則
北 11峅封,ゞき地省子,神谷則昭,1_1Ⅱ11 敦,二1谷英夫,(200山第59祠
Π本矯正歯科学会大阪
Morph010metric changes of human hyoid bone with a即ng
Kanetaka H, shimizuY, Kim Y-H, ooya K, KikuchiM, MitaniH,(2000)
Japanese Association for DentalResearch,松17,千菜
Mechanica] stress induced both No and pGE2 in pDL ceⅡS
Chiba M, Yamaguchi N,1garashi K, Kanzaki H, Yamada s, Mitani H,
(2000) 1nternational Association of Dental Research, X入lashington DC,
U.S.A
矯正学的歯の移動における・・骸化窒宗の役割に関する釧究
气谷英夫,(200の林敬悟,五十嵐燕,ニモ好康太娜,仇伯修一,篠田宜区^U、j,
第59回日本矯'歯科学会大阪
骨延長法により得られた卿セ上骨領域への火験的歯の移動
中木紀道,長坂浩,斎藤修司,台丸谷隆慶,1留橋'郎,菅原準ム,三谷
英犬,(2000)第59山1 口本矯1〔歯科学会大阪
Development of computer aided ske】etal maturity assessment system (CAS・
MAS)
Sato K, Murata M, Matsuoka H, Tanaka T, Matsuo N, Anzo M, ohtsuki
F, Tsukagoshi K, Mitani H,(2000) 1nternational congress of AUX010gy
」11'jj{
スケレタル.ブンカレッジ・システム(SAS)を利用したイヌ臼閑圧ドが歯
j司組織ならびにド顎管に及ぼす影糾について
台丸谷隆慶,長坂 Wi,梅森美饒;f,高橋・郎,斎滕修司,中人紀道,川
村仁,心・原準二,二1谷英夫,(2伽0)第59回 1_1本矯lf掬科学会大阪
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O r t h o d o n t i c s  i n  J a p a n  :  c u r r e n t  s t a t u s  a n d  F u t u r e  p r o s p e c t s
M i t a n i H , ( 2 0 O D  第 印 回  U 本 矯 正 歯 科 学 会 国 際 会 議 束 京
M e c h a n i c a l  s t r e s s  i n d u c e s  c - f o s  m R N A  e x p r e s s i o n  i n  h u m a n  p D L - f i b r o b ・
I a s t s
4 8 2
Y a m a g u c h i N ,  c h i b a  N ,  M i t a n i H , ( 2 0 0 1 ) 第 7 9 回  l n t e r n a t i o n a l A s s o d ・
a t i o n  f o r  D e n t a l R e s e a r c h  千 柴
E s t a b l i s h m e n t  o f  c e r v i c a l  v e r t e b r a l  a g e
M i t o  T ,  s a t o  K ,  M i t a n i  H , ( 2 0 0 1 )  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  o f  o r t h o d o n t i c s
P h i l a d e l p h i a ,  U S . A
ド 顎 の み 舌 仙 M 、 ら の 矯 { F 裴 般 に よ り 冶 療 さ れ た 5 症 例 の 術 後 評 価
仇 藤 亨 至 ,  B a i k u , 丁 1 谷 英 夫 , ( 2 0 0 1 ) 第 1 7 1 " 1  東 北 矯 1 モ 禄 { 科 学 会 盛 膨 ]
ト ル コ 鞍 側 血 桜 と そ の 噌 加 昼 , 成 熟 度 と の 関 連 に つ い て
水 戸 午 1 憲 , 仇 際 亨 至 , - 1 谷 英 犬 , ( 2 0 O D  第 1 7 1 川 東 北 矯 正 歯 科 学 会 盛 岡
メ カ ニ カ ル ス ト レ ス に よ る 歯 根 膜 線 維 芽 細 胞 の 転 写 凶 f c - f o S の 発 現 誘 導
U _ 1 口 希 実 , 下 藥 美 麗 二 三 谷 英 犬 , ( 2 0 0 1 ) 第 1 1 川 日 本 実 験 力 学 会 東 京
茗 し く 狭 窄 し た 小 、 F 顎 に 対 す る 骨 延 長 法 に よ る 側 リ j 拡 大 の 適 用
北 浩 樹 , 平 地 省 ・ f , 今 井 酢 道 , 三 谷 萸 夫 , ( 2 0 0 1 ) 第 6 0 1 引 日 本 矯 i f 掬
科 学 会 東 京
T e l e s c o p i c  b i t e  を 畢 す る  H y p o g l o s s i a - H y p o d a d y l y  s y n d r o m e  症 例 へ の 仮 判
延 長 汰  q 汚 拠 骨 側 力 拡 大 ) の 適 用
北 浩 樹 , 幸 地 省 子 , 今 井 啓 通 , ' 谷 英 夫 , ( 2 0 O D  日 本 顎 変 形 1 上 学 会
大 津
O n c o g e n e t r a n s g 印 i c r a t  歯 根 膜 よ り 樹 立 し た 不 先 化 細 胞 の 遺 仏 子 発 現
久 保 則 衛 , 下 藥 美 麗 , 菅 1 崎 弘 幸 , 三 谷 英 夫 , ( 2 0 O D  東 北 骨 代 謝 研 究 会
仙 げ
I n  v i v o  e l e c t r o p o r a t i o n  や  a d e n o v i r u s  v e c t o r  を 用 い え 二 網 周 組 織 へ の 遺 イ 云 丁 ず 1
入 法 の 確 立 歯 1 司 疾 悲 、 遺 仏 ・ f 治 療 法 の 基 礎 的 検 訓
千 柴 美 卵 , 士 谷 忍 , 菅 崎 弘 平 , 久 保 川 衞 , 三 谷 英 夫 , ( 2 0 O D  第 4 3 1 可
歯 科 基 礎 氏 学 会 大 宮
メ カ ニ カ ル ス ト レ ス に よ る 歯 根 膜 細 胞 の 初 期 応 答
千 葉 美 麗 , 山 Π 希 尖 , 菅 崎 弘 ヰ , 久 保 " 1 衞 , _ ' 谷 英 犬 , ( 2 0 O D  第 1 3 1 田
日 本 機 会 学 会 仙 台
L e  F o r t  1 型 骨 リ J り 術 を 辿 用 し た 口 薔 裂 患 者 の _ 上 顎 骨 の 移 動 様 相 お よ び そ の 術
後 安 定 性 に つ い て
御 代 Ⅱ Π 告 イ 中 , 川 村 仁 , 長 坂 浩 , 1 ÷ 地 省 f , ニ モ 谷 英 夫 , ( 2 0 O D  第 2 5 回
Π 本 Π 舗 裂 学 会 怪 井 沢
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493複数磁気マーカを用いた新型顎運動測定裴置の開発
釡高弘恭,薮_b 信,河内満彦,荒井賓一,三谷英夫,(2001)Π本岨噛
学会新潟
顎裂骨移舶に際しての歯科的術前処胤
北浩樹,幸地省子,真田武彦,111田敦,一ξ谷英夫,(20OD 第25回
Π本口薹裂学会長野
歯根膜線雜芽細胞のRANKL発現に及ぼすメカニカルストレスの影響
菅崎弘幸,下染美魔,久保1Ⅱ衞,松本千登勢,二谷英夫,(2001)第22桓1
束北骨代謝研究会仙台
Mechanicaltension inhibits chondrogenesis of embryonic rat limb bud ce11S
Onodera K, Takahashil, sasano Y, Bae J-W, Kagayama M, Mitani H,
(2001)第791田 lnternationalAssociationforDentalResearch 千葉
顎整形力に対するラット下顎頭軟骨の反応性1こ兒られる日内変動
三谷英夫,(20OD山田聡,佐伯修・・,高橋・郎,五卜嵐燕,篠Ⅷ^JTlr,
第601・1 Π本矯正歯科学会東京
歯根膜線維芽細胞の破骨細胞形成支打能は圧縮力負荷"寺にRANK上発現 1二昇
とともに増加する
菅崎弘幸,下葉美龍,久保田衛,西村真,松本下登勢,工谷英夫,(20OD
第印回日本矯正歯科学会東京
EstbⅡShment of lmmortaⅡZed periodonta11igament ceⅡ lines and gene ex・
Presslon
Kubota M, chiba M, KanzakiH, Yanai N, obinata M, ueda s, Mitani H,
(20OD 第791田 lnternationalAssodation for Denta] Research 千藥
矯正力による歯の移動と炎症竹打・吸収に対する Clodronale の抑制効果
三谷英犬,劉琳,五十嵐燕,佐伯修一,春1_Ⅱi白人,磯谷芙重,篠田Ⅱ'f,
(20OD 第601川Π本矯111掬科学会束京
矯圧力による歯の移動に及ぼす性周瑚の影劉
行1_Ⅱ直人,五1・嵐燕,佐伯修・,劉琳,磯谷美東,篠川高,二谷英夫,
(20OD 第601回Π本矯j下掬科学会東京
1,25(OH)2D3, RANKL, M-CSF 併用による Stage-speC辻iC なヒト破骨'剤Ⅲ抱
分化誘遵相乗作用
千葉美麗,松本千登勢,菅崎弘幸,商橋昌宏,久保m衞,西村真,ξ谷
英夫,(20OD 第19101 Π本骨代謝学会名古屋
矯正用アンカープレート周囲穆出液中の歯周病関迎細菌のPCR法による検出
人内真美子,佐藤拓一,高橋一郎,梅森美嘉f,菅原準二,長坂浩,三谷
英夫,高橋信傅,(20OD 第43回歯科基礎医学会大笘
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D e v e l o p n ⑯ n t  a n d  c l i n i c a l  a p p l i c a t i o n  o f  c o m p u t e r  a i d e d  s k e l e t a l  m a t u r i t y  a s ・
S e s s m e n t s y s t e m  ( C A S M A S )
S a t o  K ,  M u r a t a  M ,  T a n a k a  T ,  o t s u k i F ,  M a t s u o  N ,  T s u k a g o s h i  K ,  A n 2 0
M ,  M a t s u o k a  H ,  T a n a k a  N ,  M i t a n i  H , ( 2 0 O D  L W P E S / E S P E
E s t a b l i s h m e n t  o f  c e r v i c a l  v e r t e b r a l  b o n e  a g e  a n d  c l i n i c a ]  i m p l i c a t i o n s
S a t o  K ,  M i t o T ,  M i t a n i H , ( 2 0 0 2 ) 第 7 8 山 I  E u r o p e a n  o r t h o d o n t i c  s o c i e t y
S o r r e n t o , 1 t a l y
高 身 長 者 と 低 身 長 者 と の 顔 血 プ ロ ポ ー シ ョ ン の 差 異 に つ い て
佐 藤 , 全 , 島 ψ 上 f , 三 谷 英 大 , ( 2 0 0 2 ) 第 6 1 回 凡 本 矯 正 歯 科 学 会 名
占 屋
R A N K L  U P - r e g u ] a t i o n  i n  t h e  c o m p r e s s e d  a r e a  o f  p e r i o d o n t a 1 1 i g a m e n t i n d u c e s
O r t h o d o n t i C  加 o t h  m o v e m e n t
K a n z a k i H ,  c h i b a  M ,  N i s h i m u r a  M ,  M i t a n i H , ( 2 0 0 2 ) 第 8 0 1 回  l n t e r n a ・
t i o n a l  A s s o c i a t i o n  f o r  D e n t a 】  R e s e a r c h ,  s a n  D i e g o ,  U S . A
E s t a b H s h i n g  l m m o r t a l i z e d  p e r i o d o n t a l  L i g a m e n t  c e Ⅱ S  h o m  o n c o g e n e  T r a n s ・
g e n i c  R a t  a n d  G e n e  E x p r e s s i o n  o f  B o n e  M e t a b o l i c  M a r k e r s
C h i b a  M ,  K u b o t a  M ,  o b i n a t a  M ,  M i t a n i  H , ( 2 0 0 2 ) 第 2 4 1 回  A m e r i c a n
S o c i e t y  f o r  B o n e  a n d  M i n e Y a l  R e s e a r c h ,  s a n  A n t o n i o ,  U . S . A
P u b e r t a l  g r o w t h  t i m i n g  i n  f a d a ]  g r o w t h  0 壬  t h e  p r e s e n t - d a y  J a p a n e s e  g i r l s
ウ マ ポ ー ン ・ タ ウ カ エ ウ , 商 橋 一 浪 3 , 佐 藤 亨 至 , 三 谷 英 夫 , ( 2 0 0 2 ) 第 6 1
回 口 本 矯 ル 歯 科 学 会 名 占 屋
顎 製 へ の 新 鮮 自 家 腸 骨 海 綿 骨 細 片 移 柚 に 関 す る 臨 床 統 ' 十
北 浩 樹 , 立 地 省 ・ f , 斎 藤 修 司 , ' 谷 英 犬 , ( 2 0 0 2 ) 錦 2 引 川 日 人 Π 蓋 製
学 △ 岡 山
茗 大 な Π 唇 航 開 度 を 有 す る 開 皎 症 の 口 唇 閉 鎖 機 能 の 解 析
山 田 真 理 江 , 梅 森 美 嘉 ・ f , 菅 原 凖 二 , 一 谷 英 夫 , ( 2 0 0 2 ) 第 6 Ⅱ 回 Π 人 矯
正 歯 科 学 会 名 古 屋
ヒ ト 掬 根 膜 線 維 芽 細 胞 の 骨 吸 収 制 御 機 構 に 対 す る 機 械 的 仲 展 力 の 影 "
糠 塚 世 毅 , 千 藥 美 麗 , 菅 崎 弘 * , 一 三 谷 萸 火 , ( 2 0 0 2 ) 第 4 4 1 川 歯 科 基 礎 医
e 1 ム 、 東 j 、 '
ス ケ レ タ ル ・ ア ン カ レ ヅ ジ ・ シ ス テ ム ( S A S ) を 用 い た 上 下 顎 大 口 歯 の 同 H 寺
遠 心 移 動 小 臼 歯 非 抜 歯 に よ る 重 度 叢 生 の 改 善 一
御 代 田 浩 伸 , 菅 原 凖 二 , 長 坂 浩 , _ ' 谷 英 犬 , ( 2 0 0 2 ) 第 ] 8 回 東 北 矯 正
歯 科 学 会 郡 山
5 0 5
5 0 6
5 0 7
5 0 8
5 0 9
5 1 0
5 1 1
5 1 2
5 1 3
514Development of a new jaw movement analyzer by means o{ motion capture
System ol magnetic markers
Kanetaka H, Yabu]稔mi s, Kawauchi M, Arai K, Mitani H,(2002)錦80
1司 lnternationalAssociation for Dental Research, san Diego, U.S.A
Gene transfer into penodontaltissue by ln ⅥVo e]ectroporation
Tsuchiya s, chiba M, Kishim0加 K, Nalくamura H, Mitani H,(2002)第
801!i1 1nternational Association for Dental Research, san Diego, U.S.A
頸椎年齢の自動評価システムの開発
水戸智憲,佐藤亨至,二1谷英夫,福1Ⅱ将彦,下Ψ・愽,(2002)第61師1
Π本矯正爾科学会名古屋
両側Π辱口蓋裂症例に対するRED systemの適用顎裂'胃'移村iによりイ本化
した上顎骨の直接牽引一
北浩樹,幸地省f,今井啓道,山口泰,二1谷英夫,(2002)錦12回
顎変形症学会人阪
Π腔内裴織が師肌郡古、無呼吸症の睡眠動態に及ぼす効果ポリソムノグラフ
イーと食道内ルによる評価
堀内淳,鈴木雅明,ベク・ウヌポン,菅原准_ニ,・三谷英夫,(2山2)第
田回日本矯正掬科学会名古屋
東北大学園学部附属病院矯正歯科を受診した矯正悲、名の変達
佐伯修',尚橋・部,五十嵐燕,菅原唯二,三谷英大,(2【川2)第611川
Π人矯正山科学会名占屋
Mechanical stretch inhibits chondrogenesis through integrins in en〕bryonic
mesenchymalceⅡS
Onodera K, Takahashil, sasano Y, Bae J-W, Kagayama M, Mitani H,
(2002)第801回 lnta'nationalAssociation for Dental Research, san
Diego, U.S.A
E丘ects of continuous administration of 17b-estradi01 0n orthodontic tooth
movement m rats
Haruyama N,1gatashiK, saekis, otsuka-1Soya M, shinoda H, MitaniH,
(2002)冴乞801引 lnternationalAssodation for Dental Research, san
Diego, U.S.A
成長ホルモンが顎棚血の成長に・りぇる影糾・成長ホルモン投リ棚間による比
,殴
船池'奈代,イノ'際,全,水戸午1憲,尾形ギf,ー(谷萸夫,羽ιム!上邱彦,(2002)
第611川Π本矯lr歯科学会名古屋
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ヒ ト 破 骨 紳 肝 師 勺 駆 細 胞 の 分 化 過 程 に お け る 破 骨 細 胞 分 化 誘 導 因 子 の 関 与
松 本 下 登 勢 , 千 柴 美 麗 , 管 崎 弘 幸 , 久 保 田 衛 , 糠 塚 世 毅 , 三 谷 英 夫 , ( 2 0 0 2 )
第 2 3 回 東 北 骨 イ 薪 附 研 究 会 仙 台
下 顎 頭 軟 骨 に お け る  C 0 Ⅱ a g e n a s e S  と そ の 基 質 の 遺 伝 子 発 現 パ タ ー ソ の 加 齢 変
化
ベ ・ ジ ン ワ ン , 高 橋 ・ 郎 , 笹 野 泰 之 , 小 野 寺 和 之 , 二 ξ 芥 英 稔 , 三 谷 英 夫 ,
( 2 0 0 2 ) 錦 ' 6 U 可 日 本 矯 i f 歯 科 学 会 名 古 昼
j ・ モ 締 力 を 受 け た 掬 根 膜 痢 1 1 胞 の C O × - 2  お よ び R A N K L 遺 伝 子 発 現 に 及 ぼ す
d o d r o n a t e  の 抑 御 Ⅱ 乍 用
劉 琳 , 五 十 嵐 蔵 , 菅 崎 弘 メ 三 , 千 菜 美 麗 , ・ 三 谷 英 犬 , 篠 H I  , 誓 , ( 2 0 0 2 )
第 田 回 日 本 矯 正 歯 科 学 会 名 古 屋
A g g r e c a n a s e - 1  i s  e x p r e s s e d  i n  m a n d i b u l a r  c o n d y l a r  c a r t i l a g e  i n  a g i n g  r a t s
M i t a n i  H ,  T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y ,  o n o d e r a  K ,  B a e  J - X 入 1 ,  K a g a y a m a  M ,
M i t a n i H , ( 2 0 0 2 ) 第 ' 8 0 I U 1  1 n t e r n a t i o n a ] A s s o d a t i o n { o r D e n t a l R e s e a r c h ,
S a n  D i e g o ,  U . S . A
A g e - r e l a t e d  c h a n g e s  i n  e x p r e s s i o n  o f  T I M p s  i n  r a l  m a n d i b u l a r  c o n d y l e s
T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y ,  o n o d e r a  K ,  B a e  J - W ,  M i t a n i  H ,  K a g a y a m a  M ,
M i t a t l i H , ( 2 0 0 2 ) 鮮 犯 0 1 川  l n t e r n a t i o n a l A s s o c i a l i o n f o r  D e n t a l R e s e a r c h ,
S a n  D i e g o ,  U . S . A
C 0 1 1 a g e n a s e s  e x p r e s s i o n  c o r r e l a t e s  w i t h  t h e i r  s u b s t r a t e s  e x p r e s s i o n  d u r i n g
T M J  a g i n g
B a e  J - W ,  T a k a h a s h i l ,  s a s a n o  Y ,  o n o d e r a  K ,  M i t a n i  H ,  K a g a y a m a  M ,
M i t a n i H , ( 2 0 0 2 ) 冴 τ 8 0 1 - 1  1 n t e r 1 捻 t i o n a l A s s o d a t i o n  t o r D e n t a l R e s e a r c h ,
S a n  D i e g o ,  U . S . A
ラ ヅ ト 、 F 顎 頭 軟 骨 に お け る A D A M T S - 1 お よ び A D A M T S - 5  の 遺 仏 子 発 現 パ
タ ー ン の 加 齢 変 化 に 鬨 す る 研 究
二 谷 英 稔 , 高 橘 、 郎 , 笹 野 泰 之 . , 小 野 寺 利 と , ベ ジ ン ワ ン , 加 1 賀 1 Ⅱ 学 ,
. 三
谷 英 夫 , ( 2 0 0 2 ) 第 田 1 ・ 1 日 人 矯 I F 及 { 科 学 会 名 古 歴
軟 " ' 剤 明 包 に 対 す る 伸 展 力 負 荷 に 作 う イ ン テ ク リ ン お よ び F o c a l  A d h e s i o n
K i n a s e  の 遺 伝 ・ f 発 現 の 変 化
1 窃 橋 ・ ・ ' 郎 , 小 對 丁 和 之 , 笹 野 泰 之 , ヘ ・ ジ ン ワ ソ , 三 谷 英 稔 , 加 賀 1 _ 1 1 り を ,
二 谷 英 夫 , ( 2 0 0 2 ) 第 6 H 川 日 本 矯 」 モ 網 科 学 会 名 古 屋
胎 牛 W I 、 下 顎 器 官 培 養 系 に 対 す る エ レ ク ト ロ ポ レ ー シ . ン 法 を 用 い た 遺 伝 f 導 入
法 の 確 立
高 橋 ・ ・ ' 郎 , 金 川 、 美 緒 , 小 野 丁 和 之 , 笹 野 泰 之 , 加 賀 I U 学 , 菊 地 正 豁 ,
二
谷 英 大 , ( 2 0 0 2 ) 第 4 4 印 1  東 北 人 0 ・ q 加 γ 会 仙 台
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532骨延長術に什う卜顎頗の位朧および顎関剣y,γ状の変化について
安薇裕子,川村イ_:,商橋・・'郎,萬代弘毅,長坂沖i,菅原御;_L,ニモ谷英
火,(2002)第田1・1日本矯正備科学会名占屋
外科的矯止治僚を適用した顔師井対称態、者の1顎顕形態のR川1術後変化
垣尾沽冷我,菅原準_ニ,川村イ1,長坂沿,萬代弘毅,友寄裕f,ーモ谷英
夫,(2002)第61阿Π本矯1工歯科学会名古屋
乳歯列期顎裂骨移杣後の中UJ掬の曲細誘遵
梅木仲・,北浩樹,゛÷地省f,貞畑武彦,今井啓道,斎滕ちひろ,1U川
牧,一三谷英夫,(2002)第261川Π本1-1篇製学会岡Ⅱ1
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